
０
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
　
２‐

上
信
越
自
動
車
道

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

―
更
埴
市
内
　
そ
の
二
―

23

一
九
九
六

日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
建
設
局

長

野

県

教

育

委

員

会

闘

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー



『
長 野 県 屋 代 遺 跡 群 出 土 木 簡 』  『卜_

頁 段―行 誤 正

10

19

36

48

48

60

H2
125

209

221

下段-6

上段-10

下段-14

上段-19

下段-22

-15

-16

-17

-10

下段-12

38

八〇

(望 )

曲物槽

須恵盟

調整法不明

表カットグラス

乎宝奈

南南南南 □ □ 北

こと

駒壼

主な遺堕

八一

(追加)土 器の器種分類は平成十

年度刊行予定の『古代編』を参照

(旦 )

曲物・槽

須恵墨

ハギ トリ

表部分的にカットグラス

乎主奈

南南南南 □ □北

うえ

駒生

主な遺盤



（
財
）
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
頒
布
案
内

や
　
　
　
し
ろ

『
長
野
県
屋
代
追
跡
群
出
土
木
簡
』
糧
測
付ニ

図四
五〇
枚頁

◆
本
書

の
内
容

日
本
初

の
回
符
木
簡
、
地
方
追
跡
最
古

の
年
紀
を
も

つ

「
乙
二
年
」
♂
＆
年
）
木
簡
、
信
濃
団

（
軍
団
）

の
存
在
を
示
す
木
簡
な
ど
、
大
き
な
話
題
を
呼
ん
だ
員
埴
市
屋
代
追
跡
群
出
上

の
木
簡

の
正
式
報
告
書
。

第

一
章
で
は
屋
代
追
跡
群
⑥
区

の
調
査
経
過
．
第

二
章
で
は
木
簡

の
層
位
的
出
土
状
況
お
よ
び
廃
葉
パ
タ

ー
ン
の
特
徴
を
解
説
．
第
二
章
は
木
簡

一
二
六
点

の
赤
外
写
真
と
釈
支
を
見
開
き
で
配
置
。
第
四
章
は
木
簡

の
製
作
技
法
と
使
用
が
終
了
し
た
後

の
廃
彙
方
法

に

つ
い
て
新
視
点
を
提
示
。
第
二
章
は
そ
れ
ら

の
成
果
を

踏
ま
え
て
信
濃

の
古
代
史
像

に
大
胆
に
追
る
．
そ

の
内
容
は
初
期
国
府

・
郡
家

に
代
表
さ
れ
る
経
済
活
動
、

そ
し
て
軍
事

・
宗
教
と
多
岐

に
わ
た
り
、
古
代
史
研
究
全
体

に

一
石
を
投
じ
て

い
る
。

◆
日
　
次

第

一
章
　
追
跡

の
概
観

第

一
節
　
追
跡

の
概
観

第

二
節
　
調
査

・
整
理

の
概
要

第
二
節
　
⑥
区

の
地
形
と
基
本
層
序

第

二
章
　
木
簡
出
上

の
道
構
と
伴
出
遺
物

第

一
節
　
木
簡
出
上

の
道
構
と
伴
出
道
物

の
概
略

第

二
節
　
各
水

田
対
応
層
出
土
土
器

第
二
節
　
第
二
水

田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

第

四
節
　
第

四
水

田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
追
物

第
二
節
　
第
二
水

田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

第
六
節
　
第

二
水

田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

第
七
節
　
小
　
結

第
二
章
　
木
簡

の
釈
文
と
解
説

第

一
節
　
第
二
水

田
対
応
層
出
土
木
簡

第

二
節
　
第

四
水

口
対
応
層
出
土
木
簡

第
二
節
　
第
二
水

田
対
応
層
出
土
木
簡

第

四
節
　
第

二
水

田
対
応
層
出
土
木
簡

第
四
章
　
屋
代
追
跡
群
出
土
木
簡

の
製
作
枝
法
と
廃
棄
方
法

第

一
節
　
木
簡

の
形
態
と
製
作
技
法

第

二
節
　
木
簡

の
転
用

ｏ
廃
葉
方
法

第
二
節
　
木
簡

の
製
作
と
転
用

。
廃
葉
か
ら

の
展
望

第
五
章
　
考
　
察

第

一
節
　
木
簡

の
全
体
的
特
徴

屋
代
木
簡

の
時
期
的
特
徴

第

二
節
　

工ヽ
な
木
簡

の
検
討

千
支
年
木
簡
　
国
符
木
簡

第
二
節
　
木
簡
を
め
ぐ
る
諸
問
題

屋
代
木
簡

の
内
容
別
特
徴

郡
符
木
簡
　
軍
団
関
係
木
簡
　
出
挙
関
係
木
簡
　
九
九
算
木
簡

木
簡

に
み
え
る
行
政
地
名
　
木
簡

に
み
え
る
ウ
ジ
名

と
部

　

「
布
手
Ｌ
郡
作
人
Ｌ
稲
取
人
」

木
簡

の
字
休

「
異
筆
　
信
濃
国

に
お
け
る
官
街
問
題

第

四
節

　
ま

と
め

各
時
期

の
特
色
と
意
義
お
よ
び
課
通
　
信
濃
団

の
存
在
と
科

（
信
）
野
評
　
木
簡
か
ら
み
た

追
跡

の
性
格

第
六
章
　
結
　
語

◆
購
入
申
し
込
み
に

つ
い
て

目
申
込
先
日
〒
３
８
６
　
長
野
県
上
田
市
下
塩
尻
九
二
六
―
ニ

（
財
）
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
上
田
調
査
事
務
所
　
図
書
資
料
普
及
会

８
　
０
２
６
８
１
２
６
１
９
３
９
４

（
Ｔ
Ａ
Ｘ
　
０
２
６
８
１
２
６
１
９
１
９
４
）

＊
電
話

・
は
が
き

・
千
Ａ
Ｘ
等
で
お
申
し
込
み
下
さ

い
。

日
頒
　
価
］

一
部
　
一二
五
〇
〇
円

（
送
料
別
）

送
料
は
、　
一
部
五
〇
〇
円
、

二
部
六
〇
〇
円
、
二
部
以
上
実
費
と
な
り
ま
す
。

日
送
　
金
］
現
品
到
着
後
、
同
封

の
払

い
込
み
用
紙
を
使
用
し
、
郵
便
振
替
で
ご
送
金
く
だ
さ

い
。

宅:

ｍ

長

野

県

埋

蔵

文

化

財

セ

ン
タ

ー

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡



平成8年 )月ユ7日

考位

(財)長野県埋蔵文化財センター

報 告 書 の 送 付 に つ い て

当センターの業務につきまして、平素より御高配いただき厚く御礼申し上げます。

さて、今回下記報告書等を刊行いたしましたのでお送りいたします:御高覧御活用いた

だければ幸いに存じます。

言己

上信越自動車道埋蔵文化財報告書 7 - 大星山古墳群・北平 1号墳

23 - 更埴市屋代遺跡群出土木簡

長野県埋蔵文化財センター年報 12
長野県埋蔵文化財センター紀要  4

瑕叩 理年 鋳 ツ ー印 科 1露甲 A存先

殿



０
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
発
掘
調
査
報
告
書
　
２‐

上
信
越
自
動
車
道

埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
書

―
更
埴
市
内
　
そ
の
二
―

９
０

０
乙

一
九
九
六

日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
建
設
局

長

野

県

教

育

委

員

会

０

長
野
県
．埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー



巻
頭
図
版

一

屋代遺跡群出土木簡



巻
頭
図
版
二

木簡集中出土地点調査風景

(重
前
 霙望奈コ醤E『び

Sty::28Ⅷ
虎
どの掘り下げ状況

)

｀
一 ゝ

毅 __



巻
頭
図
版
三

屋代遺跡群 0更埴条里遺跡全景(昭和22年撮影国土地理院)

森将軍塚古墳より屋代遺跡群方面を望む



佐
久
平
か
ら
長
野
盆
地
を
通
り
上
越

へ
と
北
進
す
る
上
信
越
自
動
車
道
の
う
ち
、
有
明
山
ト
ン
ネ
ル
を
ぬ
け
、
長
野
自
動
車
道
と
合
流
す
る
ま
で
の
更
埴
市

内
約
二
常
”
の
区
間
の
調
査
は
平
成
三
年
度
か
ら
六
年
度
の
四
年
間
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
あ
た
り
は
古
く
か
ら
更
埴
条
里
遺
跡
の
調
査
が
行
わ
れ
、
学
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
団
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
の
発
掘
調
査
に

よ

っ
て
、
千
曲
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
す
る
縄
文
時
代
か
ら
中
世
に
か
け
て
の
集
落
と
、
集
落
に
隣
接
す
る
古
代
の
水
田
の
状
況
が
次
第
に
明
ら
か
に

な

っ
て
き
ま
し
た
。

特
に
平
成
六
年
度
の
調
査
で
は
、
こ
の
集
落
の
北
端
に
あ
た
る
、
千
曲
川
の
支
流
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
湿
地
か
ら
約
四
万
点
を
越
す
木
製
品
が
出
土
し
ま

し
た
。
そ
の
中
か
ら
地
方
遺
跡
最
古
の
年
紀
を
も

つ
木
簡
や
国
内
初
の
国
符
木
簡
を
筆
頭
に
、
長
野
県
の
古
代
史
上
例
を
見
な
い
多
く
の
木
簡
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
。

主
要
な
木
簡
に
つ
い
て
は
解
読
後
、
報
道
機
関

へ
の
発
表
や
遺
物
展
示
会
を
通
じ
て
公
表
し
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
後
も
古
代
史
の
研
究
者
と
の
連
携
を
と

り
な
が
ら
慎
重
に
整
理
、
解
読
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
回
の
報
告
書
で
は
こ
れ
ら
の
木
簡
の
う
ち
主
要
な

一
二
六
点
に
つ
い
て
、
発
掘
調
査
お
よ
び
遺

物
観
察
を
通
じ
て
の
木
簡
の
考
古
学
的
な
検
討
と
、
木
簡
の
文
字
内
容
の
検
討
か
ら
、
古
代
信
濃
に
お
け
る
地
方
行
政
の
あ
り
か
た
、
人
々
の
暮
ら
し
ぶ
り
、

交
流
の
様
相
、
物
資
の
流
通
な
ど
を
幅
広
く
考
察
し
て
お
り
ま
す
。
木
簡
は
多
彩
な
内
容
を
持
ち
、
信
濃
に
と
ど
ま
ら
ず
古
代
地
方
史
を
研
究
す
る
上
で
も
貴

重
な
資
料
と
な
る
こ
と
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
か
ら
整
理
作
業
、
本
報
告
書
刊
行
に
至
る
ま
で
深
い
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
い
た
日
本
道
路
公
団
東
京
第
二
建
設

局
、
同
上
田
工
事
事
務
所
、
長
野
県
土
木
部
高
速
道
局
、
更
埴
市
、
同
教
育
委
員
会
、
ち
く
ま
農
業
協
同
組
合
、
地
区
対
策
委
員
会
、
地
権
者
会
等
の
関
係
諸

機
関
、
発
掘
調
査
や
整
理
作
業
に
従
事
さ
れ
た
多
く
の
方
々
、
木
簡
の
解
読
を
中
心
的
に
進
め
て
い
た
だ
い
た
平
川
南
先
生
を
は
じ
め
と
し
た
木
簡
検
討
委
員

会
の
先
生
方
、
直
接
御
指
導
を
賜

っ
た
長
野
県
教
育
委
員
会
文
化
課
、
幾
多
の
難
問
を
克
服
し
て
調
査
を
完
了
し
、
調
査
終
了
後

一
年
と
い
う
短
期
間
に
本
書

の
刊
行
を
推
進
し
た
闘
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
職
員
に
対
し
て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

平
成
八
年
二
月
二
十

一
日

財
団
法
人
　
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

理
事
長
　

佐

藤

主
口
虎





例
　
一言

本
書
は
上
信
越
自
動
車
道
建
設
工
事
に
か
か
わ
る
、
更
埴
市
内
の
調
査
の
う
ち
、

更
埴
市
内
そ
の
二
で
あ
る
。

本
書
は
平
成
六
年
度
の
屋
代
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
を
中
心
に
し

た
調
査
報
告
書
で
あ
る
。
す
で
に
こ
れ
ら
の

一
部
に
つ
い
て
は
次
の
も
の
に
発
表
し

た
こ
と
が
あ
る
。
本
報
告
書
と
釈
文

・
解
説
が
異
な
る
も
の
が
あ
る
が
、
今
後
は
本

報
生
呈
日
に
よ
ら
れ
た
い
。

『長
野
県
埋
蔵
文
化
財

ニ
ュ
ー
ス
』
Ｍ
４〇
　
一
九
九
四
　
０
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー

『屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
』
（特
別
公
開
説
明
資
料
）

一
九
九
五
　
０
長
野
県
埋

蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
長
野
県
立
歴
史
館

『屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
に
つ
い
て
』

一
九
九
四
、　
一
九
九
五
　
記
者
発
表
資
料

屋
代
遺
跡
群
木
簡
検
討
委
員
会

「屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
に
つ
い
て
」

一
九
九
五
　
水
沢
教
子

『文
化
財
信
濃
』

第
２２
巻
第
２
号

『長
野
県
屋
代
遺
跡
群
と
出
土
木
簡
』

一
九
九
五
　
木
簡
学
会
発
表
資
料
　
０
長

野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
屋
代
遺
跡
群
木
簡
検
討
委
員
会

本
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
遺
構
、
遺
物
の
詳
細
な
解
説
は
平
成
十
年
度
刊
行
予
定

の

『更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
　
古
代
編
』
を
参
照
さ
れ
た
い
。

木
簡
の
釈
文

・
解
説
に
関
し
て
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
の
平
川
南
教
授
を
中

心
と
し
た
木
簡
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
平
成
六
年
度
に
三
回
、
七
年
度
に
六
回
に

及
ぶ
検
討
を
依
頼
し
た
。
木
簡
検
討
委
員
会
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（以
下
敬
称
略
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
教
授
　
平
川
　
南

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
助
手
　
山
口
英
男

東
京
大
学
大
学
院
助
手
　
　
　
鐘
江
宏
之

長
野
県
立
歴
史
館
専
門
主
事
　
福
島
正
樹

長
野
県
立
歴
史
館
専
門
主
事
　
博
田
伊
史

な
お
、
釈
文
の
検
討
に
際
し
て
は
東
京
大
学
助
教
授
　
佐
藤
信
、
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
主
任
研
究
官
　
寺
崎
保
広
の
指
導
を
頂
い
た
。
ま
た
、
０
長
野
県
埋
蔵
文
化

財
セ
ン
タ
ー
よ
り
小
林
秀
夫
、
臼
田
武
正
、
百
瀬
長
秀
、
寺
内
隆
夫
、
宮
島
義
和
、

水
沢
教
子
が
検
討
に
参
加
し
た
。

第
二
章
の
釈
文
と
解
説
は
木
簡
検
討
委
員
会
の
協
議
に
よ
り
執
筆
し
た
。
第
五

章
、
索
引
は
平
川
南
を
中
心
に
木
簡
検
討
委
員
会
が
執
筆
し
た
。

上
記
以
外
の
本
書
の
執
筆
分
担
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第

一
章
、
第
六
章
　
寺
内
隆
夫

第
二
章
第
二
節
　
鳥
羽
英
継
　
第
二
節
以
外
の
第
二
章
　
寺
内
隆
夫

・
宮
島
義
和

上
記
以
外
　
第
四
章
、
英
文
要
約
、
水
沢
教
子

な
お
、
八
〇
号
木
簡
の
文
字
の
実
測
は
鐘
江
、
そ
れ
以
外
を
寺
内
が
行
い
、
そ
の
他

の
掲
載
図
の
実
測
、
ト
レ
ー
ス
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
執
筆
担
当
者
が
中
心
に
な

っ

て
行

っ
た
。
英
文
要
約
は
ジ

ョ
ー
オ
ン
・
ピ
ジ

ョ
ー
が
補
作
し
た
。

本
書
の
編
集
、
校
正
の
実
務
は
水
沢
教
子
が
行
い
、
臼
田
武
正
、
寺
内
隆
夫
が
こ

れ
を
補
佐
し
、
全
体
を
小
林
秀
夫
が
校
閲
し
た
。

木
簡
の
観
察
は
浜
松
ホ
ト
ニ
ク
ス
株
式
会
社
の
赤
外
線
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を
用
い
て

行
い
、
赤
外
線
写
真
は
宮
島
義
和
、
西
嶋
力
が
、
外
形
写
真
は
田
村
彬
が
撮
影
し

た
。木

簡
の
解
読
お
よ
び
本
書
作
成
に
あ
た
り
、
次
の
諸
氏
お
よ
び
関
連
の
機
関
よ
り

御
教
示
、
御
協
力
を
頂
い
た
。
（五
十
音
順

・
敬
称
略
）

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
考
古
計
画
研
究
室
長
　
金
子
裕

之
、
向
日
市
教
育
委
員
会
主
査
　
清
水
み
き
、　
コ
ー
ネ
ル
大
学
副
教
授
　
ジ

ョ
ー
オ

ン
・
ピ
ジ

ョ
ー
、
早
稲
田
大
学
教
授
　
新
川
登
亀
男
、
國
學
院
大
学
教
授
　
鈴
木
靖

民
、
０
群
馬
県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
主
任
調
査
研
究
員
　
一局
島
英
之
、
奈
良
国

立
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
長
　
舘
野
和
己
、
長
野
市
立
博
物
館
学
芸
員
　
原
田

和
彦
、
東
京
都
立
大
学
助
教
授
　
山
田
昌
久
、
向
日
市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
長

山
中
章
、
東
京
大
学
教
授
　
義
江
彰
夫
、
伊
豆
長
岡
町
教
育
委
員
会
、
橿
原
考
古
学

研
究
所
、
同
附
属
博
物
館
、
更
埴
市
教
育
委
員
会
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、
藤

枝
市
郷
土
博
物
館
、
浜
松
市
博
物
館
、
結
吉
川
弘
文
館

ま
た
、　
一
九
九
五
年
十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
第

一
七
回
木
簡
学
会
で
発
表
し
た
際
、

多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
御
意
見
を
賜

っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

長
野
県
立
歴
史
館
に
は
施
設
、
設
備
の
利
用
に
つ
い
て
御
配
慮
い
た
だ
い
た
。

掲
載
木
簡
の
う
ち
四
二
点
の
樹
種
に
つ
い
て
は
パ
リ
ノ

・
サ
ー
ヴ

ェ
イ
株
式
会
社

に
鑑
定
を
依
頼
し
た
。

木
簡
番
号
、
遺
構
番
号
は
各
章
の
挿
図
お
よ
び
文
中
で
共
通
す
る
。

註
お
よ
び
参
考
文
献
は
各
章
末
に
、
第
五
章
の

一
部
は
項
末
に
ま
と
め
て
あ
る
。

本
書
に
掲
載
し
た
木
簡
お
よ
び
土
器
は
０
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
保
管

し
て
い
る
が
、
木
簡
は
本
書
刊
行
後
、
長
野
県
立
歴
史
館

へ
移
管
す
る
。

ハ七九 ノk一
〇

一
一

一
一
一

一
一一一
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四
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四五ハ

凡
　
例

本
書
に
掲
載
し
た
木
簡
は
、
屋
代
遺
跡
群
の
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
木
簡
の
う
ち
、

調
査
中
に
認
定
し
た
も
の
と
、
平
成
六
、
七
年
度
の
整
理
作
業
で
赤
外
線
照
射
に
よ
っ

て
発
見
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
墨
痕
の
み
の
も
の
は
除
外
し
て
い
る
。
板
状
品

ヘ

の
赤
外
線
照
射
は
現
在
も
続
行
中
で
あ
り
、
も
し
今
後
抽
出
さ
れ
る
も
の
が
あ
れ
ば
、

『更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
　
古
代
編
」
に
掲
載
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

第
二
章
掲
載
の
土
器
の
実
測
図
の
断
面
は
、
土
師
器
が
自
抜
き
、
須
恵
器
が
黒
塗
り

で
区
別
し
て
あ
る
。
法
量
に
つ
い
て
は
口
径
は
外
端
部
か
ら
外
端
部
ま
で
、
杯
Ｂ
の
底

径
も
外
端
部
か
ら
外
端
部
ま
で
を
計
測
し
た
。

第
二
章
は
木
簡
の
釈
文
、
解
説
と
木
簡
の
ほ
ぼ
原
寸
大
の
赤
外
線
写
真
か
ら
成
る
。

な
お
木
簡
の
法
量
が
規
定
の
枠
を
越
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
原
寸
の
ほ
ぼ
三
分
の

一
大

の
写
真
を
掲
載
し
、
原
寸
大
の
赤
外
線
写
真
を
付
図
と
し
て
添
付
し
た
。
木
簡
の
外
形

写
真
は
巻
末
に
約
二
分
の

一
人
で
掲
載
し
た
。

木
簡
の
配
列
は
、
ま
ず
遺
構
の
新
旧
と
層
位
に
よ

っ
て
古
い
も
の
か
ら
順
に
並
べ

た
。
遺
構
の
番
号
に
つ
い
て
は
調
査
期
間
が
異
な

っ
た
た
め
、
同

一
溝
、
流
路
に
複
数

の
番
号

（七
千
番
台
と
八
千
番
台
）
が
つ
い
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
同

一
溝
、
流
路
に

つ
い
て
は
図
９２
　
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡

一
覧
表
お
よ
び
本
文
中
に
記
し
て
あ
る
。
さ

ら
に
そ
の
中
を
木
簡
の
内
容
分
類
に
よ
っ
て
、
文
書
、
付
札
、
そ
の
他
の
順
に
配
列
し

た
。
木
簡
番
号
は
釈
文
上
に
記
し
た
。

木
簡
の
内
容
分
類
は

『平
城
京
木
簡

一　

解
説
』
盆

九
九
五
　
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
）

の
凡
例
に
な
ら
い
、
文
書

（文
書
、
記
録
）
、
付
札
、
そ
の
他

（習
書
、
記

載
内
容
の
不
明
の
も
の
な
ど
）
と
し
、
そ
の
順
で
配
列
し
た
。

釈
文
に
用
い
た
符
号
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

「　
　
」

木
簡
の
上
端
な
ら
び
に
下
端
が
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
（端

と
は
木
目
方
向
の
上
下
両
端
を
い
う
。
）

ｏ
　
　
　
孔
の
あ
る
こ
と
を
示
す
。

□
□
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
確
認
で
き
る
も
の
。

目
――
□
　
欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
推
定
で
き
る
も
の
。

目

□

　

欠
損
文
字
の
う
ち
字
数
が
数
え
ら
れ
な
い
も
の
。

□

口

　

記
載
内
容
か
ら
み
て
、
上
ま
た
は
下
に

一
字
以
上
の
文
字
を
推
定
で
き
る
も

の
。
但
し
削
屑
に
つ
い
て
は
煩
雑
に
な
る
の
で
、
こ
の
記
号
は
省
略
し
た
。

『
』
　
　
異
筆
、
追
筆
。

＼
　
　
　
　
〈
口占
。ヽ

ｏ
　

　

木
簡
の
表
裏
に
文
字
の
あ
る
場
合
、
そ
の
区
別
を
示
す
。

〔　
〕
　

校
訂
に
関
す
る
註
で
、
原
則
と
し
て
釈
文
の
右
傍
に
付
し
、
本
文
に
置
き
換

え
る
べ
き
文
字
を
含
む
場
合
。

（　
）
　

右
以
外
の
校
訂
註
、
お
よ
び
説
明
註
。

マ
マ
　
　
文
字
に
疑
間
は
な
い
が
、
意
味
の
通
じ
難
い
も
の
。

釈
文
の
漢
字
は
お
お
む
ね
現
行
常
用
字
体
に
改
め
た
が
、
科

（科
）
、

ア

（部
）
、

マ

（部
）
、
国

（団
）
、
刀

（開
）
、
寸

（村
）
、
菖

（葛
）
、
邊

（辺
）
に
つ
い
て
は

も
と
の
字
体
の
ま
ま
に
翻
字
し
た
。
（　
）
内
は
現
行
常
用
字
体
。

解
説
の
前
半
に
木
簡
の
技
法
を
記
し
た
。
上
下
端
部
、
表
面
の
順
に
、
製
作
時
の

成
形
技
法
、
調
整
方
法
、
廃
棄
時
の
切
断
方
法
に
つ
い
て
観
察
し
た
。
本
文
中

「
二

次
的
に
」
と
言
う
表
現
は
木
簡
と
し
て
の
機
能
が
終
了
し
た
後
を
示
す
。
側
面
は
、

多
く
の
場
合
刃
物
を
し

っ
か
り
入
れ
て
調
整
し
て
い
る
た
め
、
特
別
の
場
合
の
み
記

し
た
。

な
お
技
法
の
名
称
は

「考
古
資
料
と
し
て
の
古
代
木
簡
」

『木
簡
研
究
』

一

四

（山
中
章

一
九
九
二
）
に
依
拠
す
る
。

釈
文
の
下
隅
に
は
法
量
、
型
式
、
木
取
り
、
樹
種
、
出
土
遺
構
、
出
土
層
位
を
記

し
た
。
（　
）
内
に
は
出
土
遺
構
、
出
土
層
位
と
同

一
と
認
定
し
た
遺
構
お
よ
び
層

位
を
記
し
た
。

Ｇ
は
同

一
遺
構
、
同

一
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
グ
ル
ー
プ
を
示

す
。

１
　
法
量
　
長
さ
×
幅
×
厚
さ
を
同
房
単
位
で
示
し
、
小
数
点
以
下
は
四
捨
五
入
し
た
。

欠
損
し
て
い
る
も
の
は
現
存
部
分
の
法
量
を

（　
）
付
き
で
示
し
た
。

２
　
型
式
　
木
簡
学
会
の
型
式
を
斜
体
で
、
屋
代
遺
跡
群
の
出
土
木
簡
に
対
し
て
独
自
の

基
準
で
設
定
し
た
型
式
を

（　
）
付
き
で
示
す
。
な
お
、
削
屑
、
明
確
な
転

用
品
は
木
簡
学
会
の
型
式
の
み
記
し
た
。

（１
）
木
簡
学
会
の
型
式

ｏ
〓

型
式
　
短
冊
形
。

ｏ
醸
型
式
　
短
冊
形
で
側
面
に
孔
を
穿

っ
た
も
の
。

ｏ
〓

型
式
　
一
端
が
方
頭
で
他
端
は
折
損
、
腐
蝕
で
原
形
が
失
わ
れ
た
も
の
。

ｏ
浮

型
式
　
小
形
矩
形
の
も
の
。

ｏ
田

型
式
　
小
形
矩
形
の
材
の

一
端
を
圭
頭
状
に
し
た
も
の
。

ｏ
〓

型
式
　
長
方
形
の
材
の
両
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。
方
頭
、
圭

七九
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頭
な
ど
種
々
の
作
り
方
が
あ
る
。

ｏ
露

型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
た
も
の
。

ｏ
田

型
式
　
長
方
形

の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
他
端
を
尖
ら
せ
た

も
の
。

ｏ
〓

型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
の
左
右
に
切
り
込
み
が
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ

る
い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
コ

型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
。

ｏ
認

型
式
　
長
方
形
の
材
の

一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
端
は
折
損
あ
る

い
は
腐
蝕
し
て
不
明
の
も
の
。

ｏ
露

型
式
　
用
途
の
明
瞭
な
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
８

型
式
　
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の
。

ｏ
撃

型
式
　
折
損
、
腐
蝕
そ
の
他
に
よ
っ
て
原
形
の
判
明
し
な
い
も
の
。

ｏ
輝

型
式
　
削
屑
。

（２
）
屋
代
遺
跡
群
の
型
式

型
式
を
以
下
の
よ
う
な
諸
要
素
を
示
す
組
み
合
わ
せ
と
し
て
設
定
し
た
。

Ａ

　

形

態

ａ
　
製
作
時
の
形
態

（上
下
端
部
平
面
形
）

［１
］
直
頭
形
　
上
、
下
端
を
直
線
的
に
成
形
、
調
整
し
た
も
の
。

［２
］
複
数
稜
形
　
調
整
を
複
数
回
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
稜
が
つ
い
た
も
の
。

［３
］
圭
頭
形
　
端
部
を
山
形
に
成
形
、
調
整
し
た
も
の
。

［４
］
斜
行
形
　
端
部
を
斜
め
に
成
形
、
調
整
し
た
も
の
。

［５
］
剣
先
形
　
主
に
下
端
を
鋭
角
に
尖
ら
せ
た
も
の
。

（上
下
端
部
断
面
形
）

［
ア
］
端
部
を
斜
め
に
面
取
り
し
て
い
る
も
の
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
‐‐
‐―
――
――
国
ァ
励

［イ
］
端
部
を
表
裏
か
ら
面
取
り
し
て
山
形
に
作
り
出
し
て
い
る
も
の
。

∧
目
目
目

――
ロ
イ
断

（側
面
の
切
り
込
み
の
有
無
）

［０
］
側
面
に
切
り
込
み
が
認
め
ら
れ
な
い
も
の
。

［６
］
側
面
に

「く
」
型
状
も
し
く
は

「
て
」
型
状
も
し
く
は

「く
」
型
状
の
切

り
込
み
が
施
さ
れ
る
も
の
。

ｂ
　
転
用
も
し
く
は
廃
棄
時
の
形
態

転
用
も
し
く
は
廃
棄
時
に
上
下
端
部
に
刃
物
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
た
平
面
形
態
を
記
号
で
示
し
た
。

（上
下
端
部
平
面
形
）

［Ａ
］
上
、
下
端
が
直
線
的
に
切
断
さ
れ
た
も
の
。

［Ｂ
］
上
、
下
端
が
斜
め
に
切
断
さ
れ
た
も
の
。

［Ｚ
］
刃
物
を
入
れ
な
い
折
損
も
し
く
は
腐
蝕
し
て
い
る
も
の
。

（側
面
形
）

［ｆ
］

二
次
的
な
切
断
、
力
に
よ
る
割
き
、

も
し
く
は
切
損
、
腐
蝕
に
よ
っ
て
片

側
面
が
残
存
し
て
い
な
い
も
の
。

［Ｆ
］

二
次
的
な
切
断
、
力
に
よ
る
割
き
、

も
し
く
は
切
損
、
腐
蝕
に
よ
っ
て
両

側
面
が
残
存
し
て
い
な
い
も
の
。

Ｂ
　
技
法

ａ
　
技
法
の
名
称

木
簡
の
成
形
、
調
整
お
よ
び
転
用
、
廃
棄
時
に
用
い
ら
れ
る
技
法
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

キ
リ
　
　
　
　
刃
物
を
木
目
に
直
交
も
し
く
は
斜
行
方
向
に
入
れ
て
、
切
断
す

る
方
法
。

キ
リ

・
オ
リ
　
切
り
目
を
入
れ
て
折
り
取
る
方
法

（切
り
目
の
み
を
入
れ
て
、

後
に
自
然
に
割
れ
た
も
の
も
含
ま
れ
る
）
。

ケ
ズ
リ
　
　
　
表
面
を
薄
く
削
ぎ
お
と
す
方
法
。

サ
キ
　
　
　
　
木
目
と
同

一
方
向
に
刃
物
を
移
動
さ
せ
、
厚
い
材
か
ら
薄
い
材

を
削
ぎ
落
と
し
た
り
、ヽ
幅
の
広
い
材
を
狭
く
し
た
り
す
る
方

法
。

ｂ
　
部
位
と
名
称

（上
下
端
部
平
面
の
廃
棄
、
転
用
技
法
）

［Ａ
］

上
、
下
端
に
直
線
的
な
キ
リ
が
行
わ
れ
た
も
の
。

［
ａ
］

上
、
下
端
に
直
線
的
な
キ
リ

・
オ
リ
が
行
わ
れ
た
も
の
。

［Ｂ
］

上
、
下
端
に
斜
め
の
キ
リ
が
行
わ
れ
た
も
の
。

［ｂ
］

上
、
下
端
に
斜
め
の
キ
リ

・
オ
リ
が
行
わ
れ
た
も
の
。

（表
面
の
調
整
、
転
用
、
廃
棄
技
法
）

カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
　
　
ケ
ズ
リ
痕
跡
が
五
ル
ーン
”
以
下
の
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
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形  直

転
用
・廃
棄
時

製作、転用・廃棄と型式

屋代遺跡群出土木簡の形態

一
〇

樹
種
　
肉
眼
観
察
に
よ
り
樹
種
を
あ
ら
か
じ
め
分
類
し
、
そ
の
中
の
四
二
点
の
木
簡

の
切
片
を
と
り
、
顕
微
鏡
に
よ
り
鑑
定
し
た
結
果
を
示
し
た
。（例

）
ヒ
ノ
キ
属

木
取
り
　
柾
目
材
を
柾
、
追
柾
目
材
を
追
と
し
、
板
目
材
に
つ
い
て
は

『出
土
木
簡

の
樹
種
と
木
取
り
』
Ｉ
、
Ⅱ

（布
留
遺
跡
天
理
教
発
掘
調
査
団

　

一
九
八

一
）
を
参
照
し
、
板
目
材
Ｉ
を
板
Ｉ
、
板
目
材
Ⅱ
を
板
Ⅱ
と
し
て
記
載
し

た
。

第
四
章
の
木
簡
の
実
測
図
は
、
形
態

・
技
法
の
検
討
上
必
要
な
も
の
の
み
掲
載
し

た
。
実
測
図
は
釈
文
と
の
関
連
を
考
慮
し
て
右
を
表
と
し
て
配
置
し
、
製
作
技
法
を

見
る
た
め
に
墨
書
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
裏
面
も
掲
げ
た
。
縮
尺
は
三
分
の

一
に
統

一

し
て
あ
る
。
実
測
図
に
用
い
た
符
号
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

Ｇ
刀
子
に
よ
る
ケ
ズ
リ
痕
の
切
り
合
い
を
示
す
。
「
ｏ
」
の
方
が
後
か
ら
行

っ
た
ケ

ズ
リ
。

単
一面
が
平
滑
で
あ
る
た
め
キ
リ

。
オ
リ
、
キ
リ
、
サ
キ
の
際
、
刃
物
を
入
れ
た
と
推

測
さ
れ
る
部
分
を
示
す
。

職
刃
物
を
い
れ
ず
に
力
で
割
い
た
と
推
測
さ
れ
る
部
分
を
示
す
。

本
文
中
で

「屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
」
を

「屋
代
木
簡
」
に
省
略
す
る
こ
と
も
あ

る
。
ま
た
文
中
に
引
用
す
る
際
は
、
×
×
号
と
表
記
す
る
。

ⅢI‖ |||||‖‖P/////////////2
1.柾 ロオオ    2。 追柾日本オ

3。 板日本オI ギ
ト
リ

調
整
法
不
明

無
調
整

ケ
ズ
リ
痕
跡
が

一
〇
ル
ーン
”程
度
ま
で
の
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ

調
整
は
認
め
ら
れ
る
が
、
ケ
ズ
リ
の
痕
跡
が
明
瞭
で
な
い

も
の
。

無
調
整
の
も
の
。
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簡
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ー
ン
の
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第
五
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期
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第
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期

０
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期
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期
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第
四
章
　
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
製
作
技
法
と
廃
棄
方
法

木
簡
の
形
態
と
製
作
技
法
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…

…
…

…
…
…
…

…
…

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
形
態
と
製
作
技
法

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

木
簡
の
形
態
分
類

成
形
、
調
整
技
法
の
種
類

第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

短
冊
型

短
冊
型
も
し
く
は
剣
先
型

剣
先
型

切
込
型

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

小
結木

簡
廃
棄
グ
ル
ー
プ
の
変
遷
と
木
簡
の
種
類

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
形
態
の
特
色
　
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

第

一

木
簡
の
転
用

・

木
簡
の
転
用
方
法

第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

木
簡
の
廃
棄
方
法

０
　
郡
符
木
簡
の
廃
棄
方
法

国
　
国
符
木
簡
の
廃
棄
方
法

口
　
そ
の
他
の
木
簡
の
廃
棄
方
法

小
結

第
二
節
　
木
簡
の
製
作
と
転
用

第
五
章
　
考
察

第

一
節
　
木
簡
の
全
体
的
特
徴

一　
屋
代
木
簡
の
時
期
的
特
徴

年
紀
記
載
か
ら
み
た
木
簡
群
の
時
期

記
載
内
容
か
ら
み
た
木
簡
群
の
時
期

木
簡
の
記
載
内
容
と
出
土
層
位
と
の
対
応

屋
代
木
簡
の
内
容
別
特
徴

文
書
木
簡

付
札

習
書

祭
祀
関
係
木
簡

そ
の
他

第

一

主
な
木
簡
の
検
討

千
支
年
木
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国
符
木
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郡
符
木
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軍
団
関
係
木
簡

出
挙
関
係
木
簡

九
九
算
木
簡

一　
木
簡
に
み
え
る
行
政
地
名

０
　
国
名

０
　
郡
名

口
　
郷

（里
）
名

四
　
郡
郷
里
制
下
の
里
名

一
一　
木
簡
に
み
え
る
ウ
ジ
名
と
部

〓
一

「布
手
」
「郡
作
人
」
「稲
取
人
」

布
手

郡
作
人

稲
取
人

木
簡
の
字
体

ｏ
異
筆

信
濃
国
に
お
け
る
官
衛
問
題

研
究
史
の
整
理

六 五
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第
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節
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五 四
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国
　
屋
代
木
簡
と
官
衛
問
題

一　
各
時
期
の
特
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と
意
義
お
よ
び
課
題

七
世
紀
後
半
～
八
世
紀
初
頭
の
木
簡

郡
里
制
下
の
木
簡

郡
郷
里
制
下
の
木
簡

信
濃
団
の
存
在
と
科

（信
）

木
簡
か
ら
み
た
遺
跡
の
性
格

野
評

０
　
木
簡
の
廃
棄
か
ら
み
た
遺
跡
の
性
格

国
　
祭
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の
場
と
郡
家
中
心
施
設
の
想
定

第
六
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語
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考
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引
英
文
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０
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０
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０
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土
状
況
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２４

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
　
１５
層
上
面
　
一二
〇
、
三

一
号
木
簡
出
土
状
況
図

第
二
水
田
お
よ
び
対
応
層
検
出
遺
構

第
二
水
田
対
応
層
木
簡
分
布
図

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
内
湧
水
坑
遺
物
出
土
状
況

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

２９

四
六
号

「乙
丑
年
」
木
簡
出
土
状
況

Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
　
橋
脚
出
土
状
況

一
一
四
号

「郡
符
」
木
簡
出
土
状
況

第
二
水
田
対
応
層
検
出
遺
構
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｏ…
…
…
…
…
…
…
…
‥
３‐

出
土
層
位
か
ら
見
た
木
簡
新
旧
関
係
表

木
簡
の
形
態

第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
Ｈ

第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
ロ

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
０

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
国

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
ロ

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
四

第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
０

端
部
が
圭
頭
形
の
木
簡
の
圭
頭
部

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
Ｈ

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
国

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
０

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
四

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
０

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
肉

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
０

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
ｎ

第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

木
簡
の
形
態
変
遷

第
二
水
田
対
応
層
出
土
付
札
の
形
態

木
簡
の
法
量
Ｏ

ｏ
０

六
〇
号
木
簡
の
二
次
的
な
改
変

5 4 3 3 219 18 17 16 15 14 上3 8 7 7 6 623 23 23 22 22 21 21

図
三
〇

図
三

一

図
一壬

一

図
三

二

図
三
四

図
二
五

図
一二
ハ

図
三
七

図
三
八

図
三
九

図
四
〇

図
四

一

図
四
二

図
四
三

図
四
四

図
四
五

図
四
六

図
四
七

図
四
八

図
四
九

図
五
〇

図
五

一

図
五
二

図
五
三

図
五
四

図
五
五

図
五
六

図
五
七

図
五
八

図
五
九

図
六
〇

図
六

一

30 30 29 26  26148 147 144 143 142 141 140 139 138 136 135 134 133 132 130 130 129 128 127 126 125 124 123 33



図
工全

一

図
工含

一

図
六
四

図
六
五

Ｍ凶
エハ
エハ

図
六
七

図
六
八

図
六
九

図
七
〇

図
七

一

図
七
二

図
七
三

図
七
四

図
七
五

図
七
六

図
七
七

図
七
八

図
七
九

図
八
〇

図
八

一

図
八
二

図
八
三

図
八
四

図
八
五

図
八
六

図
八
七

図
八
八

図
八
九

図
九
〇

図
九

一

図
九
二

木
簡
の
廃
棄
行
為

屋
代
遺
跡
群
木
簡
内
容
別

一
覧

荷
札
木
簡
の
記
載
内
容

一
覧
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
三
号
木
簡

「戊
成
年
」
部
分
写
真

‥
…
・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
・…
…
…
・

関
連
す
る
木
簡
の
出
土
層
位

四
六
号
木
簡
実
測
図

一
五
号
木
簡
実
測
図

伊
勢
国
略
図

一
一
四
号
木
簡
実
測
図

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

郡
符
木
簡

一
覧

六
〇
号
木
簡

「信
濃
回
」
部
分
写
真

軍
団
名

一
覧

長
屋
王
家
七
六
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

茨
城
県
鹿
の
子
Ｃ
遺
跡

一
七
四
号
漆
紙
文
書
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

八

一
号
木
簡
実
測
図
と
釈
文
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｏ…
…
‥

『和
名
類
衆
抄
』
の
信
濃
国
郡
郷

ウ
ジ

・
部
の
分
布

科
野
の
御
名
代
の
伴
と
部
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

科
野
の
品
部

科
野
の
部
曲

科
野
の
ク
ニ
の
氏
族

木
簡
の
字
体

・
異
筆
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｏ…
…
‥

木
簡
の
字
体

ｏ
異
筆
０

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

「高
井
郡
」
付
札

・
「播
信
郡
」
「讃
信
郡
」
付
札

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

木
簡
の
作
成

・
宛
所

。
廃
棄
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。

古
代
の
信
濃
国

北
信
濃
の
郷
比
定
地

信
濃
国
古
代
郡
郷
の
分
布
推
定
図

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
関
連
年
表

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡

一
覧
表

図

版

目

次

巻
頭
図
版
一　
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
　
一
、　
一
五
、　
一
一
四
、
四
六
、
七
三
、
九
〇
号

巻
頭
図
版
二
　
屋
代
遺
跡
群
⑥
区
　
第
四
水
田
対
応
面
全
景
、
木
簡
集
中
出
土
地
点
調

査
風
景

巻
頭
図
版
三
　
屋
代
遺
跡
群

・
更
埴
条
里
遺
跡
全
景
、
森
将
軍
塚
古
墳
よ
り
屋
代
遺
跡

群
方
面
を
望
む

一
、
二
号
木
簡

、
四
号
木
簡

、
六
、
七
、
八
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４３

、　
一
〇
号
木
簡

一
号
木
簡

二
、　
一
三
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

４９

四
、　
一
五
、　
三
ハ
号
木
簡

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５‐

七
、　
一
八
、　
一
九
号
木
簡

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

５３

二
〇
、
二

一
、
三
二
、
二
三
号
木
簡

二
四
、
二
五
、
二
六
、
二
七
号
木
簡

二
八
、
二
九
、
三
〇
、
三

一
号
木
簡

三
二
、
三
二
、
三
四
、
二
五
号
木
簡

三
六
、
三
七
、
三
八
、
二
九
号
木
簡

四
〇
、
四

一
、
四
二
、
四
三
号
木
簡

四
四
、
四
五
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

６７

四
六
、
四
七
、
四
八
号
木
簡

四
九
、
五
〇
、
五

一
号
木
簡

五
二
、
五
三
、
五
四
号
木
簡

五
五
、
五
六
、
五
七
、
五
八
号
木
簡

五
九
Ａ

・
五
九
Ｂ
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

７７

六
〇
、
六

一
、
六
二
号
木
簡

六
三
、
六
四
、
六
五
、
六
六
号
木
簡

六
七
、
六
八
、
六
九
、
七
〇
号
木
簡

七

一
、
七
二
、
七
三
号
木
簡

210 208 207 206 206 199 198 189 188 183 183 183 182 180 176 173 172 169 168 167 166 164 163 162 161 160 159 157 156 149 149

一 一 一 一 九 五 三

図
版

一

図
版
二

図
版
三

図
版
四

図
版
五

図
版
六

図
版
七

図
版
八

図
版
九

図
版

一
〇

図
版

一
一

図
版

一
二

図
版

一
三

図
版

一
四

図
版

一
五

図
版

一
六

図
版

一
七

図
版

一
八

図
版

一
九

図
版
二
〇

図
版
二

一

図
版
三
二

図
版
二
三

図
版
二
四

41 3975 73 71 6985 83 81 79 47 4565 63 61 59 57 55



図
版
二
五

図
版
二
六

図
版
二
七

図
版
二
八

図
版
二
九

図
版
三
〇

図
版
三

一

図
版
三
二

図
版
三
二

図
版
三
四

図
版
二
五

図
版
三
六

図
版
三
七

図
版
三
八

図
版
二
九

図
版
四
〇

図
版
四

一

図
版
四
二

図
版
四
三

図
版
四
四

図
版
四
五

図
版
四
六

図
版
四
七

図
版
四
八

図
版
四
九

七
四
、
七
五
、
七
六
号
木
簡

七
七
、
七
八
、
七
九
、
八
〇
号
木
簡

八

一
、
八
二
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

９‐

八
三
、
八
四
、
八
五
、
八
六
号
木
簡

八
七
、
八
八
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

八
九
、
九
〇
、
九

一
、
九
二
号
木
簡

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

九
二
、
九
四
、
九
五
号
木
簡

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

九
六
、
九
七
、
九
八
、
九
九
号
木
簡

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
〇
〇
、　
一
〇

一
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
〇
二
、　
一
〇
三
、　
一
〇
四
号
木
簡

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
〇
五
、
一
〇
六
、　
一
〇
七
、　
一
〇
八
号
木
簡

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
。

一
〇
九
、　
一
一
〇
、　
一
一
一
、　
一
〓

一号
木
簡

・…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
一
三
、　
一
一
四
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
一
五
、　
一
三
ハ
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
一
七
、　
一
一
八
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
‥

一
一
九
、　
〓

一〇
、　
〓

一
一
号
木
簡

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
三
二
、　
一
二
三
、　
一
二
四
号
木
簡

‥
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

一
二
五
、　
〓

エ
ハ
号
木
簡
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
ｏ…
…
‥

木
簡
外
形
写
真
０

木
簡
外
形
写
真
０

木
簡
外
形
写
真
０

木
簡
外
形
写
真
四

木
簡
外
形
写
真
０

木
簡
外
形
写
真
内

木
簡
外
形
写
真
Ｕ

付

図

目

次

付
図
一
　
一
、　
一
五
、
二
六
、
三
二
、
五
一
号
木
簡

付
図
二
　
五
九
Ａ

・
五
九
Ｂ
、
六
二
号
木
簡

付
図
三
　
七

一
、
八

一
、
八
七
号
木
簡

付
図
四
　
八
八
、　
一
一
四
、　
一
一
五
号
木
簡

付
図
五
　
一
〇
、　
〓
二
号
木
簡
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第一節 遺跡の概観

第

一
章
　
一退
跡
の
概
観

第

一
節
　
一理
跡
の
概
観

一
　

屋

代

遺

跡

群

⑥

区

の
位

置

（図
１
）

長
野
県
更
埴
市
屋
代
か
ら
雨
宮
地
籍
に
広
が
る
千
曲
川
右
岸
の
自
然
堤
防

上
に
は
、
縄
文
時
代
以
降
の
遺
跡
が
間
断
な
く
発
見
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
遺
跡
は
現
時
点

で
は
そ
の
境
界
が
確
定
で
き
て
お
ら
ず
、
屋
代
遺
跡
群
と

総
称
し
て
い
る
。
便
宜
的
に
設
定
さ
れ
た
屋
代
遺
跡
群
の
境
界
は
北
側
を
千

曲
川
の
氾
濫
源
と
し
、
南
側
は
五
十
里
川
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
微
凹
地
ま

で
と
な

っ
て
い
る
。
便
宜
的
に
こ
の
微
凹
地
以
南
を
更
埴
条
里
遺
跡
と
し
て

い
る
が
、
実
際

の
条
里
水
田
そ
の
も

の
は
大
き
く
屋
代
遺
跡
群
側
に
も
広

が

っ
て
い
る
。
ま
た
、
西
側
は

一
重
山
と
微
凹
地
を
境
に
粟
佐
遺
跡
群
と
分

離
し
、
東
側
は
沢
山
川
の
微
凹
地
を
境
と
し
て
い
る
。

上
信
越
自
動
車
道
は
こ
の
地
区
を
南
北
に
縦
断
す
る
形
で
計
画
さ
れ
、
そ

の
ほ
ぼ
全
域
が
発
掘
調
査
の
対
象
地
と
な

っ
た
。
木
簡
が
出
土
し
た
屋
代
遺

跡
群
⑥
区
は
、
縄
文
時
代
を
通
し
て
形
成
さ
れ
た
微
高
地

（自
然
堤
防
）

の
最

北
端
か
ら
千
曲
川
の
旧
河
道

へ
地
形
が
変
換
す
る
地
点
に
あ
た

っ
て
い
る
。

国
土
座
標
で
は
、
第
Ⅷ
系
Ｘ
＝
８

ざヽ
ｏ
屑
か
ら
Ｘ
＝
８
Ч認
ｏ
屑
、

Ｙ
＝
―

〓
Ч∞
８

屑
か
ら
Ｙ
＝
―
〓

ｏヽ
８

屑
付
近
。
北
緯
三
六
度
三
三
分
、
東
経

一
三

八
度
八
分
付
近
に
位
置
す
る
。

「
″
〃

石川条里遺跡
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彗≡ 山地

報購 畠ほか (微高地 )

● 遺跡

Lヽ

1。 屋代遺跡群⑥区 2。 大宮遺跡 3。 雨宮廃寺跡 4。 大境遺跡 5.城之内遺跡 6。 松ヶ崎遺跡 7。 馬口遺跡 8。 地之目・一丁田遺跡
9。 森将軍塚古墳 10。 大穴遺跡(古墳)11.清水製鉄址遺跡(古墳)12。 五輪堂遺跡 13.小島遺跡 14。 川柳将軍塚古墳 15.鶴前遺跡
16。 篠ノ井遺跡群新幹線地点 17.大規模自転車道地′点 18。 市道山崎・唐猫線地′点 19。 高速道地′点 20。 殿屋敷遺跡
21。 塩崎小学校遺跡 22.松節遺跡 23。 市道253号線地′点 24。 社宮司遺跡 25。 上ノ田遺跡

図 1 屋代遺跡群周辺の地形、および 7世紀後半～ 8世紀前半の遺跡 (9.14を除く)
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図 2 千曲川の断面図 (『更埴市史』一部改変)

一
一　

周
辺

の
環
境

（図
１
）

南
佐
久
郡
川
上
村
に
端
を
発
し
た
千
曲
川
は
、
急
流
と
な

っ
て
北
西
方
向
に
流
れ

下

っ
て
く
る
。
そ
の
後
、
善
光
寺
平
の
入
り
口
に
あ
た
る
更
埴
市
八
幡
付
近
に
至
る
と

大
き
く
北
東
方
向
に
屈
曲
す
る
。
こ
の
付
近
か
ら
流
れ
は
緩
や
か
と
な
り

（図
２
）、

所
々
に
淀
み
を
持

つ
中
流
域
に
な
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
両
岸
に
は
自
然
堤
防
が
形

成
さ
れ
る
。
ま
た
、
屋
代
遺
跡
群
周
辺
で
は
砂
礫
に
変
わ
っ
て
細
砂
や
シ
ル
ト
が
堆
積

し
、
水
田
耕
作
に
適
し
た
環
境
が
形
成
さ
れ
る
。

屋
代
遺
跡
群

ｏ
更
埴
条
里
遺
跡
の
周
辺
は
、　
一
重
山
に
よ
っ
て
千
曲
川
の
流
れ
が
遮

ら
れ
、
氾
濫
の
直
撃
を
受
け
る
こ
と
な
く
安
定
し
た
地
区
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
反

面
、
屋
代
遺
跡
群
⑤
区
か
ら
更
埴
条
里
遺
跡
全
域
に
わ
た
っ
て
五
十
里
川
以
外
に
千
曲

川
の
分
流
が
な
く
、
南
側
の
山
地
の
水
量
が
少
な
い
こ
と
や
、
降
水
量
が
少
な
い
こ
と

と
と
も
に
水
不
足
の
一
因
に
な
っ
て
い
る
。
屋
代
遺
跡
群

。
更
埴
条
里
遺
跡
地
区
の
開

発
に
は
、
水
路
の
掘
削

ｏ
管
理
が
重
要
な
問
題
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

弥
生
時
代
に
は
こ
う
し
た
自
然
条
件
を
活
用

・
克
服
し
、
自
然
堤
防
上

（屋
代
遺
跡

群
）
に
集
落
を
作
り
、
後
背
湿
地

（更
埴
条
里
遺
跡
）
に
水
路
を
伴
う
水
田
を
開
発
し
始

め
る
。
古
墳
時
代
前
期
以
降
、
森
将
軍
塚
古
墳
を
は
じ
め
大
規
模
な
前
方
後
円
墳
が
周

辺
山
地
の
尾
根
上
に
築
造
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
更
埴
条
里
遺
跡
の
生
産
力
を
背
景
と

し
た

一
大
勢
力
が
こ
の
地
に
生
ま
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

屋
代
遺
跡
群
で
出
土
し
た
木
簡
を
伴
う
遺
構
の
時
期
は
、
主
に
七
世
紀
後
半
か
ら
八

世
紀
前
半
で
あ
る
。
そ
の
時
期
の
周
辺
遺
跡
を
示
し
た
の
が
図
１
で
あ
る
。
山
地
緩
斜

面
を
除
く
と
、
千
曲
川
両
岸
の
自
然
堤
防
上
に
集
落
が
展
開
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の

水
田
跡
に

つ
い
て
は
屋
代
遺
跡
群
⑥
区
な
ど

一
部

で
し
か
見

つ
か

っ
て
い
な
い
。
ま

た
、
千
曲
川
右
岸
が
埴
科
郡
、
左
岸
が
更
級
郡
に
比
定
さ
れ
て
い
る
。
現
段
階
で
は
、

九
世
紀
代
に
比
べ
遺
構
の
広
が
り
は
薄
く
、
屋
代
遺
跡
群
の
所
在
す
る
埴
科
郡
に
つ
い

て
は
官
衛
関
連
施
設
と
思
わ
れ
る
遺
構
は
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
。
た
だ
し
、
雨
宮
廃

寺
か
ら
出
土
し
て
い
た
瓦
の
年
代
を
、
八
世
紀
前
半
よ
り
以
前
に
さ
か
の
ぼ
ら
せ
る
可

能
性

（坂
井
　
一
九
九
八
）
が
示
唆
さ
れ
て
お
り
注
目
さ
れ
る
。

八
世
紀
末
か
ら
、
屋
代
遺
跡
群
で
は
広
範
囲
に
集
落
が
広
が
る
様
子
が
う
か
が
え
、

九
世
紀
後
半

に
は
条
里
区
画
が
完
成
す
る
。
八
六
六
年

（貞
観
八
年
）
に
定
額
寺

に

な

っ
た
屋
代
寺
の
遺
構
と
考
え
ら
れ
る
雨
宮
廃
寺
跡

（長
野
県
教
育
委
員
会
ほ
か
　
一
九

六
エハ
）
が
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
有
力
者
層
の
存
在
は
推
測
で
き
る
が
、

こ
の
時
期
に
つ

い
て
も
官
衛
関
連
施
設
は
不
明
確
で
あ
る
。

以
上
、
屋
代
遺
跡
群
周
辺
で
は
千
曲
川
の
流
れ
が
緩
や
か
に
な
り
、
水
田
可
耕
地
が

広
が
る
。
こ
う
し
た
条
件
を
利
用
し
て
弥
生
時
代
に
は
水
田
開
発
が
は
じ
ま
る
。
古
墳

時
代
前
期
に
は
有
力
豪
族
の
存
在
す
る
地
域
と
な
り
、
古
代
に
お
い
て
も
雨
宮
廃
寺
跡

や
条
里
水
田
の
存
在
か
ら
有
力
者
の
存
在
が
推
定
で
き
る
。
し
か
し
、
現
段
階
で
は
、

七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
に
比
定
で
き
る
遺
跡
の
調
査
が
少
な
く
、

「国
符
」

ｏ

「郡
符
」
木
簡
か
ら
推
定
さ
れ
る
官
衛
関
連
施
設
は
明
確
に
な

っ
て
い
な
い
。

新
　
屋

（
上
田
市
）昭

和
橋
上
流

（
坂
城
町
）

大
正
橋

（
戸
倉
町
）平

和
橋

（
更
埴
市
）

小
　
森

（
長
野
市
）
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第
二
節
　
調
査

・
整
理
の
概
要

一
　

調
査

の
経
過

屋
代
遺
跡
群
全
般
の
経
過
に
つ
い
て
は

『更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
　
総
論

編
』
に
ゆ
ず
り
、
こ
こ
で
は
木
簡
の
出
土
し
た
⑥
区
東
西
流
路

・
湧
水
溝
を
中
心
に
行

，つノ。
調
査
前
の
状
況
　
⑥
区
で
は
南
寄
り
に

一
屑
ほ
ど
の
崖
が
見
ら
れ
、
そ
の
北
側
は
微
凹

地
と
な

っ
て
い
る
。
調
査
前
ま
で
こ
の
微
凹
地
は
水
田
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
、
千

曲
川
の
旧
河
道
と
予
測
さ
れ
て
い
た
。
微
凹
地
の
調
査
で
は
更
埴
市
教
育
委
員
会
の
詳

細
分
布
調
査

（
一
九
八
八
）
で
、
地
表
下

一
屑
ほ
ど
で
水
田
跡
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
大

境
遺
跡
で
は
平
安
時
代
の
水
田
跡
が
見

つ
か

っ
て
い
た

（
一
九
八
八
）。
こ
れ
ら
の
状
況

か
ら
、
平
安
時
代
の
水
田
跡
と
河
川
跡
の
調
査
が
中
心
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。

縄
文
時
代
中
期
の
包
含
層
の
確
認
　

一
九
九
二
年
度
、
隣
接
す
る
⑤
区
の
調
査
に
お
い

て
、
地
表
下
四
～
六
屑
の
間
で
縄
文
時
代
の
集
落
跡
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
⑥

区
に
お
い
て
も
旧
河
川
に
削
ら
れ
ず
に
縄
文
時
代
の
包
含
層
が
残
存
し
て
い
る
可
能
性

が
一局
ま

っ
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

（図
３
）

一
九
九
三
年
九
月
二
十
九
日
、
河
川
堆
積
物
の
状
況
と

縄
文
時
代
の
包
含
層
が
河
川
に
よ

っ
て
削
平
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た
め
、

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。
⑥
区
中
央
付
近
で
は
、
地
表
下
七
屑
に
至

っ
て
も
縄

文
時
代
の
包
含
層
が
確
認
さ
れ
な
か

っ
た
た
め
調
査
を
終
了
し
た
。
全
て
河
川
堆
積
物

と
考
え
ら
れ
た
が
、
木
片
は
少
な
く
泥
炭
層
や
粘
土
質
層
が
見
ら
れ
な
か

っ
た
た
め
、

木
製
品
の
残
存
は
少
な
い
と
判
断
し
た
。

試
掘
ト
レ
ン
チ
調
査

　

一
九
九
二
年
十
二
月
二
十
日
、
旧
河
川
が
ど
の
範
囲
ま
で
縄
文

包
含
層
を
削

っ
て
い
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
南
北
方
向
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、
Ⅳ

ａ
層
に
対
応
す
る
層
の
傾
斜
を
確
認
し
た
。
出
水
の
た
め
下
層
の
確
認
は
断
念
し
た
。

た
だ
し
、
Ⅳ
ａ
層
中
か
ら
杭
列
が
検
出
さ
れ
、
平
安
時
代
の
水
田
よ
り
も
下
に
遺
構
の

存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
ま
た
、
縄
文
包
含
層
の
残
存
は
⑥
区
中
央
以
南

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

本
調
査
開
始

　
一
九
九
四
年
四
月
五
日
、
本
調
査
を
開
始
し
た
。
大
量
の
出
水
が
見
込

ま
れ
た
た
め
、
止
水
用
矢
板
の
打
設
の
ほ
か
、
水
抜
き
用
の
井
戸
を
四
ヶ
所
に
設
置
し

た

（図
４
）。
三
〇
〇
〇
平
方
屑
弱
の
調
査
区
で
あ

っ
た
が
、
残
件
や
土
運
搬
路
の
確

保
の
た
め
地
区
を
分
割
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。
そ
の
た
め
、
同

一
の
溝

・
流
路
に
複

数
の
番
号
が

つ
く
結
果
と
な

っ
た
。
五
月
十
六
日
に
は
平
安
水
田
面

（Ⅳ
ａ
層
上
面
）

の
下
層
か
ら
木
製
品
が
確
認
さ
れ
た
。

木
簡
の
出
土

　

一
九
九
四
年
六
月
八
日
、
九
世
紀
前
半
の
Ｓ
Ｄ
７
０
２
８
か
ら

「物

部
」
木
簡

（
一
一
九
口こ

が
出
土
。
十
七
日
に
は
、
下
層
の
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
か
ら
郡
符

木
簡

（
一
一
四
号
）
が
出
土
し
た
。
木
製
祭
祀
具
も
多
量
に
出
土
し
始
め
、
予
想
を
は

る
か
に
上
回
る
遺
物
の
内
容
か
ら
、
調
査
の
進
行
が
大
幅
に
遅
れ
始
め
た
。

縄
文
時
代
包
含
層
の
並
行
調
査

　

一
九
九
四
年
八
月
四
日
、
調
査
期
間
と
の
兼
ね
合
い

か
ら
、
木
製
品
の
多
量
に
出
土
す
る
古
代
の
溝
と
並
行
し
て
、
調
査
途
中
の
溝
を
切
り

崩
す
形
で
縄
文
時
代
の
包
含
層
の
調
査
を
開
始
し
た

（図
５
）。

図3 ボーリング調査 (⑥区中央付近)

図 4 排水用井戸の掘削
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図 5 並行 して行われる縄文面の調査

調
査
研
究
員
の
増
員
、
応
援

　

一
九
九
四
年
九
月
十
九
日
、
当
初
の
調
査
期
間
を
延
長

で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
調
査
研
究
員

・
作
業
員
の
増
員
で
調
査
を
進
め
る
こ
と
と
な

っ

た
。
長
野
調
査
事
務
所
内
か
ら
の
増
員
の
ほ
か
、
九
月
二
十
日
か
ら
は
文
化
課
、
十
二

月
六
日
か
ら
県
立
歴
史
館
の
応
援
を
受
け
た
。

調
査
終
了
　

一
九
九
四
年
十
二
月
二
十
八
日
、
安
全
確
保
の
面
か
ら
下
層
遺
構
の
調
査

を
断
念
し
、
調
査
を
終
了
し
た
。

一
一　

⑥

区

調

査

方

法

の
成

果

と
問
題

点

予
備
調
査
　
⑥
区
が
千
曲
川
の
河
道
跡
で
あ
ろ
う
と
の
予
想
は
井
関
弘
太
郎
の
研
究

（長
野
県
教
育
委
員
会
ほ
か
　
一
九
六
八
）
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
そ
の
埋

没
過
程
に
あ

っ
て
平
安
時
代
の
水
田
が
存
在
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
更
埴
市
教

育
委
員
会
の
調
査
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
な

っ
て
い
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
水
田
か
ら
下

層
は
千
曲
川
の
堆
積
物

（缶
〔遺
物
）
層
の
み
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
、
調
査
の
主
眼
は
旧

千
曲
川
に
削
ら
れ
ず
に
残

っ
た
縄
文
時
代
の
集
落
調
査
に
あ

っ
た
。

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
は
、
主
目
的
で
あ

っ
た
縄
文
時
代
の
包
含
層

笙
〔色
化
し
た
シ
ル

ト
層
）
と
河
川
堆
積
物
を
見
分
け
る
に
は
有
効
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
河
川
堆
積
物
中

の
木
製
遺
物
量
を
推
定
す
る
に
は
無
理
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
先
行
ト
レ
ン
チ
で
は

一
部

杭
列
ら
し
き
木
製
品
が
確
認
で
き
た
が
、
出
水
と
の
関
係
で
深
い
層
の
判
断
に
利
用
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
し
か
し
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
松
原
遺
跡
、
榎
田
遺
跡
な
ど

で
集
落
際
の
河
川
跡
の
調
査
を
行

っ
て
お
り
、
設
定
さ
れ
た
調
査
期
間
が
限
ら
れ
て
い

た
と
し
て
も
、
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
た
場
合
を
想
定
し
た
対
策
が
立
て
き
れ
な

か

っ
た
点
は
、
今
後
に
課
題
を
残
し
た
。

低
地
調
査

へ
の
準
備
　
止
水
用
の
矢
板
の
打
設
と
と
も
に
、
強
制
排
水
用
の
井
戸
を
掘

削
し
常
時
排
水
を
行

っ
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
遺
構
面
を
適
度
に
湿

っ
た
状
態
で
保

つ
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
調
査
の
進
行
を
助
け
る
こ
と
と
な

っ
た
。

本
調
査
　
調
査
法
は
当
セ
ン
タ
ー
の
方
針
と
手
順
に
則

っ
て
い
る

（図
６
）。

た
だ
し
、



第二節 調査・整理の概要

調
査
期
間
が
か
な
り
限
定
さ
れ
て
い
た
た
め
、
重
機
の
多
用
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
ま

た
、
写
真
の
た
め
の
精
査
時
間
を
削
ら
ざ
る
を
得
ず
、
そ
の
時
間
を
図
化
に
あ
て
た
。

図
化
に
あ
た

っ
て
は
、
航
空
測
量

・
ス
テ
レ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
図
化

（新
日
本
航
業
株

式
会
社
に
委
託
）
を
多
用
し
た
。

遺
構
の
判
断
に
か
け
る
時
間
も
少
な
か

っ
た
た
め
、
写
真
や
図
面
で
は
表
現
し
き
れ

な
い
調
査
過
程
や
重
要
な
線
引
き
に
あ
た

っ
て
は
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
を
常
備
し
、
そ
の

場
で
収
録
し
再
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
土
層
の
注
記
や
野
帳
に
記
載
す
べ
き
点

に
つ
い
て
も
、
８
ミ
リ
ビ
デ
オ
で
映
像
を
写
し
な
が
ら
口
頭
で
記
載
事
項
を
同
時
録
音

す
る
方
法
を
と

っ
た
。
こ
れ
は
、
時
間
の
節
約
と
な
る
と
同
時
に
、
実
際
に
は
調
査
が

進
ん
で
し
ま

っ
た
場
面
に
つ
い
て
も
室
内
で
反
復
し
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
調
査

方
針
の
見
直
し
な
ど
に
有
効
で
あ

っ
た
。

木
簡
の
出
土
す
る
流
路
や
湧
水
溝
の
調
査
に
あ
た

っ
て
は
、
極
力
細
別
層
位
を
お
さ

え
、
出
土
位
置
を
図
化
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
れ
は
、
奈
良
時
代
の
層
に
達
し
た
時
点

で
、
堆
積
物
の
観
察
か
ら
東
西
流
路
が
流
れ
の
遅
い
湿
地
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

っ
た

こ
と
に
よ
る
。
湿
地
で
あ

っ
た
た
め
に
、
木
製
祭
祀
具
が
ブ

ロ
ッ
ク
を
な
し
て
出
土
す

る
な
ど
、
遺
物
が
廃
棄
さ
れ
た
時
点
か
ら
あ
ま
り
流
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
明
し

た
。
さ
ら
に
、
こ
う
し
た
遺
物
包
含
層
を
洪
水
砂
が
幾
度
も
パ
ッ
ク
し
て
お
り
、
層
位

区
分
が
明
確
に
で
き
た
。
ま
た
、
自
然
堤
防
に
近
い
湧
水
溝
は
絶
え
ず
場
所
を
変
え
て

掘
り
直
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
場
所
を
掘
り
返
す
場
合
に
比
べ
遺
物
の
混
在
が
少
な
い
と

判
断
で
き
た
。
さ
ら
に
、
東
西
流
路
は
自
然
流
路
で
あ
り
、
溝
底
を
さ
ら

っ
て
清
掃
す

る
よ
う
な
形
跡
が
見
ら
れ
ず
、
撹
乱
が
少
な
い
と
判
断
し
た
。

通
常
、
流
路
の
層
位
は
遺
物
の
分
析
に
は
不
向
き
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
前
述
の
状

況
か
ら
細
別
層
位
と
出
土
位
置
を
お
さ
え
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
木
簡
や
木
製
祭
祀
具
の

廃
棄
パ
タ
ー
ン
や
遺
構
と
の
関
係
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

安
全
面
の
確
保
と
調
査
期
間
の
制
約
に
よ

っ
て
、
古
墳
時
代
の
河
床
の
確
認
、
縄
文

時
代
前
期
以
前
の
遺
構
面
を
調
査
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
こ
の
点
は
、
今
後
の

課
題
と
し
て
残

っ
た
。

一二

『
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
』
刊
行
ま

で
の
経
過

木
簡
の
整
理
　
一
九
九
四
年
六
月

「物
部
」
「郡
符
」
木
簡
の
出
土
以
降
、
多
量
の
文

字
資
料
の
発
見
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
県
立
歴
史
館
福
島
正
樹
氏
の
助
言
を
得
、
国
立

歴
史
民
俗
博
物
館
平
川
南
氏
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
、
傷
み
や

す
い
木
製
品
で
あ
る
上
に
、
文
字
が
消
滅
す
る
危
険
性
が
高
い
こ
と
を
考
慮
し
、
他
の

く

＝
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第一章 遺跡の概観

報
告
に
先
立

っ
て

『木
簡
編
』
を
刊
行
す
る
必
要
性
が
示
唆
さ
れ
た
。

一
九
九
五
年
度
か
ら
は
、
上
田
調
査
事
務
所
に
整
理
場
所
を
移
動
し
本
格
的
な
整
理

作
業
に
入

っ
た
。

既
出
の
木
簡
は
、

〇

・
三
プ
ト
の
ほ
う
酸
ほ
う
砂
溶
液
を
満
た
し
た

タ

ッ
パ
ー
に
入
れ
、
「木
簡
整
理
室
」
に
設
置
さ
れ
た
三
台
の
冷
蔵
庫
に
仮
収
納
し
た
。

そ
の

一
方
で
、
五
月
十
六
日
に
赤
外
線
装
置

一
式
を
導
入
し
、
担
当
調
査
研
究
員

（水

沢
）
が
板
状
木
製
品
の

一
つ
一
つ
に
赤
外
線
を
照
射
し
、
墨
痕
の
探
索
に
つ
と
め
た
。

そ
の
時
点
で

「墨
痕
あ
り
」
と
判
断
し
た
木
製
品
は
、
定
期
的
に
木
簡
検
討
委
員
会
で

検
討
し
て
い
た
だ
き
、
木
簡
を
確
定
し
て
い
っ
た
。

十
月
末
で
木
簡
抽
出
を

一
時
中
断
し
、
木
簡
の
接
合
、
報
告
書
作
成
の
た
め
の
属
性

抽
出
、
実
測
、
赤
外
線
写
真
撮
影
、
外
形
写
真
撮
影
、
樹
種
同
定
に
入

っ
た
。
こ
の
時

点
で
、
赤
外
線
照
射
を
終
了
し
た
板
状
木
製
品
は
全
体
の
約
八
割
に
あ
た
る
。

釈
文
の
検
討
　
（図
７
）

釈
文
の
検
討

・
確
定
は
、
木
簡
検
討
委
員
会
を
設
置

（例
言

参
昭
じ

し
て
行
な

っ
た
。　
一
九
九
四
年
十
月
二
十
五
日
。
十

一
月
二
十
四

・
二
十
五

日
。　
一
九
九
五
年
二
月
二
十
三
日
。
四
月
十
二
日
。
五
月
十
九
～
二
十
二
日
。
八
月
二

十
六

・
二
十
七
日
。
十
月
二
十
九
～
三
十

一
日
。　
一
九
九
六
年

一
月
二
十
～
二
十
二

日
。
二
月
六
日
。
計
九
回
、
延
べ
十
八
日
間
行

っ
た
。

―― 低地 (旧 河道 )

墓 1日

'可

達望C

● 7世紀後半
～ 8世紀前半
の遺跡

図7 赤外線による釈文の検討

図 8 木簡展示会

1.大宮遺跡 2。 雨宮廃寺跡 3。 大境遺跡 4.城 ノ内遺跡 5.松 ヶ崎遺跡 6・ 7.馬 口遺跡

図 9 屋代遺跡群の位置 (『更埴市条里遺構の研究』付図に加筆)
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第二節 ⑥区の地形と基本層序

報
告
書
の
作
成
　
闘
長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
が
、
刊
行
の
方
針

。
手
順

。
内
容

を
示
し
、
木
簡
検
討
委
員
会
を
中
心
に
検
討
を
行

っ
た
。
そ
の
中
で
、
木
簡
の
釈
文
の

掲
載
だ
け
で
な
く
、
出
土
状
況
を
重
視
す
る
こ
と
。
屋
代
遺
跡
群
の
全
整
理
期
間
を
考

慮
し
て

『概
報
』
と
い
う
形
を
取
ら
な
い
点
が
確
認
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
木
製
品
の
水

洗

。
選
別
が
続
い
て
い
る
段
階
で
あ
る
た
め
、
追
加

・
訂
正

ｏ
分
析
は

『更
埴
条
里
遺

跡

ｏ
屋
代
遺
跡
群
古
代
編
』
で
補
完
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。

公
　
開
　
調
査
期
間
中
の

一
九
九
四
年
六
月
二
十
九
日

「郡
符
」
木
簡
ほ
か
、
十
月
二

十
八
日

「国
符
」
木
簡
、　
一
九
九
五
年
四
月
十
七
日

「
乙
丑
年
」
木
簡
ほ
か
の
記
者
発

表
を
行

っ
た
。　
一
九
九
四
年
十
月
三
十
日
に
は
現
地
説
明
会
を
開
催
し
た
。
十

一
月
三

日
に
数
点
、　
一
九
九
五
年
四
月
三
十
日
に
は
、
二
五
点
の
公
開
を
長
野
県
立
歴
史
館
の

企
画
展
示
室
で
行

っ
た

（図
８
）。
ま
た
、　
一
九
九
五
年
六
月
四
日
、
長
野
県
考
古
学
会

総
会
で
調
査
概
要
を
発
表
し
、
十
二
月
三
日
に
は
、
木
簡
学
会
で
成
果
を
公
表
し
た
。

第
二
節
　
⑥
区
の
地
形
と
基
本
層
序

一
　

⑥
区
周
辺

の
微
地
形
と
遺
構

⑥
区
は
、
自
然
堤
防
か
ら
旧
河
川
へ
移
る
転
換
点
に
あ
た
っ
て
い
る
。
南
側
に
隣
接

す
る
④
区
北
半
部
か
ら
⑤
区
は
、
自
然
堤
防
の
う
ち
標
高
の
高
い
地
点
に
あ
た
っ
て
お

り
、
各
時
期
の
遺
構
が
密
集
す
る
地
区
で
あ
る
。
木
簡
の
時
期
に
比
定
さ
れ
る
七
世
紀

後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
竪
穴
住
居
跡
や
掘
立
柱
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
の
も
、

高
速
道
関
連
の
調
査
範
囲
で
は
こ
の
地
区
の
み
で
あ
る
。

⑥
区
以
北
は
、
千
曲
川
の
氾
濫
源
、
お
よ
び
新
た
な
自
然
堤
防
が
形
成
さ
れ
る
地
区

で
あ
る
。
現
在
、
航
空
写
真

（巻
頭
図
版
一こ

に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
流
路
の
う
ち
、

発
掘
調
査
に
よ
っ
て
確
か
め
ら
れ
た
流
路
が
Ａ

・
Ｂ

（図
９
）
で
あ
る
。
Ｂ
は
九
世
紀

後
半
の
洪
水
砂
を
切
り
込
ん
だ
河
道
で
あ
り
、
⑥
区
検
出
の
古
代
水
田
跡
の
北
側
地
区

を
す
べ
て
削

っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
代
の
⑥
区
水
田

以
北
の
土
地
利
用
法
を
確
認
不
能
に
し
て
い
る
。

Ａ
の
旧
河
道
は
木
簡
の
出
土
し
た
流
路
に
あ
た

っ
て
い
る
。
縄
文
時
代
晩
期
の
包
含

層
を
切
り
込
ん
で
お
り
、
そ
れ
以
降
の
流
路
と
考
え
ら
れ
る
。
古
墳
時
代
中
期
の
五
世

紀
代
に
は
、
河
道
の
南
側
崖
斜
面
に
湧
水
点
か
ら
導
水
す
る
施
設
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

少
な
く
と
も
、
こ
の
時
期
か
、
そ
れ
以
前
に
は
河
道
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

木
簡
の
廃
棄
が
は
じ
ま
る
七
世
紀
後
半
か
ら
九
世
紀
前
半
に
か
け
て
は
、
南
側
の
自

然
堤
防
上
に
集
落
が
展
開
し
、
北
側
の
低
地
に
水
田
が
広
が
る
景
観
と
な
る
。
集
落
と

水
田
の
境
に
は
四
屑
前
後
の
崖
が
存
在
し
、
崖
斜
面
に
は
湧
水
が
見
ら
れ
る
。
崖
下
に

は
千
曲
川
の
旧
河
道
の
名
残
り
で
あ
る
流
路
が
存
在
し
て
い
た
。

一
一　

⑥

区

基

本

層
序

（図
１０
～
１２
）

⑥
区
は
、
自
然
堤
防
側
と
旧
河
道
内
で
層
序
が
ま

っ
た
く
異
な

っ
て
く
る
。
自
然
堤

防
側
の
層
位
に
つ
い
て
は
、
更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
共
通
の
区
分
で
あ
る
。
こ

こ
で
は
、
直
接
関
連
を
持
た
な
い
た
め

『更
埴
条
里
遺
跡

・
屋
代
遺
跡
群
　
総
論
編
』

を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑥
区
の
千
曲
川
旧
河
道
部
分
の
層
位
は
、
大
き
く
四
区
分
が
可
能
で
あ
る
。

〈
一
〉
Ｉ

・
Ⅱ
層
は
中
世
か
ら
現
代
ま
で
の
洪
水
堆
積
層
と
水
田
層
の
互
層
で
あ
る
。

〈
二
〉

Ⅲ
層
は
九
世
紀
後
半
の
大
洪
水
に
由
来
す
る
砂
層
で
、　
Ⅲ

ａ
層
は
平
安
時
代
後

期
か
ら
中
世
前
半
期
に
黒
色
化
し
た
層
で
あ
る
。

〈三
〉

Ⅳ
層
か
ら
下
層
に
つ
い
て
は
、

水
田

ｏ
東
西
流
路

ｏ
湧
水
溝
の
す
べ
て
を
覆
う

洪
水
砂
を
基
準
と
し
、
便
宜
的
に
水
田
の
名
称
で
大
区
分
を
し
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
第

一
水
田
対
応
層
、
第
二
水
田
対
応
層
、
第
二
水
田
対
応
層
、
第
四
水

田
対
応
層
、
第
五
水
田
対
応
層
で
あ
る
。

〈
四
〉
水
田
造
成
以
前
に
つ
い
て
は
、
千
曲
川
の
河
川
堆
積
物
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
各
水
田
に
対
応
す
る
流
路
内
の
層
序
は
、
各
々
に
溝
番
号
を

つ
け
て
お
り
、

そ
の
細
別
層
位
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
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第
二
章
　
木
簡
出
土
の
遺
構
と
伴
出
遺
物

第

一
節
　
木
簡
出
土
の
遺
構
と
伴
出
遺
物
の
概
略

⑥
区
で
検
出
さ
れ
た
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
の
遺
構
は
、
北
か
ら

〈
一
〉
水

田
。
全
》

東
か
ら
西

へ
流
れ
る
流
路
。
舎
》

流
路

へ
落
ち
込
む
崖
に
掘
削
さ
れ
た
湧

水
溝
と
関
連
施
設
。

〈
四
〉
自
然
堤
防
上
の
集
落
。

に
大
き
く
区
分
で
き
る
。
九
世
紀

中
頃
に
は
湧
水
溝
の
掘
削
が
な
く
な
る
も
の
の
、
他
の
配
置
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

こ
れ
ら
の
遺
構
は
、
基
本
土
層
の
中
で
述
べ
た
よ
う
に
、
洪
水
砂
に
よ

っ
て
五
時
期
に

大
別
で
き
、
各
々
の
層
で
検
出
さ
れ
て
い
る
水
田
に
よ

っ
て
便
宜
的
に

「第

一
水
田
対

応
層
」
と
言

っ
た
名
称
を
与
え
て
い
る
。
各
々
の
水
田
対
応
層
の
遺
構
配
置
に
つ
い
て

は
、
第
三
節
以
下
に
記
載
し
て
あ
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
層
は
、

大
別
層
位
の
う
ち
、

第
二
水
田
、

第
三
水
田
、

第
四
水

田
、
第
五
水
田
に
対
応
し
た
層
位
に
限
ら
れ
る
。
ま
た
、
出
土
位
置
は
、
崖
付
近
に
掘

削
さ
れ
た
湧
水
溝
と
調
査
区
中
央
の
東
西
流
路
で
あ
る
。
木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
の
前

後
関
係

ｏ
層
位
関
係
を
示
し
た
の
が
図
３８
で
あ
る
。
木
簡
出
土
の
グ
ル
ー
プ
分
け
は
、

同

一
遺
構
の
同

一
層
位
か
ら
出
土
し
た
も
の
を

一
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
、
出
土
層
位
不

明
の
例
は
、
遺
構
毎
に
別
グ
ル
ー
プ
を
作

っ
て
い
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
第
三
節
以

下
に
記
し
て
い
る
。

木
簡
の
出
土
し
た
遺
構
か
ら
は
、
木
製
品
が
多
量
に
出
土
し
、
特
に
祭
祀
具
が
卓
越

す
る
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
木
簡
の
出
土
地
点
は
、
祭
祀
具
の
そ
れ
と
は
微

妙
に
異

っ
て
い
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
こ
の
他
、
獣
骨

ｏ
モ
ミ
ガ
ラ
？

・
加
工

材
の
木
屑
な
ど
が
目
立

っ
て
い
る
。

第
二
節
　
各
水
田
対
応
層
出
土
土
器

各
水
田
対
応
層
の
相
対
的
な
年
代
を
確
認
す
る
た
め
、
こ
こ
で
は
、
ま
ず
各
水
田
対

応
層
出
土
の
土
器
様
相
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。

一
　

第

五
水

田
対

応

層

出

土

土

器

（図
１３

ｏ
‐４
）

古
、
新
の
二
段
階
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
段
階
と
し
て
、
Ｓ
Ｄ
７
０
６
５
、

Ｓ
Ｄ
７
０
６
７
を
図
示
し
た
。
須
恵
器
の
食
器
類
で
は
、
杯
Ｈ

（１
）
は
法
量
を
小
さ

く
し
な
が
ら
も
ま
だ
残
る
。
杯
Ｇ

（２
）
が
主
体

で
あ
る
。
全
体
的
に
小
振
り
で
あ

る
。
杯
Ａ

（４
）
は
あ
る
が
主
流
に
は
成
ら
な
い
。
杯
Ｂ
も
ほ
と
ん
ど
目
に
付
か
な

い
。
杯
類
は
、
立
ち
上
が
り
が
直
線
的
な
も
の
が
主
流
で
あ
る
。
蓋
の
主
流
は
杯
蓋
Ａ

（‐２
）
で
あ
る
。
土
師
器
の
食
器
類
も

一
定
量
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
片
で
あ
る
が
口

縁
部
内
面
に
二
段
の
斜
放
射
文
と
そ
れ
に
重
複
す
る
ら
せ
ん
文
を
持

つ
畿
内
系
暗
文
土

師
器
が
見
ら
れ
る
。

新
段
階
と
し
て
は
、
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
と
Ｓ
Ｄ
７
０
４
６
を
セ
ッ
ト
関
係
が
わ
か
る
よ
う
に

一凶
不
し
た
。
他
に
九
遺
唐
の̈
出
土
遺
物
を
須
苗
箕
籍
籍
督
τ
中
心
に
図
一不
し
た
。　
こ
の
時
期
一の
遺

物
は
県
内
で
も
出
土
例
が
少
な
い
。
須
恵
器
食
器
類
で
は
、
杯
Ｈ
は
ご
く
わ
ず
か
残
る
可
能
性

が
あ
る
。
杯
Ｇ
も

一
定
量
見
ら
れ
る
。
古
段
階
よ
り
や
や
大
き
め
で
あ
る
。
杯
Ａ
は
量
が
増
加

し
、
器
形
も
多
様
に
な
る
。
底
部
切
資
離
し
は
す
べ
て
ヘ
ラ
キ
リ
で
あ
る
。
立
ち
上
が
り
が
や

や
外
湾
す
る
も
の
も
み
ら
れ
る
が
主
流
は
直
線
的
で
あ
る
。
底
部
の
形
状
は
突
起
状
に
と
び
出

す
、
雑
、
丁
寧
に
削
り
込
む
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
口
径
は

一
四
ル
ーン
年
杏
満
が
ほ
と
ん
ど
で

厚
手
の
例
も
見
ら
れ
る
。
椀
型
の
も
の
は
、
口
径
に
比
べ
て
内
面
の
底
径
が
広
め
で
腰
の
丸
み

が
大
き
く
立
ち
上
が
り
が
急
で
あ
る
。
杯
Ｂ

（１６
）
も
目
立
ち
始
め
る
。
出
現
期
の
た
め
か
さ

ま
ざ
ま
な
器
形
が
見
ら
れ
る
。
体
部
の
立
ち
上
が
り
が
急
な
も
の
、
腰
に
丸
み
を
持

つ
も
の
（
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黒
色
塗
彩
し
て
金
属
器
を
模
倣
し
た
例
も
見
ら
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
が
直
線
的
に
立
ち
上
が
る
タ

イ
プ
で
あ
る
。
古只
回
の
形
も
多
様
で
あ
る
。
蓋
は
杯
蓋
Ｂ

（１４
）
が
主
体
に
な
る
。
口
縁
部
は

外
傾
、
内
傾
、
垂
直
の
二
者
が
似
た
よ
う
な
比
率
で
見
ら
れ
る
。
口
縁
端
部
は
丸
み
を
持
た
ず

断
面
三
角
形
に
折
り
返
す
例
、
先
端
が
と
が
る
例
、
昼
山
折
り
返
し
部
を
強
め
に
調
整
し
な
い

も
の
な
ど
が
目
に
つ
く
。
杯
蓋
Ａ
、
土
師
器
食
器
類
も

一
定
量
見
ら
れ
る
。

一
一　

第

四
水

田
対

応

層

出

土

土

器

（図
１５
）

食
器
類
に
お
け
る
土
師
器
の
量
が
少
な
く
な
る
。
須
恵
器
で
は
、
杯
蓋
Ａ
が
消
滅
し

杯
蓋
Ｂ
の
み
と
な
る
。
口
縁
部
が
外
傾
す
る
例
が
多
く
、
内
傾
す
る
も
の
は
少
な
い
。

外
傾
す
る
例
の
中
に
や
や
長
め
に
端
部
を
の
ば
す
も
の
が
見
ら
れ
る
。
口
縁
部
を
調
整

す
る
た
め
外
面
折
り
返
し
部
に
明
瞭
な
稜
が
入
る
よ
う
に
な
る
。
口
縁
端
部
は
丸
み
を

お
び
た
断
面
三
角
形
が
多
い
。
杯
Ｈ
は
消
滅
す
る
。
杯
Ｇ
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
杯
Ａ
は

立
ち
上
が
り
が
外
湾
す
る
タ
イ
プ
が
増
え
る
。
口
径
は

一
四
彙
―ン
房
以
上
の
大
き
な
も
の

が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
器
壁
が
厚
い
と
い
う
印
象
を
受
け
る
も
の
も
見
ら
れ
る
。

底
部
切
り
離
し
は
す
べ
て
ヘ
ラ
キ
リ
で
あ
る
が
、
底
部
調
整
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
杯

Ｂ
は
外
湾
す
る
例
が
見
ら
れ
始
め
る
。
前
段
階
の
よ
う
な
急
な
立
ち
上
が
り
の
も
の
は

ほ
と
ん
ど
な
く
な
る
。
極
端
に
緩
い
立
ち
上
が
り
の
例
も
わ
ず
か
見
ら
れ
る
。
両
面
黒

色
塗
彩
し
金
属
器
の
光
沢
感
を
出
そ
う
と
し
た
も
の
も
引
き
続
き
わ
ず
か
に
見
ら
れ

る
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
で
は
法
量
分
化
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。

〓
一　

第

二
水

田
対

応

層

出

土

土

器

（図
１６
ヽ

‐７
）

基
本
的
に
は
第
四
水
田
対
応
層
と
似
た
様
相
を
呈
す
る
。
食
器
類
に
お
け
る
土
師
器

の
量
は
少
な
い
。
須
恵
器
で
は
、
蓋
は
杯
蓋
Ｂ
の
み
で
あ
る
。
口
縁
部
が
外
傾
す
る
も

の
も
多
い
が
、
垂
直
に
下
が
る
例
も
多
い
。
内
傾
す
る
も
の
は
少
な
い
。
口
縁
部
の
外

傾
の
仕
方
は
、
前
段
階
の
も
の
よ
り
小
さ
め
な
例
が
目
に
つ
く
。
口
縁
部
の
外
面
折
り

返
し
部
に
明
瞭
な
稜
が
見
ら
れ
る
も
の
、
内
面
折
り
返
し
部
の
調
整
が
非
常
に
き

つ
い

も
の
、
口
縁
部
の
折
り
返
し
が
長
い
も
の
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
天
丼
部
の
調
整

が
悪
い
例
が
散
見
さ
れ
る
。
杯
Ａ
で
は
、
立
ち
上
が
り
が
外
湾
、
ま

っ
す
ぐ
の
両
者
が

見
ら
れ
る
。
底
部
に
比
べ
て
薄
め
に
口
縁
が
引
き
出
さ
れ
る
例
が
多
い
。
回
径

一
四

ル
‐ン
”
以
上
の
大
き
め
の
法
量
の
も
の
も
確
実
に
増
え
る
。
底
部
切
り
離
し
は
す
べ
て
ヘ

ラ
キ
リ
で
あ
る
。
底
部
調
整
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
前
段
階
か
ら
見
ら
れ
始
め
た
底

部
と
体
部
の
境
目
に
わ
ず
か
な
く
ば
み
を
持

つ
例
が
目
に
つ
く
。
椀
型
の
も
の
は
口
径

に
比
べ
て
内
面
の
底
径
が
小
さ
め
で
、
第
五
水
田
新
段
階
の
も
の
に
比
べ
る
と
丸
み
が

目
立
た
ず
ス
ッ
と
外
に
の
び
る
。
杯
Ｂ
は
、
立
ち
上
が
り
が
外
湾
す
る
例
が
多
く
見
ら

れ
る
。

体
部
の
立
ち
上
が
り
の
角
度

（外
傾
角
）
は
前
段
階
よ
り
や
や
低
く
な
る
傾
向

が
あ
る
。
高
台
の
形
は
巾
広
の
断
面
四
角
形
が
多
め
に
見
ら
れ
、
接
地
面
を
や
や
く
ば

ま
せ
る
も
の
も
目
に
つ
く
。
前
段
階
に
引
き
続
き
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
で
も
法
量
分
化
が
顕

著
に
見
ら
れ
る
。

四
　
第

二
水

田
対
応
層
出
土
土
器

（図
１７
）

Ｓ
Ｄ
７
０
２
５
の
出
土
資
料
に
つ
い
て
図
示
し
た
。
杯
類
、
皿
類
の
み
の
出
土
で
あ

る
。
須
恵
器
と
黒
色
土
器
Ａ

（７
）
で
構
成
さ
れ
、
比
率
は
半
々
で
あ
る
。
（４
）
は
軟

質
須
恵
器
で
あ
る
。
須
恵
器
杯
Ａ
に
は
底
径
の
非
常
に
小
さ
い
も
の
も
見
ら
れ
る
。
須

恵
器
類
の
底
部
切
り
離
し
は
す
べ
て
回
転
糸
切
り
未
調
整
で
あ
る
。
黒
色
土
器
Ａ
の
四

点
に
墨
書
が
見
ら
れ
る
。

五
　
年
代
比
定

に

つ
い
て

現
在
整
理
作
業
中
で
あ
り
出
土
資
料
の
す
べ
て
に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
で
き
き
れ

て
い
な
い
が
、
現
段
階
で
は
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
指
標
と
し
た
の
は
須
恵
器

の
食
膳
具
の
あ
り
方
で
あ
る
。

第
五
水
田
古
段
階
は
、
杯
蓋
Ａ
が
主
体
で
、
杯
Ｇ
が
見
ら
れ
、
法
量
の
小
さ
く
な
っ

た
杯
Ｈ
が
ま
だ

一
定
量
残
る
。
ま
た
、
杯
Ｂ
や
杯
蓋
Ｂ
が
ま
だ
主
体
に
な
ら
な
い
こ
と
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か
ら
ヽ
猿
投
窯
の
岩
崎

一
七
号
窯
期
に
並
行
す
る
と
考
え
た
い
。

第
五
水
田
新
段
階
は
、
杯
蓋
Ｂ
が
主
体
に
な
り
杯
蓋
Ａ
の
比
率
を
上
回
る
。
杯
Ａ
、

杯
Ｂ
が
急
増
す
る
。
杯
Ｇ
は
法
量
が
や
や
大
き
く
成
り

つ
つ
も
ま
だ

一
定
量
残
る
こ
と

か
ら
、
猿
投
窯
の
岩
崎
四

一
号
窯
期
に
並
行
す
る
と
考
え
た
い
。

第
四
水
田
、
第
三
水
田
は
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
同
じ
型
式
内
に
入
る
と
思
わ
れ

る
。
杯
蓋
Ａ
が
消
滅
し
、
杯
蓋
Ｂ
の
み
に
な
る
。
杯
Ａ
に
大
型
の
も
の
が
出
現
し
、
底

部
切
り
離
し
は
ヘ
ラ
キ
リ
の
み
で
あ
り
、
体
部
が
や
や
外
湾
す
る
例
が
見
ら
れ
る
こ
と

か
ら
、
美
濃
須
衛
窯
Ⅳ
期
第

一
小
期
に
並
行
す
る
と
考
え
た
い
。
ま
た
、
第
四
水
田

は
、
第
三
水
田
に
比
べ
て
器
肉
が
厚
い
も
の
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
特
に
蓋
の
回
縁
部

の
調
整
に
顕
著
で
あ
る
が
、
第
四
水
田
の
調
整
は
丁
寧
な
が
ら
も
鋭
さ
は
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
第
二
水
田
か
ら
鋭
い
調
整
が
見
ら
れ
始
め
る
こ
と
か
ら
、
第
四
水
田

は
美
濃
須
衛
窯
Ⅳ
期
第

一
小
期
で
も
そ
の
前
半
に
位
置
付
き
、
第
三
水
田
は
そ
の
後
半

に
お
お
む
ね
位
置
付
く
と
考
え
た
い
。

さ
て
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
実
年
代
で
あ
る
が
、
今
回
の
発
掘
で
紀
年
銘
の
あ
る
木

簡
や
実
年
代
を
推
定
し
得
る
木
簡
が
層
位
的
に
出
土
し
た
。
第
四
水
田
対
応
溝
か
ら

は
、
「戊
成
年
」

全
ハ
九
八
年
）
木
簡
と
里
制
下

（七
〇

一
～
七

一
五
年
）
の
木
簡
が
見
ら

れ
る
。
第
三
水
田
対
応
溝
か
ら
は
、
「養
老
七
年
」
（七
壬

二
年
）
が
二
本
と

「神
亀

Ｔ
一）
年
」

（七
一
一六
年
）
が

一
本
出
土
し
、
郷
里
制
下

（七

一
五
～
七
四
〇
年
）
の
木
簡

が
多
い
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
年
代
決
定
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
考
え
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
土
器
型
式
を
並
行
さ
せ
て
考
え
て
き
た
猿
投
窯
や
美
濃
須
衛
窯
の
年
代
観
や
県

内
で
こ
れ
ま
で
考
え
ら
れ
て
き
た
年
代
観
と
微
妙
に
ず
れ
る
部
分
が
生
じ
る
。
ま
だ
整

理
途
中
で
あ
り
、
十
分
に
検
討
し
切
れ
て
い
な
い
部
分
も
あ
る
こ
と
を
考
え
て
、
現
段

階
で
は
と
り
あ
え
ず
以
下
の
よ
う
に
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
今
後
の
検
討
に
よ

っ

て
本
報
告
で
修
正
す
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

第
五
水
田
古
段
階
…
…
七
世
紀
第
３
四
半
期
か
ら
第
４
四
半
期
に
わ
ず
か
に
入
る
時
期

第
五
水
田
新
段
階
…
…
七
世
紀
第
４
四
半
期
か
ら
八
世
紀
初
頭
に
わ
ず
か
に
入
る
時
期

第
四
水
田
…
…
八
世
紀
初
頭
前
後
　
　
　
第
三
水
田
…
…
八
世
紀
前
半

第
二
水
田
…
…
九
世
紀
中
頃

第
二
節
　
第
五
水
田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

一
　

第

五
水

田
対

応

層

検

出

遺

構

（図
１０
、

１８
）

六
世
紀
か
ら
七
世
紀
前
半
に
か
け
て
千
曲
川
の
河
道
が
北
に
移
動
し
、
⑥
区
に
と
り

残
さ
れ
た
流
路
は
こ
の
間
に
急
速
に
埋
没
し
て
い
く
。
今
回
の
調
査
で
は
五
世
紀
代
の

河
床
を
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
掘
り
下
げ
可
能
で
あ

っ
た
層
位
か
ら
、
七
世
紀
後
半

の
第
五
水
田
面
ま
で
の
堆
積
土
は
三
屑
以
上
に
達
し
て
お
り
、
約
二
百
年
間
の
堆
積
の

速
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。

七
世
紀
後
半
に
は
埋
没
が

一
段
落
す
る
。
⑥
区
北
半
部
に
は
離
水
し
た
低
地
が
広
が

り
、
そ
れ
を
利
用
し
た
水
田
開
発
が
は
じ
ま
る
。
砂
層
と
水
田
耕
土
の
間
に
は
、
広
範

囲
に
わ
た

っ
て
客
土
と
思
わ
れ
る
シ
ル
ト
ブ

ロ
ッ
ク
を
含
む
層

（図
１０
）
が
見
ら
れ

る
。
ま
た
、
中
央
に
水
路
を
持

つ
幅
三
屑
以
上
の
南
北
大
畦
畔
が
存
在
す
る
こ
と
な
ど

か
ら
、
大
規
模
な
水
田
開
発
が
計
画
的
に
行
な
わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
⑥

区
以
北

（窪
河
原
遺
跡
）
は
平
安
時
代
の
千
曲
川
の
河
道
変
更
に
よ
り
削
ら
れ
て
し
ま

い
、
開
発
の
範
囲
な
ど
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

⑥
区
中
央
に
は
、
千
曲
川
の
名
残
り
で
あ
る
流
路
が
検
出
さ
れ
た
。
第
五
水
田
に
対

応
す
る
最
も
古
い
流
路
は
、　
Ｓ
Ｄ
８
０
４
１
と
考
え
ら
れ
る
。　
こ
の
流
路
の
堆
積
土
に

は
砂
が
多
く
、
依
然
と
し
て
流
れ
が
速
か

っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
間
層
と
し
て
、

や
や
黒
み
を
帯
び
た
木
片
な
ど
を
含
む
層
は
見
ら
れ
る
が
、
遺
物
は
わ
ず
か
で
あ
る
。

Ｓ
Ｄ
８
０
４
１
の
堆
積
土
を
削

っ
て
、
Ｓ
Ｄ
７
０
６
７
、
Ｓ
Ｄ
８
０
４
９
が
存
在
す

る
。
図
１８
は
こ
の
段
階
の
平
面
図
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
流
路
中
央
に
中
州
が
現
れ

る
。
中
州
北
側
の
流
路
を
主
流
と
す
る
と
、
南
側
の
流
路
は
崖
際
の
湧
水
を
集
め
た
分
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図 13 第五水田対応層出土土器 (1)
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図 14 第五水田対応層出土土器 (2)
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図 16 第二水田対応層出土土器
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x多 60:つ
Q

:軸
=流

路・湧水溝

|:流路・湧水溝(離水域 )

● 木簡出土位置

― 流路方向

流
と
言
え
る
。

こ
う
し
た
①
主
流
十
②
湧
水
を
集
め
た
分
流
の
関
係

は
、
八
世
紀
前
半
の
第
三
水
田
対
応
層
ま
で
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
段
階
か
ら
流
速
が
弱
ま
り
木
製
品
や
土
器
な
ど
の
遺
物
の
集
中

す
る
層
と
洪
水
性
の
砂
層
が
互
層
と
な

っ
て
現
れ
る
。

⑥
区
南
側
の
崖
際
で
は
、
五
世
紀
代
以
降
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な

か

っ
た
湧
水
関
連
の
施
設
が
再
び
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

こ
の
時

期
の
遺
構
は
、
湧
水
点
と
東
西
流
路
を
結
ぶ
溝
を
掘
削
し
、
さ
ら
に

湧
水
点
そ
の
も
の
を
掘
削
す
る
形
を
と
る
。
湧
水
坑
の
認
定
は
①
崖

斜
面
に
掘
ら
れ
た
溝
底
に
存
在
す
る
こ
と
。
②
坑
内
の
堆
積
が
他
に

比
べ
粗
い
砂
で
構
成
さ
れ
、
数
最
―ン
房
以
上
の
孔
隙
が
多
く
見
ら
れ
る

こ
と
。
③
坑
壁
面
に
酸
化
鉄
が
強
く
付
着
し
て
い
る
こ
と
。
④
坑
内

で
出
土
し
た
土
器
片
に
も
酸
化
鉄
が
付
着
し
、
原
形
を
と
ど
め
な
い

ほ
ど
磨
耗
し
て
い
る
こ
と

（図
１９
）ヽ

を
基
準
と
し
た
。

こ
の
よ
う
な
湧
水
坑
は
場
所
を
変
え
数
多
く
掘
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
ら
を
伴

っ
た
溝
は
第
五
水
田
対
応
の
期
間
に
限

っ
て
も
、
西
か
ら

Ｓ
Ｄ
７
０
６
２
、
Ｓ
Ｄ
７
０
５
５
、
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、
湧
水
坑
や
そ
の
周
辺
に
は
様
々
な
施
設
が
作
ら
れ
短
期

間
の
内
に
変
化
を
遂
げ
て
い
る
。
例
え
ば
Ｓ
Ｄ
７
０
６
２
は

〈
一
〉

素
掘
り
の
井
戸
状
の
土
坑
を
伴
う
段
階
か
ら
、
全
》

礫
を
敷
い
た

段
階

へ
と
変
遷
し
、
さ
ら
に

〈
三
〉
木
樋
が
設
置
さ
れ
る
段
階
に
至

る
。
Ｓ
Ｄ
７
０
５
５
は
湧
水
坑
下
流
に
水
門
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
が
埋
め
ら
れ
た
後
に
礫
が
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
８
０

３
２

（＝
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
）
は
最
も
北
よ
り
の
湧
水
坑
に
礫
が
敷
か

れ
、
そ
の
口
元
に
大
き
な
石
が
置
か
れ
て
い
る

（図
２０
）
。
各
々
の

溝
に
伴
う
湧
水
坑
直
上
層
に
は
、
い
ず
れ
も
ブ

ロ
ッ
ク
状
の
シ
ル
ト

を
中
心
と
し
た
埋
め
戻
し
土
が
認
め
ら
れ
、
磨
耗
痕
の
な
い
土
器
細

く
いい
ヽ
（
‐
鋤
＝
∞ち

く

‐‐―
懺
鋤
「
∞
∞
ο

獅
x16θ・

S D 7062

‘

ゝ

゛
キ
ο

輌
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図 18 第五水田対応層木簡分布図



片
が
多
量
に
混
入
し
て
い
る
場
合
も
認
め
ら
れ
る
。

以
上
、

２

）
各
溝
で
検
出
さ
れ
た
湧
水
坑
の
数
が
多
く
、

舎
０

そ
れ
に
伴
う
施
設

の
変
遷
が
あ
る
こ
と
、　
Ｔ
し

埋
め
戻
し
が
行
わ
れ
、　
別
な
場
所
に
溝
が
掘
削
さ
れ
て

い
る
こ
と
、

（四
）
こ
れ
ら
が
、
第
五
水
田
対
応
の
時
期

（七
世
紀
後
半
）
の
中
で
行
わ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
短
期
間
の
内
に
遺
構
が
変
遷
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
こ
の
状
況
は
他
の
水
田
対
応
層
で
も
見
ら
れ
、
木
簡
出
土
層
位
の
細
別
を
可
能

に
し
て
い
る
。

⑥
区
南
側
の
自
然
堤
防
上

（④

ｏ
⑤
区
）

で
は
、　
こ
の
時
期
に
比
定
さ
れ
る
竪
穴
住

居
跡
な
ど
が
見

つ
か

っ
て
い
る
。

一
一　

第

五
水

田
対

応

層

出

土

遺

物

溝
や
流
路
か
ら
出
土
し
た
遺
物
で
は
、

ま
ず
玉
類
を
中
心
と
し
た

石
製
品
が
あ
げ
ら
れ
る
。
石
製
模
造
品
や
紡
錘
車
を
含
め
、
⑥
区
に

お
い
て
は

一
七
〇
点
を
越
え
る
が
、
そ
の
内
の
八
〇
ダ
ロ
以
上
が
こ

の
第
五
水
田
対
応
層
で
出
土
し
て
い
る
。

出
土
場
所
は
湧
水
坑
中
が

圧
倒
的

で
あ
る
。
ま
た
、
東
西
流
路
中
か
ら
の
出
土
は
Ｈ
ｌ５
ヽ
‐

Ｈ

・
‐２

ｏ
‐６

・
‐７
区

（図
６
）

に
限
ら
れ
る
。　
こ
う
し
た
点
か
ら
、

第
五
水
田
期
に
お
い
て
は
玉
類
が
湧
水
に
関
わ
る
祭
祀
に
お
い
て
重

要
な
役
割
を
も

っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

木
製
品
に
は
曲
物
槽
な
ど

の
容
器
類
や
糸
巻
き
、
下
駄
な
ど
が
み
ら
れ
る
が
、
多
く
を
占
め
る

の
は
斎
串
を
中
心
と
す
る
祭
祀
具
で
あ
る
。

人
形
や
馬
形
な
ど
の
形

代
も
存
在
し
て
い
る
が
こ
の
時
期
は
ま
だ
数
が
少
な
く
、

流
路
中
で

ほ
ぼ
単
体
で
出
土
す
る
場
合
が
多
い
。

斎
串
は
他
の
時
期
と
比
べ
る

と
五
〇
減
―ン
房
を
越
え
る
大
型
の
も
の
が
目
立
ち
、
溝

の
傾
斜
部
や

川
辺
に

一
括
廃
棄
さ
れ
て
い
る
状
況
も
認
め
ら
れ
る
。　
こ
れ
ら
の
祭

祀
具
は
湧
水
坑
内
に
出
土
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
埋
め
戻
さ

れ
た
後
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
湧
水
を
対
象
と
す
る
古
墳
時
代
的
な
祭

祀
と
は
異
な
る
新
た
な
祭
祀
が
、
第
五
水
田
期
に
屋
代
遺
跡
群
周
辺
の
地
域
に
出
現
し

た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
木
製
祭
祀
具
は
そ
の
原
材
や
製
作
技

法
で
木
簡
と
共
通
す
る
点
が
認
め
ら
れ
、
双
方
が
出
現
期
を
ほ
ぼ
同

一
に
し
て
い
る
点

が
興
味
深
い
。

そ
の
他
、
卜
骨
や
湧
水
坑
内
に
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
獣
骨
な
ど
も
あ
り
、
祭
祀

行
為
に
関
す
る
重
要
な
資
料
と
な
ろ
う
。

〓
一　
第
五
水

田
対
応
層

に
お
け
る
木
簡
出
土
状
況

こ
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
九
点
で
あ
る
。

①
Ｓ
Ｄ
８
０
４
１
出
土
木
簡

（１
グ
ル
ー
プ
）

一
、
一
一号

第二節 第五水田対応層検出遺構と出土遺物

図 19 湧水坑内出土土器の磨耗状況

図 20 S D 7045=S D 8032内 湧水坑出土状況



第二章 木簡出土の遺構と伴出遺物

３
層
か
ら
二
点
出
土
し
て
お
り
、
出
土
位
置
も
ほ
ぼ
同
じ
地
点
で
あ
る
。

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
中
で
は
最
古
の
出
土
層
位
で
あ
る
。
３
層
段
階
で
は
、
Ｓ

Ｄ
８
０
４
９
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
遺
物
の
集
中
は
見
ら
れ
ず
単

体
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

②
Ｓ
Ｄ
了
０
４
５
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ａ

（２
グ
ル
ー
プ
）
三
号

本
溝
出
土
の
木
簡

（２
～
４
グ
ル
ー
プ
）
は
平
面
的
に
は
近
接
場
所
か
ら
出
土
し
て

い
る
が
、
層
位
、
出
土
状
況
が
大
き
く
異
な

っ
て
い
る
。

２
グ
ル
ー
プ
の
三
号
は
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
の
湧
水
坑
が
埋
め
戻
さ
れ
後
の
凹
地
に
廃
棄

さ
れ
て
い
る
。
木
簡
出
土
層
は
湧
水
坑
の
埋
め
戻
し
土
と
は
異
な
り
、
植
物
片
な
ど
の

混
入
す
る
シ
ル
ト
を
中
心
と
し
た
自
然
堆
積
層
と
考
え
ら
れ
る
。
遺
物
の
集
中
は
認
め

ら
れ
ず
、
単
体
で
こ
の
溝
覆
土
中
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
Ｓ
Ｄ
了
０
４
５
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ｂ

（３
グ
ル
ー
プ
）
四
、
五
号

２
グ
ル
ー
プ
出
土
層
の
上
層
か
ら
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
に
は
木
屑
を
多
く
含
む
廃
棄
物
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
層
が
存
在
す

る
が
、
３
グ
ル
ー
プ
の
木
簡
は
そ
れ
以
前
の
自
然
堆
積
層
中
で
出
土
し
て
い
る
。
特
に

注
目
さ
れ
る
の
は
四
号

「竃
神
」
と
書
か
れ
た
木
簡
で
あ
る
。
他
の
木
簡
と
比
べ
る
と

粗
製
の
材

で
、
ほ
と
ん
ど
調
整
さ
れ
て
い
な
い
面
に

「竃
神
」
と
の
み
書
か
れ
て
い

る
。
文
字
か
ら
推
察
す
る
と
や
は
り
祭
祀
的
な
行
為
に
関
わ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
現

時
点
で
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
こ
の
溝
中
に
廃
棄
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

④
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ｃ

（４
グ
ル
ー
プ
）
六
号

３
グ
ル
ー
プ
の
埋
没
後
、
木
屑
を
多
量
に
含
む
廃
棄
物
の
層
下
面
で
、
斎
串
の
み
の

廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

両
端
が
欠
損
し
て
い
る
た
め
斎
串

で
あ
る
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
が
、
材
質
や

幅
、
厚
さ
な
ど
は
伴
出
し
て
い
る
斎
串
と
同
様
で
あ
る
。
釈
文
は
は

っ
き
り
と
読
み
と

れ
な
い
が
、
祭
祀
具
で
あ
る
斎
串
に
墨
書
さ
れ
、
他
の
斎
串
と

一
括
で
廃
棄
さ
れ
た
可

能
性
が
高
い
。

⑤
Ｓ
Ｄ
了
０
４
６
出
土
木
簡

（５
グ
ル
ー
プ
）
七
号

Ｓ
Ｄ
７
０
４
６
は
第
五
水
田
に
対
応
す
る
東
西
流
路
で
、
図
１８
の
段
階
よ
り
上
層
に
　
２

位
置
す
る
。
七
号
は
こ
の
流
路
中
か
ら
単
独
出
土
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
６
グ
ル
ー
プ
の
八
号
は
第
五
水
田
対
応
層
の
Ｉ
ｌｌ
区
で
、
複
雑
に
切
り
あ

っ

た
溝
の
検
出
中
に
出
土
し
て
お
り
遺
構
を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
７
グ

ル
ー
プ
の
九
号
は
第
五
水
田
対
応
層
出
土
で
あ
る
が
、
遺
構
は
特
定
で
き
な
い
。

第
四
節
　
第
四
水
田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

一
　

第

四
水

田
対

応

層

検

出

遺

構

（図
１０
、

２‐
、

２２
）

第
五
水
田
対
応
層
と
の
区
分
の
目
安
と
し
た
洪
水
砂
は
、
水
田
と
東
西
流
路
全
域
を

埋
没
さ
せ
、
さ
ら
に
崖
下
の
湧
水
溝
ま
で
到
達
し
て
い
る

（図
１０
）。
洪
水
後
の
八
世

紀
初
頭
前
後
に
は
、
再
び
水
田
が
造
成
さ
れ
る
と
と
も
に
新
に
湧
水
坑
と
溝
の
掘
削
が

行
な
わ
れ
る
。

水
田
は
、
流
路
を
伴
う
南
北
大
畦
畔
と
小
畦
畔
の

一
部
が
第
五
水
田
と
同
じ
場
所
に

作
り
な
お
さ
れ
、
東
西
畦
畔
は
流
路
を
伴
う
大
規
模
な
も
の
に
変
化
す
る
。

東
西
流
路
に
は
第
五
水
田
期
と
同
様
に
中
州
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、
北
側
の
主
流
と

南
側
の
湧
水
を
集
め
た
分
流
が
認
め
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
は
堆

積
土
が
大
き
く
二
層
に
分
か
れ
る
。
下
は
粘
性
の
あ
る
シ
ル
ト
を
基
調
と
し
た
土
で
、

木
片
や
木
製
品
な
ど
の
遺
物
が
多
量
に
混
入
し
て
お
り
、
流
速
は
そ
れ
ほ
ど
な
く
淀
み

の
よ
う
な
状
況
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
上
は
洪
水
砂
の
堆
積
で
遺
物
を
含
む
シ
ル
ト

層
を
パ
ッ
ク
し
た
状
況
が
み
て
と
れ
る
。
こ
の
Ｓ
Ｄ
７
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
が
埋

没
し
た
後
、
洪
水
砂
層
を
削
る
形
で
新
し
い
流
路
が
存
在
す
る

（Ｓ
Ｄ
７
０
３
９
＝
Ｓ
Ｄ

８
０
４
０
）。
堆
積
土
は
砂
が
中
心

で
流
木
な
ど
が
混
入
し
て
お
り
比
較
的
流
速
が

あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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第二章 木簡出土の遺構と伴出遺物

第
五
水
田
期
に
掘
削
さ
れ
た
湧
水
溝

（ｓ
Ｄ
８
０
３
２
、
Ｓ
Ｄ
７
０
５
５
、
Ｓ
Ｄ
７
０
６

２
）
は
ほ
と
ん
ど
が
埋
没
し
、
凹
状
に
そ
の
痕
跡
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
新
た
に
掘
削

さ
れ
た
湧
水
溝
は
北
西

へ
向
か
う
Ｓ
Ｄ
７
０
３
８
と
北
東

へ
向
か
う
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の

二
本
が
あ
り
、
湧
水
は
そ
れ
ぞ
れ
の
溝
に
分
流
し
東
西
流
路
に
流
れ
出
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
湧
水
坑
は
素
堀
の
状
況
に
近
く
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
で
湧
水
坑
底
部
に
若
干

の
礫
敷
き
が
み
ら
れ
る
程
度
で
目
立

っ
た
施
設
は
築
か
れ
て
い
な
い
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
８

は
第
五
水
田
期
の
湧
水
溝
の
凹
み
を
再
利
用
し
た
形
で
、
溝
が
広
が
る
地
点
に
水
門
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
７
０
３
８
は
水
門
部
を
中
心
に
ほ
と
ん
ど
遺
物
を
含
ま
な
い
砂
質
土
や
シ
ル
ト

が
堆
積
し
て
い
る
の
み
で
、
特
に
埋
め
戻
し
た
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
に
対

し
、
木
簡
が
多
数
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の
埋
没
土
は
そ
の
堆
積
状
況
か
ら
い
く

つ

か
の
段
階
が
見
て
と
れ
る

（図
２３
ヽ

２４
）ｏ
湧
水
坑
お
よ
び
そ
れ
に
伴
う
礫
敷
き
が
み
ら

れ
る
凹
地

（最
下
層
）
に
は
木
片
や
土
器
片
が
多
量
に
混
入
し
た
シ
ル
ト
が
堆
積
し
て

い
る

（３８
ヽ

３９
層
）。
そ
の
上
層
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
含
む
シ
ル
ト
層

（３６
、

３７
層
）
と
な
り
、

埋
め
戻
さ
れ
た
状
況
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
埋

め
戻
し
土

の
上

に
は
木
製
品
や
大
量
の
木
屑
、
骨

な
ど
を
含
む
廃
棄
物
に
よ

っ
て
形
成
さ
れ
た
層

（３０

～
３５
層
）
が
あ
る
。
木
屑
は
刀
子
で
削
ら
れ
た
い
わ

ゆ
る
木
簡

の
削
り
く
ず
と
は
異
な
り
、
大
き
な
材

断
　
を
手
斧
等

で
加
工
し
た
際

の
屑
と
思
わ
れ
る
。
こ

一　
〇３５
　

の
廃
棄
物
層
は
そ
の
他
に
複
数
存
在
す
る
が
、
間

Ｄ
　
層
と
し
て
植
物
体

の
沈
殿
が
み
ら
れ
る
シ
ル
ト
層

Ｓ４

（２９
層
な
ど
）
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
時
期
を

図
　
隔

て
て
複
数
回
廃
棄
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

Ｚ
Ｏ
。こ

の
二
本

の
溝
に
囲
ま
れ
た
平
坦
面
に
は
、
湧

・　
　
　
水
に
伴
う
と
思
わ
れ
る
木
組
の
施
設

（図
２５
）
を
持

つ
Ｓ
Ｄ
７
０
４
７
が
掘
削
さ
れ
、
や
は
り
東
西
流

路
に

つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
出
土
土
器
か
ら
Ｓ
Ｄ

353.00m

隕 1奮
写ン層↑

片や植物体錨 入が顕著。土器片や骨等も含み、廃棄物を中心

書織難 砂、シル ト層 (上方細粒化がみられ、腐植した植物等の沈殿堆積層を含む
ものもある。)

Eヨ 砂層 (洪水による堆積層を主とする。)

図 23 S D 70300 7035断 面図
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第四節 第四水田対応層検出遺構と出土遺物

７
０
３
５
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
８
に
先
行
し
て
掘
ら
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｓ
Ｄ
７
０
４
７

の
木
組
の
施
設
周
辺
は
土
器
や
木
製
品
が
廃
棄
さ
れ
た
状
況
で
多
量
に
出
土
し
、
そ
の

上
に
木
片
、
炭
化
物
を
含
む
砂
質
土
や
シ
ル
ト
が
複
雑
に
堆
積
し
て
い
る
。
上
層
に
は

遺
物
の
混
入
が
少
な
く
、
シ
ル
ト
あ
る
い
は
砂
質
土
の
堆
積
層
と
な
る
。

南
側
の
微
高
地
上
に
は
、
集
落
が
継
続
し
て
存
在
し
て
い
る
。

一
一　

第

四
水

田
対
応
層
出
土
遺
物

第
四
水
田
対
応
層
の
出
土
遺
物
で
は
、
第
五
水
田
対
応
層
と
比
べ
玉
類
な
ど
の
石
製

品
が
激
減
す
る
点
が
注
目
さ
れ
、
出
土
数
は

一
〇
点
に
満
た
な
い
。
そ
の
内
、
石
製
模

造
品
が

一
点
、
湧
水
坑
を
伴
う
落
ち
込
み
の
中
の
土
器
集
中
地
点
か
ら
出
土
し
て
お

り
、
祭
祀
行
為
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
他
の
臼
玉
な
ど
は
湧
水
坑

に
は
伴
わ
ず
混
入
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
と
比
較
し
て
数

・
種
類
と
も
に
増
加
す
る

の
が
木
製
祭
祀
具
で
あ
る
。
斎
串
、
人
形
、
馬
形
は
数
が
飛
躍
的
に
増
加

し
、
鳥
形
、
舟
形
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

こ
の
段
階
で
は
第
五
水
田
期

に
見
ら
れ
た
斎
串
の
み
の
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
の
ほ
か
に
、
人
形
、
馬
形
、
斎

串
の
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
鳥
形
が
伴
う
も
の
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
第
五
水
田
期
に
出
現
し
た
木
製
祭
祀
具
に
よ
る
新
し
い
祭
祀
が
、
こ
の
第
四
水
田

期
に
お
い
て
発
展
し
主
要
な
位
置
を
占
め
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。　
一
方
、
玉
類
な
ど

の
石
製
品
に
よ
る
古
墳
時
代
的
な
祭
祀
は
衰
退
す
る
。
上
記
以
外
の
木
製
品
も
多
種
多

様
で
あ
る
が
、
特
殊
な
も
の
と
し
て
は
琴
柱
、
網
針
、
墨
壺
の
ミ
ニ
チ

ュ
ア
？
　
な
ど

が
あ
り
、
二
六
号
木
簡
は
琴
形
の
木
製
品
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
容
器
類

で
は
曲
物
の
量
が
増
加
し
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

〓
一　
第

四
水

田
対
応
層

に
お
け
る
木
簡
出
土
状
況

こ
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
三
六
点
で
あ
る
。

①
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
出
土
木
簡
Ａ

（８
グ
ル
ー
プ
）

一
〇
、　
一
一
、　
〓

百
万

廃
棄
物
が
多
量
に
混
入
す
る
木
屑
層

（３４
ヽ
３５
層
）
下
で
出
土
し
た
。

図 25 S D 7047木組施設出土状況

図 26 13号「戊成年」木簡出土状況

図 27 15号「国符」木簡出土状況



第二章 木簡出土の遺構と伴出遺物

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
は
湧

水
坑
が
埋
め
戻
さ
れ
た

後
、
木
屑
な
ど
の
廃
棄

況鍬
　
↓
小
規
模
な
洪
水
に
よ

出
　
る
堆
積
、
が
繰
り
返
さ

蝸
　
れ
る
。
木
屑
な
ど
の
廃

林
　
棄
は
大
き
く
五
回
に
分

琴簡
　
　
る
こ
と
が
で
き
、
最

膝
　
も
古
い
時
期
に
相
当
す

議
　
る
の
が
８
グ
ル
ー
プ
の

２６
　
木
簡
を
覆

っ
て
い
る
木

殴
　
屑
層
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
木
簡
は
下
層
の
埋
め

戻

し
土

（３８
ヽ

３９
層
）

に
混
入
し
た
様
子
は
見

ら
れ
ず
、
そ
の
上
面
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
湧
水
坑
が
埋
め
戻
さ
れ
た
後
の

凹
地
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

②
Ｓ
Ｄ
了
０
３
５
出
土
木
簡
Ｂ

（９
グ
ル
ー
プ
）

一
三
、　
一
四
号

下
層
か
ら
数
え
て
三
回
目
の
木
屑
廃
棄
層

（
１６
層
）
中
か
ら
出
土
し
た

（図

２６
）ｏ
こ
の
層
は
多
量
の
遺
物
を
含
ん
で
お
り
、
木
簡
は
他
の
廃
棄
物
と
同
様

に
棄
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

③
Ｓ
Ｄ
了
０
３
５
出
土
木
簡
Ｃ

（１０
グ
ル
ー
プ
）

一
五
号

下
層
か
ら
数
え
四
回
目
の
木
屑
廃
棄
層

（１２
層
）
が
自
然
埋
没
土
で
覆
わ
れ

て
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
は
ほ
ぼ
埋
没
す
る
。
こ
の
後
に
大
規
模
な
洪
水
が
あ
り
第

四
水
田
対
応
層
は
厚
い
洪
水
砂
に
覆
わ
れ
る

（１
～
５
層
）。
こ
の
洪
水
砂
下
の

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
最
終
の
自
然
埋
没
土
中
か
ら
出
土
し
た
の
が
１０
グ
ル
ー
プ
で

鵞恣 痰
渕 ′顆{

魃
多

｀` 資

祠

/〃

0           1m

Ｒ

∞
へ

〓
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＝

＞
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∞
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＝

＞
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＼
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図 29 S D 8032 15層 上面 30、 31号木簡出土状況図



第四節 第四水田対応層検出遺構と出土遺物

あ
る

（図
２７
）ｏ
こ
の
層
か
ら
は
他

に
木
簡

の
出
土
は
な
く
、
単
体

で
ほ
ぼ
埋
ま
り

切

っ
た
溝
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
層
位
的
に
は
、
第
四
水
田
対
応
層
中
で

最
も
新
し
い
時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

他
に
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
で
出
土
し
た
木
簡
は
九
点
あ
る
が
、
出
土
層
位
が
不
明
な
た
め

１１
グ
ル
ー
プ

（
王
ハ
～
二
四
号
）
と
し
て
ひ
と
ま
と
め
に
し
た
。

④
Ｓ
Ｄ
了
０
３
８
出
土
木
簡

（１２
グ
ル
ー
プ
）
二
五
、
一
一六
号

Ｓ
Ｄ
７
０
３
８
は
前
述
の
よ
う
に
湧
水
を
起
点
と
し
て
北
西
方
向
に
掘
削

さ
れ
た
溝
で
あ
る
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の
よ
う
な
人
為
的
埋
め
戻
し
や
木
屑
の

廃
棄
な
ど
は
み
ら
れ
ず
、
漸
次
自
然
埋
没
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遺

物
は
土
器
の
他
に
祭
祀
具
や
曲
物
な
ど
の
木
製
品
が
み
ら
れ
る
が
Ｓ
Ｄ
７
０

３
５
と
比
較
す
る
と
非
常
に
少
な
く
、
特
に

一
括
し
て
廃
棄
さ
れ
た
様
子
は

み
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
埋
没
過
程
で
祭
祀
行
為
な
ど
に
伴

っ
て
そ
の
都
度

廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

同
様
な
状
態
で
こ
の
溝
中
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
１２
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

二
点
の
内
二
六
号
は
木
簡
と
し
て
の
機
能
を
失

っ
た
の
ち
の
転
用
品
で
あ
る
。

両
端
部
に
突
起
を
持

つ
特
異
な
形
状

で
あ
る
が
、
琴
を
模
造
し
た
と
思
わ
れ

る

（図
２８
）ｏ

お
そ
ら
く
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

転
用
後
に

単
体
で
Ｓ
Ｄ
７
０
３
８
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
二
五
号
も
含
め
他

の
木
簡
と
は
廃
棄
の
状
況
が
異
な

っ
て
い
る
。

⑤
Ｓ
Ｄ
了
０
４
７
出
土
木
簡

（１３
グ
ル
ー
プ
）
二
七
号

木
組
の
施
設
を
も

つ
Ｓ
Ｄ
７
０
４
７
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。
東
西

流
路

へ
の
開
放
部
周
辺
で
出
土
し
て
い
る
が
、
出
土
層
位
は
不
明
で
あ
る
。

⑥
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ｄ

（１４
グ
ル
ー
プ
）
二
八
号

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２

（＝
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
）

の
埋
没
土
中
、

第
四
水
田
対
応
層
で

あ
る
２‐
層
か
ら
出
土
し
た
。
植
物
体
の
粒
子
が
入
る
細
砂
で
出
土
遺
物
は
極

め
て
少
な
い
。
木
簡
の
形
状
は
斎
串
に
似
て
い
る
が
、
字
が
は

っ
き
り
読
み

取
れ
な
い
こ
と
と
欠
損
部
が
あ
る
こ
と
か
ら
断
定
で
き
な
い
。
圭
頭
部
が
炭
化
し
て
い

ＺＯ
。

⑦
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ｅ

（１５
グ
ル
ー
プ
）
二
九
号

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２

（＝
Ｓ
Ｄ
７
０
４
５
）
の
埋
没
土
中
１５
ヽ

‐６
層
上
面
で
出
土
し
た
。

ｒ

∞
へ

認

―

＝

”

＼／
可
≠
≠
―
―
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＼
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図 30 S D 7039 44号 木簡出土状況図
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第五節 第二水田対応層検出遺構と出土遺物

木
製
品
の
出
土
が
目
立

つ
層
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
祭
祀
具
の
集
中
廃
棄
ブ

ロ
ッ

ク
を
含
め
、
祭
祀
具
で
占
め
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
祭
祀
終
了
後
の
祭
祀
具
の
廃
棄
場
と

な

っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
二
九
号
は
こ
の
面
で
単
体
で
出
土
し
て
い
る
。

③
Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
出
土
木
簡
Ｆ

（１６
グ
ル
ー
プ
）
三
〇
、
三

一
号

二
九
号
と
同

一
の
１５
層
上
面
で
出
土
し
て
い
る
が
、
単
体
で
は
な
く
木
製
祭
祀
具
の

廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
。
こ
の
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
は
人
形
、
馬
形
、
鳥
形
、
斎
串
が

み
ら
れ
、
お
そ
ら
く
祭
祀
行
為
に
伴

っ
て
同
時
に
使
用
さ
れ
、　
一
括
廃
棄
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る

（図
２９
）
ｏ

三
〇
号
は
欠
損
部
が
目
立

つ
が
下
部
は
剣
先
状
で
あ
り
、

三

一
号
は
頭
部
が
圭
頭
状
で
下
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
双
方
と
も
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
他

の
斎
串
に
形
状
が
似
て
い
る
こ
と
か
ら
斎
串
と
考
え
ら
れ
る
。
字
は
は

っ
き
り
読
み
取

れ
な
い
が
斎
串
に
墨
書
が
な
さ
れ
た
例
と
考
え
ら
れ
る
。

⑨
Ｓ
Ｄ
了
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
出
土
木
簡
Ａ

（１７
グ
ル
ー
プ
）
三
二
～
三
八
号

第
四
水
田
対
応
の
東
西
流
路
Ｓ
Ｄ
７
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
下
層
で
、
遺
物
を
多

く
含
む
粘
性
土
層
中
か
ら
出
土
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
木
簡
の
出
土
地
点
が
Ｓ
Ｄ
７
０
３

５
の
開
放
部
北
側
の
ト
ー３
区
で
あ
り
、
同
様
に
木
製
品
な
ど
の
他
の
遺
物
も
こ
の
周
辺

に
集
中
す
る
傾
向
が
あ
る
。
こ
の
層
は
お
そ
ら
く
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の
木
屑
な
ど
が
廃
棄

さ
れ
た
層
に
対
応
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
木
簡
は
東
西
流
路
に
直
接
廃

棄
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
に
廃
棄
さ
れ
た
の
ち
、
湧
水
な
ど
の
作
用
で

流
出
し
、
淀
み
に
た
ま

っ
た
可
能
性
が
高
い
「
た
だ
三
三
号
の
み
、
他
の
木
簡
と
は
か

な
り
離
れ
た
東
の
岸
辺
下
で
出
土
し
て
い
る
。
堆
積
土
の
状
況
か
ら
流
れ

つ
い
た
と
は

考
え
に
く
く
、
お
そ
ら
く
こ
の
木
簡
は
岸
辺
か
ら
流
路
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

⑩
Ｓ
Ｄ
了
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
出
土
木
簡
Ｂ

（１８
グ
ル
ー
プ
）
三
九
～
四

一
号

前
述
の
粘
性
土
層
の
最
上
層
で
出
土
し
て
お
り
、

１７
グ
ル
ー
プ
の
木
簡
と
は
廃
棄
に

若
干
の
時
期
差
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑪
Ｓ
Ｄ
７
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
出
土
木
簡
Ｃ

（１９
グ
ル
ー
プ
）
四
二
号

‐８
グ
ル
ー
プ
と
同
様
の
層
位
で
あ
る
が
、
木
製
祭
祀
具
の
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
は
斎
串
と
中
央
に
孔
の
あ
る
板
材
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
る
。
斎
串
は
す
べ
て
板
目
の
同
様
な
材
で
作
ら
れ
て
お
り
、
四
二
号
も
同
じ
で

あ
る
た
め
、
両
端
を
欠
損
し
て
い
る
が
斎
串
と
思
わ
れ
る
。
字
は
は

っ
き
り
と
読
み
取

れ
な
い
が
数
文
字
確
認
さ
れ
、
両
側
部
も
切
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
文
書
木
簡
な

ど
の
転
用
で
は
な
く
斎
串
に
直
接
墨
書
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
流
路
か
ら
も
う

一
点
四
三
号
が
出
土
し
て
い
る
が
出
土
層
位
が
不
明
で

あ
る
た
め
２０
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。

⑫
Ｓ
Ｄ
了
０
３
９
Ｈ
Ｓ
Ｄ
８
０
４
０
出
土
木
簡

（２‐
グ
ル
ー
プ
）
四
四
、
四
五
号

Ｓ
Ｄ
７
０
３
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
及
び
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の
堆
積
土
を
覆
う
洪
水
砂
を

削
る
流
路
中
か
ら
出
土
し
た
。
層
位
的
に
は
第
四
水
田
対
応
層
の
最
も
新
し
い
時
期
に

属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
一
百
〔の
木
簡
の
出
土
位
置
が
離
れ
て
い
る
こ
と
、
流
木
を
伴

う
流
れ
の
速
い
流
路
で
あ
る

（図
３０
）
こ
と
か
ら
、
流
さ
れ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。

第
五
節
　
第
二
水
田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

一
　

第

二
水

田
対

応

層

検

出

遺

構

（図
１０
、

３‐
、

３２
）

第
四
水
田
対
応
層
の
最
も
新
し
い
流
路
で
あ
る
Ｓ
Ｄ
７
０
３
９
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
４
０
が

埋
没
し
た
後
、
再
び
大
規
模
な
洪
水
が
⑥
区
に
及
び
、
水
田
、
流
路
、
湧
水
溝
を
砂
が

覆

っ
た
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
の
上
に
は
約
八
〇
ル
ーン
房
の
洪
水
砂
の
堆
積
が
確
認
さ
れ
て
お

り

（図
２３
）ヽ

集
落
際
ま
で
洪
水
が
及
ん
だ
様
子
が
う
か
が
え
る
。
洪
水
後
は
直
ち
に

水
田
の
再
整
備
と
溝
の
掘
削
が
行
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

水
田
は
東
西
南
北
の
大
畦
畔
の
位
置
を
踏
襲
し
て
営
ま
れ
る
が
、
畦
畔
に
付
属
し
て

い
た
水
路
は
埋
ま

っ
た
状
況
の
ま
ま
で
あ
る
。
ま
た
、
小
畦
畔
の
数
が
減
少
す
る
。

東
西
流
路
は
、
木
片
な
ど
を
含
む
シ
ル
ト
質
を
基
本
と
し
て
お
り
、
淀
ん
だ
状
態
で

あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
流
路
が
あ
る
程
度
埋
没
し
た
段
階
で
、
集
落
際
の



第二章 木簡出土の遺構と伴出遺物

崖
下
か
ら
北
側
の
南
北
大
畦
畔
ま
で
長
さ

一
屑
を
越
え
る
丸
木
杭
が
二
列
打
ち
込
ま
れ

て
い
る
。
お
そ
ら
く
集
落
と
水
田
と
を

つ
な
ぐ
橋
と
思
わ
れ
る

（図
３２
）ｏ
こ
の
段
階

で
は
畦
畔
に
付
属
し
て
い
た
水
路
は
ほ
ぼ
埋
没
し
て
お
り
、
橋
に
続
く
道
と
し
て
の
機

能
を
持

っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
東
西
流
路
内
で
は
橋
の
杭
列
を
囲
む
状
態
で

凹
地
が
認
め
ら
れ
、
淀
み
の
状
況
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る

（Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
）。

湧
水
坑
は
集
落
寄
り
の
標
高
の
高
い
地
点
に
掘
削
さ
れ
、
そ
れ
を
起
点
に
掘
ら
れ
た

溝

（ｓ
Ｄ
７
０
３
０
）
が
新
た
に
で
き
た
東
西
流
路

（ｓ
Ｄ
７
０
３
２
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
）

に
つ
な
げ
ら
れ
て
い
る
。
湧
水
坑
は
少
し
ず

つ
場
所
を
変
え
て
数
回
掘
り
込
ま
れ
て
お

り
、
礫
が
敷
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る

（図
３３
）ｏ
こ
の
湧
水
坑
は
シ
ル
ト
ブ

ロ
ッ
ク

や
木
片
等
を
含
む
土
で
埋
め
戻
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
溝
の
傾
斜
部
に
は
湧
水
点
が
複
数

確
認
さ
れ
て
お
り
、
常
時
水
が
溝
中
に
流
れ
こ
ん
で
い
た
と
思
わ
れ
る
。

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
西
側
は
洪
水
砂
上
が
平
坦
面
と
な

っ
て
お
り
、
土
坑
が
繰
り
返
し

掘
ら
れ
て
い
る
。
土
坑
内
に
は
炭
が
堆
積
し
壁
が
焼
土
化
し
て
い
る
例
が
あ
り
、
火
が

焚
か
れ
た
形
跡
が
あ
る
。
ま
た
斎
串
が
出
土
し
た
土
坑
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
平
坦

部
に
お
い
て
祭
祀
に
関
わ
る
行
為
が
行
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

南
側
の
微
高
地
上
に
は
、
引
き
続
き
竪
穴
住
居
な
ど
の
遺
構
が
展
開
し
て
い
る
。

一
一　

第

二
水

田
対
応

層

出

土
遺

物

こ
の
第
三
水
田
対
応
層
に
お
い
て
は
土
器
、
木
製
品
を
は
じ
め
と
す
る
遺
物
の
出
土

量
が
最
大
に
な
る
。
そ
の
中
で
目
立

つ
の
は
木
製
祭
祀
具
で
あ
る
。
木
製
祭
祀
具
の
廃

棄
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
集
落
際

・
流
路
内

・
水
田
際
な
ど
と
い

っ
た
廃
棄
場
所
の
違
い
に

よ

っ
て
、
祭
祀
具
の
組
合
せ
を
異
に
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
る

（寺
内

・
宮
島
　
一
九
九

五
）
。

ま
た
、

形
代
類
は
本
時
期
に
大
き
め
の
も
の
が
目
立
ち
、

特
に
馬
形
は
顕
著
で

そ
の
出
土
量
も
飛
躍
的
に
増
加
す
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
は
、
後
述

す
る
よ
う
に
こ
の
第
三
水
田
対
応
層
に
お
け
る
木
簡
の
出
土
量
が
全
体
の
六
割
を
越
え

る
こ
と
も
合
わ
せ
て
、
こ
の
時
期
の
屋
代
遺
跡
群
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
骨
製
の
箆
状
品
な
ど
特
殊
な
遺
物
も
認
め
ら
れ
る
。

〓
一　

第

二
水

田
対
応

層

に
お

け

る
木

簡

出

土

状

況

こ
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
七
十
六
点
で
、
木
簡
全
体
の
約
六
割
を
占
め
る
。

①
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
出
土
木
簡
Ａ

（２２
グ
ル
ー
プ
）
四
六
～
四
八
号

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
湧
水
坑
の
埋
め
戻
し
土
中
か
ら
出
土
し
た
。
湧
水
坑
最
下
層
か
ら

は
八
世
紀
前
半
に
属
す
る
土
器
が
多
量
に
出
土
し
て
お
り
、
遺
構
そ
の
も
の
の
廃
絶
は

八
世
紀
前
半
と
考
え
ら
れ
る
。

四
六
号

「
乙
丑
」

の
干
支

（エハ
エハ
五
年
）
紀
年
銘
を
持

つ
木
簡
は
そ
の
上
層
か
ら
出
土
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
層
は
シ
ル
ト
ブ

ロ
ッ
ク
を
多

量
に
含
む
埋
め
戻
し
土
で
あ
り
、
八
世
紀
前
半
の
遺
物
を
含
む
廃
棄
物
層
と
は
状
況
を

異
に
し
て
い
る

（図
３４
）ｏ
埋
め
戻
し
土
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、

湧
水
坑
を
埋
め
る
際
に
他
の
木
片
な
ど
と
と
も
に
混
入
し
た
可
能
性
が
最
も
高
い
。
四

七
、
四
八
号
は
釈
文
が
不
明
で
あ
る
。

②
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
了
０
３
２
出
土
木
簡
Ａ

（２３
グ
ル
ー
プ
）
四
九
～
五
八
号

東
西
流
路
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
２
の
最
下
層

（５
層
）
か
ら
出
土
し
た
。

図
３２
は
こ
の
５
層
段
階
の
平
面
図
に
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
５
層

は
後
述
す
る
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
木
屑
堆
積
層
以
前
に
堆
積
し
て
お
り
、
第
三
水
田
対
応

層
中
で
も
古
い
段
階
に
属
す
る
。

③
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
出
土
木
簡
Ｂ

（２４
グ
ル
ー
プ
）
五
九
号

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
は
湧
水
坑
が
埋
め
戻
さ
れ
た
後
、
小
規
模
な
洪
水
に
よ
る
堆
積
が

あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
、
砂
や
シ
ル
ト
と
植
物
が
沈
殿
し
た
層
と
の
交
互
堆
積
が
み
ら
れ

る

（図
２３
）ｏ
そ
の
内
の
９
層
を
は
さ
ん
で
上
下
に
多
量
の
木
屑
と
と
も
に
木
製
品
や

土
器
な
ど
の
廃
棄
物
を
含
む
層
が
あ
り

（８
、

１３
層
）
、
双
方
か
ら
木
簡
が
出
土
し
て
い

る
。
こ
の
内
１３
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
２４
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
廃
棄
物
中
に
混
在
し

た
形
で
棄
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
同
様
の
木
屑
層
で
あ
る
８
層
よ
り
も
下
層

に
位
置
し
、
間
に
９
～
１２
層
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
後
述
の
２５
グ
ル
ー
プ
と



は
あ
る
程
度
の
時
間
差
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

④
Ｓ
Ｄ
了
０
３
０
出
土
木
簡
Ｃ

（２５
グ
ル
ー
プ
）
六
〇
～
六
七
号

前
述
の
木
屑
層
の
内
の
８
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
２５
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

１３
層
と
比

べ
層
が
厚
く
、
出
土
遺
物
も
多
い
。
こ
の
時
期
に
か
な
り
多
量
の
廃
棄
物
が
棄
て
ら
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
木
簡
も
そ
の
中
に
混
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤
Ｓ
Ｄ
了
０
３
０
出
土
木
簡
Ｄ

（２６
グ
ル
ー
プ
）
六
八
～
七
〇
号

２５
グ
ル
ー
プ
が
出
土
し
た
木
屑
堆
積
層
上
の
埋
没
土
中
か
ら
出
土
し
た
。

２５
グ
ル
ー

プ
が
湧
水
坑
上
の
凹
地
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
の
に
比
べ
、

２６
グ
ル
ー
プ
は
東
西
流
路

へ
の
開
放
部
近
く
に
集
ま

っ
て
い
る
。
こ
の
三
点
が
出
土
し
た
層
は
砂
を
基
調
と
し
て

お
り
、
洪
水
性
の
自
然
埋
没
土
と
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
に
廃
棄
さ
れ

た
も
の
が
、
流
水
な
ど
の
影
響
で
開
放
部
近
く
に
移
動
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑥
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
了
０
３
２
出
土
木
簡
Ｂ

（２７
グ
ル
ー
プ
）
七

一
～
八
六
号

２３
グ
ル
ー
プ
が
出
土
し
た
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
７
０
３
２

・
５
層
上
に
木
屑
や
木
製
品

な
ど
の
遺
物
を
多
量
に
含
む
４
層
の
堆
積
が
あ
る
。
堆
積
範
囲
が
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
開

放
部
先
の
Ｉ
ｌ３

ｏ
‐８
区
内
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
へ
の
木
屑

の
廃
棄
に
伴

っ
て
形
成
さ
れ
た
層
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
４
層
か
ら
出
土
し
た
木
簡
が
２７

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。

木
簡
は
Ｉ
ｌ３
区
内
の

一
部
に
ほ
ぼ
集
中
し
て
い
る
こ
と
か
ら
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
内
か
ら

湧
水
な
ど
の
作
用
で
流
出
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
状
況
か
ら
す
る
と
時
期
的

に
は
２５
グ
ル
ー
プ
に
対
応
す
る
可
能
性
が
高
い
。
た
だ
し
、
七

一
号
は
三
片
が
接
合
し

た
木
簡
で
あ
る
。　
一
片
は
４
層
で
出
土
し
て
い
る
が
他
の
二
片
は
同
じ
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８

＝
７
０
３
２
の
３
層
と
２
層
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

⑦
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
２
出
土
木
簡
Ｃ

（２８
グ
ル
ー
プ
）
八
七

～
九
九
号

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
２
の
３
層
中
か
ら
出
土
し
た
。

４
層
お
よ
び
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
木
屑
堆
積
層
は
、
５
層
の
堆
積
後
に
廃

棄
さ
れ
た
木
屑
な
ど
の
集
中
範
囲
を
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
範
囲
か
ら
離

れ
る
東
西
流
路
中
で
は
３
層
の
形
成
が
進
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
た
め
、
４
層
と
３
層
下
部
の
時
期
差
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言

っ
て
よ

い
。
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
木
屑
層
中
に

「神
亀

（一こ

年

（七
一
一六
年
と

の

紀
年
銘
を
有
す
る
も
の
が
あ
り
、
こ
の
２８
グ
ル
ー
プ
中
に
は

「養
老
七
年

（七
一
一三
年
と

と
書
か
れ
た
木
簡
が
二
点
存
在
す
る
こ
と
は
、　
そ
の
傍
証

と
な
ろ
う
。

ま
た
、
木
簡
の
多
く
は
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
と
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
の
合
流
部
分

で
出
土
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
に
廃
棄
さ
れ
た

（木
屑
層
中
の
も
の

も
含
め
て
）
の
ち
、

流
出
し
た
も
の
を
含
む
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
八
七
号
と
九
七
号
は
他
の
木
簡
と
は
離
れ
た
地
点
で
出
土
し
て
い
る
。

第五節 第二水田対応層検出遺構と出土遺物

図 34 46号「乙丑年」木簡出土状況

図 33 S D 7030内湧水坑遺物出土状況



第二章 木簡出土の遺構と伴出遺物

両
者
と
も
水
田
付
近
で
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
田
方
向
か
ら
の
廃

棄
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

な
お
、

２９
グ
ル
ー
プ
は
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
出
土
の
木
簡
で
、

３０
グ
ル
ー
プ

は
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
２
か
ら
出
土
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

出
土
層
位
が
確
定
で
き
な
い
た
め
ひ
と
ま
と
め
と
し
た
。

③
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
２
層
出
土
木
簡

（３‐
グ
ル
ー
プ
）

一
一
〇
～

一
一
三

日万
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
の
２
層
中

（図
１０
）
か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。

第
二
水
田
対
応
層
が
か
な
り
埋
没
し
た
段
階
で
あ
り
、
第
二
水
田
と
の

間
に
も
う

一
面
水
田
面
が
部
分
的
に
確
認
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
水
田
に
対

応
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

⑨
Ｓ
Ｄ
了
０
３
１
出
土
木
簡

（３２
グ
ル
ー
プ
）

一
一
四
～

一
一
八
号

⑥
区
西
側
に
見
ら
れ
た
橋
の
杭
列
に
伴
う
凹
み
が
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
で
あ
　
　
■
・・．
ｍ

る
。
こ
の
段
階
で
は
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
は
ほ
ぼ
埋
没
し
き

っ
た
状
況
で
あ
る
　

　

．‐‐‐‐‐‐‐‘‐‐―ヽ

こ
と
か
ら
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
が
新
た
な
木
簡
の
廃
棄
場
と
な

っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
木
屑
な
ど
の
堆
積
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
木
簡
は
他
の
廃
棄
物
と
は

別
扱
い
で
、
橋
の
上
か
ら
直
接
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

（図
３５
）ｏ

一
一
五
号
は
三
片
が
接
合
し
て
お
り
、
そ
の
内
の

一
小
破
片
は
３０
日
川
ほ
ど
離
れ
た

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
＝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
２
　
３
～
５
層

（Ｉ
ｌ４
区
）
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

こ

の

一
片
の
出
土
層
位
は
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
よ
り
も
下
層
で
あ
り
、
流
水
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な

っ
て
い
る
こ
の
段
階
に
流
れ
て
い
っ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
木
簡
を
観
察
す

る
と

〈
一
〉
上
下
端
が
欠
損
し
て
お
り
、

全
》

Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
の
破
片
に
は
習
書
が

あ
る
が
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
側
の

一
片
に
は
な
い
こ
と
か
ら
、
本
木
簡
は
下
流
の
下
層
で
出

土
し
た
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
～
５
層
の
時
期
に
、
木
簡
と
し
て
の
機
能
を
終
え
て
切
断

さ
れ
、　
一
部
が
廃
棄
さ
れ
た
。
そ
の
後
残

っ
た
部
分
に
習
書
さ
れ
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
の

時
期
に
上
流
の
橋
か
ら
再
び
廃
棄
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
木
簡
が
当

2層 昇l第 2″ Sr奮 穆
Ｚ
υ
。
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図 35 S D 7031 橋脚出土状況
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第六節 第二水田対応層検出遺構と出土遺物

第
六
節
　
第
二
水
田
対
応
層
検
出
遺
構
と
出
土
遺
物

一
　

第

二
水

田
対
応
層
検
出
遺
構

第
二
水
田
期
に
は
水
田
と
東
西
流
路
は
存
在
す
る
が
、
湧
水
坑
の
掘
削
が
行
わ
れ

ず
、
古
墳
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
湧
水
に
関
わ
る
祭
祀
行
為
が
途
絶
え
た
こ
と

を
示
し
て
い
る
。

第
二
水
田
期
と
し
て
は
い
る
が
、
水
田
耕
作
土
と
な
り
得
る
土
壌
は
存
在
す
る
も
の

の
、
遺
構
自
体
は
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。

東
西
流
路
は
、
西
側
に
あ
る
し
が
ら
み
状
の
杭
列

金
則
時
期
の
橋
の
位
置
）
を
起
点
と

し

て

二

本

に

分

流

す

る

（
Ｓ

Ｄ

７

０

２

５

＝

Ｓ

Ｄ

８

０

２

７

、

Ｓ

Ｄ

７

０

２

６

＝

Ｓ

Ｄ

８

０

２
９
）。　
こ
の
後
、

第
二
水
田
対
応
層
の
上
に
は
大
規
模
な
盛
土
が
行
わ
れ
、

⑥
区
の

ほ
ぼ
全
域
が
水
田
化
さ
れ
る
。

な
お
、
集
落
域
に
お
い
て
は
こ
の
時
期

（九
世
紀
中
頃
～
後
半
）
に
属
す
る
住
居
跡
が

最
も
多
く
検
出
さ
れ
て
い
る
。

一
一　

第

二
水

田
対
応
層
出
土
遺
物

遺
物
が
出
土
す
る
の
は
こ
の
二
本
の
流
路
が
中
心
と
な
る
。
Ｓ
Ｄ
７
０
２
５
は
湿
地

状
の
堆
積
で
、
上
層
か
ら
は
桃
の
種
や
胡
桃
が
多
量
に
出
土
し
、
そ
の
下
部
か
ら
は
土

器
、
木
製
品
、
獣
骨
な
ど
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。

木
製
品
は
や
は
り
祭
祀
具
が
多
い
。
し
か
し
、
第
二
水
田
期
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
顕

著
な
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
や
廃
棄
場
所
の
特
徴
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
祭
祀
具
自
体
も

小
型
化
し
、
作
り
も
粗
雑
に
な
る
傾
向
が
み
ら
れ
、
量
も
減
少
す
る
。

〓
一　
第

二
水

田
対
応
層

に
お
け
る
木
簡
出
土
状
況

こ
の
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
五
点
で
、
墨
線
の
み
の
も
の
か
釈
文
が
不
明
な
も

図 37 第二水田対応層検出遺構 (調査中央より奥は第一水田対応層)
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の
に
限
ら
れ
る
。
全
て
流
路
中
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

①
Ｓ
Ｄ
了
０
２
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
２
９
出
土
木
簡

（３４
グ
ル
ー
プ
）

一
二
二
～

一
二
五
号

分
流
す
る
三
本
の
東
西
流
路
の
内
、
水
田
寄
り
の
Ｓ
Ｄ
７
０
２
６
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
２
９

か
ら
出
土
し
た
木
簡
で
あ
る
。　
〓

一四
号
と

一
二
五
号
は
斎
串
に
波
状
の
墨
線
が
書
か

れ
た
も
の
で
、
祭
祀
に
関
わ
る
呪
符
的
な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。

②
Ｓ
Ｄ
７
０
２
５
＝
Ｓ
Ｄ
８
０
２
７
出
土
木
簡

（３５
グ
ル
ー
プ
）

一
二
六
号

こ
の
流
路
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は

一
点
だ
け
で
あ
る
。
二
本
の
流
路
は
同
時
期
の
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
出
土
し
た
流
路
の
相
違
に
よ

っ
て
別
の
グ
ル
ー
プ
と
し
た
。

第
七
節

一
　

層
位

区

分

と
木

簡

の
新

旧
関

係

第
三
節
か
ら
第
六
節
ま
で
に
説
明
を
加
え
て
き
た
遺
構
と
木
簡
の
出
土
状
況
を
、
層

位

。
遺
構
の
新
旧
関
係
を
元
に
示
し
た
の
が
図
３８

ｏ
図
９２
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

っ
て
、

一
二
六
点
の
木
簡
の
う
ち
の
大
半
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
段
階
で
の
新
旧
関
係
を
把
握
す

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

伴
出
土
器
を
見
る
と
、
七
世
紀
後
半
～
九
世
紀
中
頃
の
遺
構
か
ら
出
土
し
て
お
り
ヽ

八
世
紀
前
半
に
多
く
な
る
傾
向
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
紀
年
銘
木
簡
で
は
、
新
し
い
遺
構

へ
の
混
入
が
明
ら
か
な
四
六
号

「
乙
丑
」

金
ハ
エハ
五
年
）
を
除
き
、
第
四
水
田
期
の

一
三
号

「戊
成
」

（エハ
九
八
年
）、
第
二
水
田
期

の
九
〇
号
、
九
二
号

「養
老
七
年
」
（七
二
三
年
）、
六
二
号
の
神
亀

（一こ

年

（七
一
一六

年
）
が
多
く
の
遺
物
を
出
土
し
た
遺
構
に
伴

っ
て
お
り
、
重
要
な
資
料
と
な
る
。
特

に
、
土
器
の
実
年
代
比
定
に
効
力
を
持

つ
資
料
に
恵
ま
れ
て
い
な
か

っ
た
本
地
域
に

あ

っ
て
は
、
貴
重
な
資
料
と
な
ろ
う
。

こ
う
し
た
新
旧
関
係
を
基
準
に
木
簡
の
釈
文
や
属
性
を
検
討
し
た
結
果
、
屋
代
遺
跡

群
に
お
け
る
木
簡
に
関
わ
る
諸
属
性
の
変
遷
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
点
に
つ

/Jヽ

結

い
て
は
、
第
四

・
五
章
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

一
一　

木

簡

廃

棄

時

の
形
態

及

び
廃

棄

状

況

の
分
類

屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
は
溝
や
流
路
な
ど
に
廃
棄
さ
れ
た
時
点
で
の
最
終
形
態
に

よ
り
、
大
き
く
次
の
よ
う
な
タ
イ
プ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
付
札
、
文
書
木
簡
な
ど
の
ま
ま
出
土
し
た
も
の
。

②
習
書
が
認
め
ら
れ
る
も
の
。

③
別
の
木
製
品
に
転
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
。

④
斎
串
に
墨
書
が
な
さ
れ
た
も
の
。

⑤
形
状
は
祭
祀
具
と
異
な
る
が
、
墨
書
の
内
容
が
祭
祀
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
も

の
。以

上

で
あ
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
を
形
状
や
釈
文
か
ら
類
推
す
る
と
、
①
～
③
は
原
形

が
付
札
や
文
書
な
ど
の
木
簡

で
あ
り
、
④
は
も
と
も
と
祭
祀
具
と
し
て
製
作
さ
れ
、
お

そ
ら
く
祭
祀

に
関
わ
る
意
味
を
持

つ
墨
書
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
⑤
は
四
号

「竃
神
」

一
点

の
み
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
と
予
想
さ
れ
、
付
札
、

文
書
な
ど
の
木
簡
と
は
性
格
を
異
に
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
別
タ
イ
プ
と
し
て
分
類

し
た
。

木
簡

の
出
土
場
所
と
廃
棄

の
状
況
を
分
類
す
る
と
次

の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
。

Ａ
．
湧
水
溝

に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
木
屑
層
以
外

で
出
土
し
た
も
の
。

Ｂ
．
湧
水
溝
に
他

の
廃
棄
物
と
と
も
に
捨

て
ら
れ
、
木
屑
層
か
ら
出
土
し
た
も
の
。

Ｃ
．
湧
水
溝

に
廃
棄
さ
れ
た
木
屑
と
と
も
に
流
路
中

に
流
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
も

の
。

Ｄ
．
直
接
東
西
流
路
中

に
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の
。

Ｅ
．
橋
か
ら
流
路
中
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。

Ｆ
．
祭
祀
具
の
セ

ッ
ト
の

一
部
と
し
て
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
も
の
。

以
上

で
あ
る
。
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以
上
、
廃
棄
段
階
で
の
用
途
分
類
①
～
⑤
と
、
廃
棄
場
と
状
況
の
分
類
Ａ
～
Ｆ
を
組

み
合
わ
せ
、
そ
れ
に
属
す
る
木
簡
を
分
類
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
た
だ
し
、
釈
文

や
形
状
、
出
土
地
点
や
出
土
層
位
が
不
明
な
も
の
は
除
く
。

①
ｌ
Ａ
　
湧
水
溝
中
木
屑
層
以
外
で
出
土
し
た
、
付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡

三
号

（第
五
水
田
期
）、　
一
〇
、　
一
一
、　
〓

一、
二
五
号

（第
四
水
田
期
）、
六

八
、
六
九
、
七
〇
号

（第
二
水
田
期
）

①
ｌ
Ｂ
　
湧
水
溝
に
他
の
廃
棄
物
と
と
も
に
捨
て
ら
れ
、
木
屑
層
で
出
土
し
た
付
札
、

文
書
な
ど
の
木
簡

一
三
、　
一
四
号

（第
四
水
田
期
）、
五
九
、
六

一
、
六
二
、
六
三
、
六
四
、
六

七
号

（第
二
水
田
期
）

①
ｌ
Ｃ
　
木
屑
と
と
も
に
流
出
し
た
付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡

三
二
、
三
四
、
三
五
号

（第
四
水
田
期
）、
七
二
、
七
三
、
七
四
、
七
五
、
七

六
、
七
七
、
七
八
、
七
九
、
八
〇
、
八

一
、
八
二
、
八
三
、
八
六
、
八
八
、

八
九
、
九
〇
、
九

一
、
九
二
号

（第
二
水
田
期
）

①
ｌ
Ｄ
　
東
西
流
路
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡

一
号

（第
五
水
田
期
）、
三
三
号

（第
四
水
田
期
）

①
ｌ
Ｅ
　
橋
か
ら
流
路
中
に
廃
棄
さ
れ
た
付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡

一
一
四
号

（第
二
水
田
期
）

①
ｌ
Ｆ
　
認
め
ら
れ
な
い
。

②
ｌ
Ａ
　
湧
水
溝
中
、
木
屑
層
以
外
で
出
土
し
た
、
習
書
が
認
め
ら
れ
る
木
簡

一
五
号

（第
四
水
田
期
）

②
ｌ
Ｃ
　
木
屑
な
ど
と
と
も
に
流
出
し
た
、
習
書
が
認
め
ら
れ
る
木
簡

三
六
号

（第
四
水
田
期
）

②
ｌ
Ｄ
　
東
西
流
路
中
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
、
習
書
が
認
め
ら
れ
る
木
簡

八
七
号

（第
二
水
田
期
）

②
ｌ
Ｅ
　
橋
か
ら
流
路
中
に
廃
棄
さ
れ
た
、
習
書
が
認
め
ら
れ
る
木
簡

一
一
五
、　
一
三
ハ
、　
一
一
七
号

（第
二
水
田
期
）

②
ｌ
Ｂ
、
②
ｌ
Ｆ
　
認
め
ら
れ
な
い
。

③
ｌ
Ａ
　
湧
水
溝
中
木
屑
層
以
外
で
出
土
し
た
、
転
用
さ
れ
た
木
簡

二
六
号

（第
四
水
田
期
）

③
ｌ
Ｂ
　
転
用
さ
れ
、
他
の
廃
棄
物
と
と
も
に
湧
水
溝
に
捨
て
ら
れ
た
も
の
。

六
〇
号

（第
二
水
田
期
）

③
ｌ
Ｃ
　
転
用
さ
れ
、
木
屑
な
ど
と
と
も
に
流
路
中
に
流
出
し
た
も
の
。

三
九
号

（第
四
水
田
期
）、
七

一
、
九
三
号
、
九
五
号

（第
二
水
田
期
）

③
‐Ｉ
Ｄ
、
③
ｌ
Ｅ
、
③
ｌ
‐Ｆ
　
認
め
ら
れ
な
い
。

④
ｌ
Ｄ
　
斎
串
に
墨
書
さ
れ
、
流
路
中
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
。

一
二
四
、　
〓

一五
号

（第
二
水
田
期
）

④
ｌ
Ｆ
　
斎
串
に
墨
書
さ
れ
、
祭
祀
具
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
も
の
。

六
号

（第
五
水
田
期
）、
三
〇
、
三

一
、
四
二
号

（第
四
水
田
期
）

④
ｌ
Ａ
、
④
ｌ
Ｂ
、
④
ｌ
ｃ
　
認
め
ら
れ
な
い
。

⑤
ｌ
Ａ
　
祭
祀
に
関
わ
る
墨
書
を
も

つ
木
簡
で
、
湧
水
溝
中
の
木
屑
層
以
外
で
出
土
し

た
も
の
。

四
号

（第
五
水
田
期
）

他
は
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
分
類
か
ら
木
簡
の
廃
棄
状
況
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
て
み
た
い
。

ま
ず
①

（付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡
）
で
あ
る
。
廃
棄
状
況
は
Ｆ

（祭
祀
具
廃
棄
ブ
ロ
ッ

ク
）
が
認
め
ら
れ
な
い
の
み
で
、
他
は
全
て
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
湧
水
溝

に
廃
棄
さ
れ
た
も
の

（Ａ
、
Ｂ
）、
湧
水
溝
か
ら
流
出
し
た
も
の

（Ｃ
）
が
多
く
を
占
め

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
第
五
～
第
二
水
田
期
を
通
し
て
、
湧
水
坑
が
埋
め
戻
さ
れ
た
後

の
湧
水
溝
が
木
簡
の
廃
棄
場
所
と
な

っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
最
も
量
が
多
い

の
は
、
他
の
廃
棄
物
と
区
別
さ
れ
る
こ
と
な
く
出
土
し
て
る
Ｂ
、
Ｃ
で
あ
る
。
ま
た
、
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木
屑
層
以
外
で
出
土
し
て
い
る
Ａ
も
認
め
ら
れ
る
。
前
者
は
、
廃
棄
の
段
階
で
は
木
簡

も
他
の
廃
棄
物
と
同
様
の
扱
い
を
受
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
は
木
簡
を
他

の
廃
棄
物
と
は
別
扱
い
に
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
廃
棄
す
る
時
期
が
他
と
は
若
干
異

な

っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

東
西
流
路
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
も
の

（Ｄ
）
は
二
点
と
少
な
く
、
木
簡

の
性
格
か
ら
類
推
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
橋
か
ら
廃
棄
さ
れ
た
も
の

（Ｅ
）
は
前

述

の
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
出
土
木
簡

（３２
グ
ル
ー
プ
）
で
あ
る
。
こ
の
段
階

で
は
湧
水
溝

（Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
）
は
埋
没
し
き

っ
た
状
態
で
あ
り
、
廃
棄
場
所
が
こ
の
地
点
に
移

っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。

②

（習
書
が
認
め
ら
れ
る
木
簡
）
は
六
点
あ
る
が
、
内
四
点
は
木
屑
層
以
外
で
出
土
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。　
一
五
号

「国
符
木
簡
」
は
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
が
埋
没
し
た

後
の
凹
地
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
他
の
三
点
は
全
て
Ｓ
Ｄ
７
０
３
１
か
ら
の
出
土
で
あ

り
、
橋
か
ら
流
路
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
八
七
号
は
第
五
節

（一こ

で

述
べ
た
よ
う
に
、
水
田
側
か
ら
流
路
中
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
る
も

の
で
あ
る
。
よ

っ
て
一二
ハ
号
を
除
く
他
の
五
点
の
習
書
木
簡
に
は
溝
、
流
路

へ
の
直
接

廃
棄
と
い
う
共
通
性
が
み
ら
れ
、
他
の
廃
棄
物
や
、
付
札

・
文
書
な
ど
の
木
簡
と
は
廃

棄
方
法
が
異
な

っ
て
い
る
。

③

（転
用
さ
れ
た
木
簡
）
は
そ
の
判
別
が
難
し
い
。
今
後
の
木
製
遺
物
の
整
理
の
中

で
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
に
あ
げ
た
六
点
の
内
、
二
六
号
は
琴
形

木
製
品
に
転
用
さ
れ
た
も
の
で
、
し
か
も
釈
文
か
ら
転
用
前
は
習
書
木
簡
で
あ

っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
廃
棄
の
場
所
も
Ｓ
Ｄ
７
０
３
８

（水
門
を
伴
う
湧
水
溝
）
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
他
の
も
の
と
は
性
格
が
異
な
る
。
お
そ
ら
く
祭
祀
に
関
わ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、

⑤
ｌ
Ａ
の
四
号

「竃
神
」
も
同
様
に
湧
水
溝
に
単
体
で
廃
棄
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ

れ
る
。
ま
た
、
九
五
号
は
、
釈
文
は
不
明
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
文
字
部
分
が
切
ら
れ

て
い
る
た
め
、
木
簡
を
琴
柱
に
転
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
木
簡
の
機
能

を
終
え
た
後
の
利
用
と
い
う
点
で
二
六
号
と
と
も
に
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

な
お
、
三
九
、
六
〇
、
七

一
、
九
三
号
は
他
の
廃
棄
物
と
と
も
に
棄
て
ら
れ
た
も
の

で
、
転
用
の
用
途
も
不
明
で
あ
る
。

④

（斎
串
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
）
は
Ｄ

（流
路
中
に
単
体
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
）
と
Ｆ

（祭

祀
具
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
も
の
）

に
限
定
さ
れ
る
。　
Ｄ
は
第
二
水
田
対
応
期
に
の
み

認
め
ら
れ
、
両
者
と
も
蛇
行
状
の
墨
線
が
書
か
れ
る
の
み
で
あ
る
。
あ
る
い
は
こ
の
時

期
特
有
の
祭
祀
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
の
報
告
に
ゆ
だ
ね
た

い
。
こ
の
第
二
水
田
期
は
釈
文
が
明
確
な
木
簡
が
な
く
、
①
～
③
に
属
す
る
も
の
が

一

点
も
認
め
ら
れ
な
い
。
湧
水
溝
の
掘
削
も
行
わ
れ
な
く
な
る
時
期
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
以
前
の
段
階
と
は
状
況
が
や
や
異
な

っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｆ
は
第
五
、

第
四
水
田
期
に
の
み
認
め
ら
れ
る
。
廃
棄
の
場
所
は
溝
や
流
路
に
向
か
う
傾
斜
地
で
あ

り
、
木
簡
の
廃
棄
場
所
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
書
か
れ
た
内
容
は
全

点
不
明
で
あ
る
。

〓
一　
木
簡
廃
棄
パ
タ
ー
ン
の
変
遷

前
項
で
行
っ
た
分
類
を
各
水
田
期
毎
に
ま
と
め
、
そ
の
特
徴
と
変
遷
の
傾
向
を
捉
え

て
み
た
い
。

０
　
第
五
水
田
期

①
ｌ
Ａ
、
①
ｌ
‐Ｄ
、
④
ｌ
Ｆ
、
⑤
ｌ
Ａ
が
認
め
ら
れ
る
。
木
簡
の
出
土
量
が
少
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、
木
屑
な
ど
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
る
木
簡
が
な
い
こ
と
が
第
四
、
第
二

水
田
期
と
比
べ
特
徴
的
で
あ
る
。

木
簡
の
廃
棄
場
所
は
湧
水
溝

（ｓ
Ｄ
８
０
３
２
＝
７
０
４
５
）
で
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ぞ

れ
単
体
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。　
一
号
は
流
路
に
直
接
廃
棄
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
が
、
木
簡
の
内
容
か
ら
も
そ
の
性
格
が
注
目
さ
れ
る
。

国
　
第
四
水
田
期

①
ｌ
Ａ
、
①
ｌ
Ｂ
、
①
ｌ
Ｃ
、
①
ｌ
Ｄ
、
②
ｌ
Ａ
、
②
ｌ
ｃ
、
③
ｌ
Ａ
、
③
ｌ
ｃ
、

④
ｌ
Ｆ
が
認
め
ら
れ
る
。
第
五
水
田
期
の
み
の
⑤
を
除
い
て
、
①
～
④
の
全
て
が
出
揃
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う
。
木
簡
の
出
土
量
が
第
二
水
田
期
の
約
半
分
で
あ
る
が
、
習
書
木
簡
が
増
加
す
る
こ

と
、
第
三
水
田
期
に
は
認
め
ら
れ
な
い
④
ｌ
Ｆ

（祭
祀
具
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
に
属
す
る
も
の
）

が
三
点
存
在
し
、
琴
形
木
製
品
に
転
用
さ
れ
た
も
の

（一
一六
号
）
と
と
も
に
祭
祀
に
関

わ
る
木
簡
の
多
い
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
廃
棄
場
所
の
中
心
は
湧
水
溝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５

で
、
木
屑
な
ど
と
と
も
に
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

口
　
第
三
水
田
期

①
ｌ
Ａ
、
①
ｌ
Ｂ
、
①
ｌ
ｃ
、
①
ｌ
Ｅ
、
②
ｌ
Ｄ
、
②
ｌ
Ｅ
、
③
ｌ
Ｂ
、
③
ｌ
ｃ
が

認
め
ら
れ
る
。

こ
の
段
階
で
祭
祀
具
廃
棄
ブ

ロ
ッ
ク
に
属
す
る
も
の

（④
ｌ
Ｆ
）
が
な
く
な
る
点
、

木
屑
な
ど
に
混
じ

っ
て
多
く
の
木
簡
が
廃
棄
さ
れ
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
廃
棄
場
所

は
湧
水
溝
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
が
中
心
で
あ
る
が
、
こ
の
溝
の
埋
没
後
に
橋
を
伴
う
Ｓ
Ｄ
７

０
３
１
が
新
た
な
廃
棄
場
所
と
な
る
。

四
　
第
二
水
田
期

④
ｌ
Ｄ
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
他
の
木
簡
は
釈
文
が
不
明
で
あ
る
が
、
や
は

り
流
路
中
に
直
接
廃
棄
さ
れ
て
い
る
。
第
二
水
田
期
で
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
、

祭
祀
具

へ
の
墨
書
が
再
び
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
付
札
や
文
書
と
断
定
で
き
る
内
容
を
も

つ
木
簡
が
存
在
し
な
い
こ
と
が
最
大
の
特
徴
で
あ
る
。
湧
水
溝
の
掘
削
も
行
わ
れ
ず
、

木
簡
の
み
で
な
く
こ
の
周
辺
を
と
り
ま
く
社
会
的
環
境
が
変
化
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ

ＺＯ
。

四
　
ま
と
め

屋
代
遺
跡
群
に
お
け
る
木
簡
の
出
土
状
況
の
特
徴
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ

Ｚ
υ
。

①
層
位
に
よ

っ
て
、
七
世
紀
後
半
～
九
世
紀
中
頃

に
お
け
る
前
後
関
係
を
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
。

②
紀
年
銘
木
簡
が
含
ま
れ
て
お
り
、
伴
出
遺
物
も
豊
富

で
あ
る
こ
と
。

③
付
札
、
文
書
な
ど
の
木
簡
、
習
書
木
簡
、
祭
祀
具
、
転
用
さ
れ
た
木
簡
に
廃
棄
場
所

の
違

い
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

④
廃
棄
場

の
変
遷
が
捉
え
ら
れ
る
こ
と
。

以
上
、

こ
う
し
た
点
を
踏
ま
え
木
簡

の
詳
細
な
検
討
を
次
章
よ
り
行

っ
て
い
き
た
い
。

一証
（１
）
①
に
つ
い
て
本
章
で
は
②
～
⑤
に
含
ま
れ
な
い
木
簡
と
し
て
幅
広
く
分
類
し
た
。
そ
の
た
め
第
五
章

第
一
節
図
６４
ヽ
図
９２
の
文
書
木
簡
、
付
札
木
簡

（荷
札
）
の
項
目
に
含
ま
れ
な
い
も
の
も
、
こ
の
中

に
入
れ
て
あ
る
。

引
用

ｏ
参
考
文
献

各
務
原
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
四

『美
濃
須
衛
古
窯
跡
群
資
料
調
査
報
告
書
』

更
埴
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八

『屋
代
遺
跡
群

・
更
埴
条
里
水
田
址
詳
細
分
布
調
査
報
告
書
』

更
埴
市
教
育
委
員
会
　
一
九
八
八

『大
境
遺
跡
』

古
代
の
土
器
研
究
会
　
一
九
九
二

『古
代
の
土
器
１
　
都
城
の
土
器
集
成
』

古
代
の
土
器
研
究
会
　
一
九
九
二

『古
代
の
土
器
研
究
会
　
第
２
回
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
　
古
代
の
土
器
研
究
　
律
令
的
土
器
様
式
の
西

・

東
２
　
須
恵
器
』

坂
井
秀
弥
　
一
九
八
八

「律
令
期
の
須
恵
期
系
譜
―
越
後
西
南
部
に
お
け
る
二
つ
の
系
譜
を
め
ぐ
っ
て
―
」

『歴
史
学
と
考
古

学
』

寺
内
隆
夫

・
宮
島
義
和
　
一
九
九
六

「奈
良
時
代
木
製
祭
祀
具
の
廃
棄
ブ
ロ
ッ
ク
に
つ
い
て
―
長
野
県
屋
代
遺
跡
群
⑥
区
の
調
査
よ
り
―
」

『考
古
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
３９８

東
国
土
器
研
究
会
　
一
九
九
四

『東
国
に
お
け
る
律
令
制
成
立
ま
で
の
土
器
様
相
と
そ
の
歴
史
的
動
向
』
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長
野
県
教
育
委
員
会
ほ
か
　
一
九
六
八

『地
下
に
発
見
さ
れ
た
更
埴
市
条
里
遺
構
の
研
究
』

長
野
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

・
長
野
県
立
歴
史
館
　
一
九
九
五

『屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
』
（特
別
公
開
説
明
資
料
）

楢
崎
彰

一
・
斉
藤
孝
正
　
一
九
八
三

『愛
知
県
古
窯
跡
群
分
布
調
査
報
告
』
Ⅲ
　
愛
知
県
教
育
委
員
会

北
陸
古
代
土
器
研
究
会
　
一
九
九
五

『北
陸
古
代
土
器
研
究
』
５
号

宮
島
義
和
　
一
九
九
五

「更
埴
市
屋
代
遺
跡
群
の
祭
祀
遺
物
―
木
製
祭
祀
遺
物
の
変
遷

考
古
学
会
誌
』
７６

飛
鳥

・
奈
良

・
平
安
―
」

『長
野
県
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第
二
章
　
木
簡
の
釈
文
と
解
説

第

一
節
　
第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡

〔奉
〕

・
　

　

□
□
□
人
□
□
□
□
□
□
　
□
□
人
□
目
――
□
　
」

・
□
□
□
日
拝
ビ
〓
エ
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
丁
エ
ロ

‐―
□
）
工
畑
ψ
」

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
全
体
に
破
損
が
著
し
く
、
大
型
の
わ
り
に
薄
手
で
あ
る
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「小
野
部
」
は
管
見
の
限
り
類
例
を
見
な
い
。
文
意
不
明
。

ニ

ロ

ロ

ニ

ロ

ロ
　
ロ

上
端
は
キ
リ

ｏ
オ
リ
十
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

。
オ
リ
。
右
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、
も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

ω
Ｓ
）
×
喝

×
Ｈ
～

問
　
も
ヽ
も
含
８
じ
　
板
Ｉ

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
４
１
　
３
層
　
ｌ
Ｇ

（
ド
ド
ド
）
　
×
　
（
関
卜
）
　
×

∞
′ゝ

Ｈ
ｏ
　
も
ヽ
も
（
Ｎ
Ｏ
〔〇
』げ
）
　
泊
出

Ｓ
Ｄ
８
０
４
１
　
３
層
　
ｌ
Ｇ
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〔
ア
〕

口
覇
側
ア

冨□
ア

□
　
　
　
□

目

□

□
□

目

□

穂
積

ア
州
□□

□

□

」

上
下
端
と
も
に
側
面
ケ
ズ
リ
で
斜
め
に
面
取
り
を
し
て
調
整
し
て
い
る
。
厚
手
か
つ
幅
広
で
下
部
を
圭
頭
状
に
し
て
い
る
。
表
の
下
部
は
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
に
よ

り
、
わ
ず
か
し
か
字
画
が
確
認
で
き
な
い
。
裏
面
上
部
も
字
画
は
判
然
と
し
な
い
が
墨
痕
あ
り
。
表
裏
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。

穂
積
部
は
大
宝
二
年

（七
〇
二
）
の
御
野

（美
濃
）
国
戸
籍
に
見
え
、
本
質
郡

ｏ
山
方
郡

・
加
毛
郡
に
分
布
す
る
。
ウ
ジ
名

（部
姓
）
を
列
記
し
た
記
録
簡
か
。
な
お
戸
田

部
は
管
見
の
限
り
こ
れ
ま
で
類
例
を
み
な
い
。

「竃
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ドトじ
×
誌
×
卜　
もと
曾
り
じ

追

Ｓ

Ｄ

７

０

４

５

　

３

Ｇ

上
端
は
粗
い
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
ケ
ズ
リ
。
木
簡
の
上
部
片
面
に

「く
」
型
状
切
り
込
み
が
あ
る
。
表
裏
無
調
整
。

竃
神
の
出
土
文
字
資
料
と
し
て
の
類
例
は
、

墨
書
土
器
と
し
て
、

千
葉
県
庄
作
遺
跡
出
土
の
八
世
紀
中
頃
の
土
師
器
杯
の
外
部
底
面
に

「竃
神
」

と
記
さ
れ
た
も
の
が
あ

Ｚ
つ

。

ド
∞
『
×

ｕ
∞
×

『
　
　
も
い
』
（
〓
「
ｏ
Ｏ
∞
へ
）

一朴
」

Ｓ

Ｄ

７

０

４

５

（
Ｓ

Ｄ

８

０

３

２

　

４５

層

対

応

）

２

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〔生
ハ〕

「
□
邸
□

□

□

上
端
は
斜
め
の
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
部
は
欠
損
。
表
裏
ハ
ギ
ト
リ
。

〔生
ハ〕

「□
邸
」
は
宍
人
か
宍
人
部
に
関
わ
る
か
。

□

□

□

上
下
端
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

〔多
〕

多

夕
多
多
　
□
□

〔毛
〕

□
〔上
〕

□
□
□
□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（墨
）
×
籠
）
×
い

ま
』

板
Ｉ
こ

ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

４

６

　

５

Ｇ

曲
物
の
側
板
を
転
用
し
て
、

そ
の
内
側
に
墨
書
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
福
岡
県
井
上
薬
師
堂
遺
跡
で
は
、
曲
物
の
側
板
を
転
用
し
た
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（『九
州

横
断
自
動
車
道
関
係
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
』
１０
１
小
郡
市
所
在
井
上
薬
師
堂
遺
跡
の
調
査
―
　
福
岡
県
教
育
委
員
会

　
一
九
八
七
年
）
。

右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
上
端
部
は
二
次
的
な
キ
リ

。
オ
リ
。
裏
は
木
目
に
直
交
す
る
方
向
に
刃
物
を
入
れ
、
下
か
ら
そ
こ
に
向
か

っ
て
二
次
的
に
ハ
ギ
ト
リ
を
し
て
い

る
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
表
上
部
は
二
次
的
な
キ
リ
が
行
わ
れ
た
後
の
習
書
と
思
わ
れ
る
。
下
部
の
字
は
右
部
が
欠
け
て
い
る
の
で
、
二
次
的
な
キ
リ
以
前
に
記
さ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

∩
島
）
×
Ы

×
∞
　
職
只
Ｔ
８
じ
　
柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

４

５

　

３

Ｇ

（３
）
×
田

×
い
　
も
錠

Ｑ
８
Ｎ
）

柾

。
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

４

５

　

４

Ｇ

∩

紹

）

×

〓

×

ｕ
　

陀

只

巴

〔ｏ
〔＞
）

板

Ⅱ

第
五
水
田
対
応
層
　
６
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〇

「
□
□
□
」

「
目

□

」

上
下
端
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
文
字
が
半
哉
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
第
四
水
田
対
応
層
出
土
木
簡

ロ
ーー
ーー

目
目
□
　
金
刺

ア
富
止
布
手

＼

〔石
〕

刑
ア
真
□
布
＼
　
酒
人
□
布
手
＼

ω
滅
）
＋

Ｇ
巽
）
×

ω
Ｎ）
×
ｕ
　
も
錠

Ｑ
『
ｏ喘〓）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
　
３８

ｏ
３９
層
上
　
８
Ｇ

金
刺

接
合
す
る
五
断
片
と
、
直
接
接
合
し
な
い

一
片

（釈
文
中
破
線
で
示
す
）

が
存
す
る
。
上
端
は
欠
損
。
下
端
は
キ
リ

。
オ
リ
十
平
面
ケ
ズ
リ
。
左
右
側
面
は
二
次
的
な
サ

キ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

布
手
は
布
の
織
り
手
の
こ
と
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
名
の
下
の

「
＼
」
は
合
点
か
。
記
録
簡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
Ｅ
日入
」
は
舎
人
の
こ
と
か
。
金
刺
舎
人
は
八
世
紀
後

半
に
伊
那
郡
大
領

・
牧
主
当

「金
刺
舎
人
八
麻
呂
」
、
九
世
紀
後
半
に
埴
科
郡
大
領

「金
刺
舎
人
正
長
」
ら
が
知
ら
れ
て
い
る
。
金
刺
部
は
管
見
の
限
り
類
例
を
み
な
い
。

［目
――
――
国
布
手

舎
入
真
清
布
手

＼

ド
〓

×

Ｎ

×

０
　

も
ヽ
』
（
８

８

）

板

Ｉ

ｏ
ヒ

ノ

キ

属

第
五
水
田
対
応
層
　
７
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

三
家
人
ア
　
　
石
田
ア
ロ

［目
――
□
　
他
田
ア
　
人

ロ
ーー
□

　
□
□

　

目
――
□
石
田
ア

□
目

――

――

――

――

□

〔ア
〕

□

田
□
　
□
□

□
□
□

三
片
が
接
合
す
る
。
上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

三
家
人
部

・
石
田
部

ｏ
他
田
部
な
ど
の
部
姓
が
記
さ
れ
て
い
る
。
三
家
人
部
は

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
六
年

（八

一

人
部
乙
麻
呂
」
が
み
え
る
。
他
田
部
は
正
倉
院
宝
物
の
天
平
勝
宝
四
年

（七
五
二
）
十
月
上
野
国
調
黄
絶
墨
書
銘
に

ど
が
あ
る
。
石
田
部
は
管
見
の
限
り
類
例
を
み
な
い
。
歴
名
を
内
容
と
す
る
記
録
簡
の

一
部
か
。

Ｇ
ご
）
×
お

×
Ｎ
　
も
錠

（＞
ｏいｏ
Ｎ
）

柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
　
３８

ｏ
３９
層
上
　
８
Ｇ

五
）
正
月
丁
丑
条
に

「造
資
器
生
尾
張
国
山
田
郡
人
三
家

「郡
司
擬
少
領
元
位
他
田
部
君
足
人
」
と
み
え
る
も
の
な

目

□

□
□
田
□
相

□
言Ξ□
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第二章 木簡の釈文と解説

□
郡
□
□
□
□

・
　

　

　

　

　

□
□

使
酒
人

ア
刀
良

・
　

　

　

　

　

　

少
毅

□

上
下
端
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
表
調
整
法
不
明
、
裏
ハ
ギ
ト
リ
。

酒
人
部
は
御
野

（美
濃
）
国
各
務
郡

（大
宝
二
年
御
野
国
戸
籍
）、
越
前
国
江
沼
郡
山
背
郷

（同
郷
計
帳
）
等
に
み
え
る
。

て
、
少
毅
は
こ
の
文
書
の
発
行
責
任
者
を
示
す
可
能
性
が
あ
り
、
酒
人
部
刀
良
は
こ
の
文
書
の
送
達
の
た
め
の
使
者
か
。

○

〔丹
〕
　
　
　
　
〔大
万
升
〕

戊
成
ｏ
年
八
月
升
日
　
酒
人

ア
ロ
荒
馬
□
束
酒
人

ア
ロ
ロ
ロ
東
」

酒
人

ア

〔万
呂
〕

ｏ
宍

ア
ロ
ロ
ロ
ロ
　
ロ
ロ

ア
ロ
人

ア
　
ロ
ロ
ロ
　
宍
人

ア
万
呂

上
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
面
調
整
法
不
明
。
縦
方
向
に
二
次
的
な
キ
リ
。
右
側
の
断
片
に
は
小
さ
な
孔
が

一
つ
あ
り
、
右
側
面
を
斜
め
に
成
形
し
、
下
端
は
キ
リ

。
オ

リ
。
そ
の
表
面
は
部
分
的
に
削
ら
れ
、
文
字
の
大
部
分
が
失
わ
れ
て
い
る
。
「年
」
の
上
の
孔
は
二
次
的
か
。
表
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
、
裏
部
分
的
に
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。

冒
頭
に
干
支
年

ｏ
月
日
を
記
し
た
、
大
宝
令
以
前
の
記
載
様
式
を
も

つ
木
簡
。
千
支
部
分
は
や
や
読
み
取
り
に
く
い
が
、
戊
成
年
は
文
武
天
皇
二
年

（六
九
八
）
と
判
断
さ

れ
る
。
酒
人
部
□
荒
馬
ら

へ
の
稲
の
支
給
、
ま
た
は
彼
ら
か
ら
の
収
納
を
記
し
た
記
録
簡
か
。
裏
面
に
は
宍
部

・
宍
人
部
等
の
部
姓
が
記
さ
れ
る
。
宍
人
部
は
天
平
十
年
度
駿

河
国
正
税
帳
に
み
え
る

「宍
人
部
身
麻
呂
」
等
に
知
ら
れ
る
。

（
Ｈ
卜
Ｎ
）

×

∞
⑬
×

ｕ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

３８

も
錠

（８
８
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

．
３９
層
上
　
８
Ｇ

少
毅
は
軍
団
の
次
官
。
裏
の
行
の
配
置
か
ら
み

ｕ
３

×
賀

×
卜
　
も
≧

Ｏ
ｏ喘ｏいＮ
）

板
Ｉ

●
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
　
１６
層
　
９
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

四

〔斗
ま
た
は
升
〕

口
‐―

‐―
国

荷
二
□

上
下
端
欠
損
。
左
側
面
の
み
が
二
次
的
な
サ
キ
。
形
態
は
角
材
状
。

「荷
」
と

「
二
」
の
間
に

一
次
利
用
と
思
わ
れ
る
墨
痕
あ
り
。

〔致
〕

「符
　
更
科
郡
司
等
　
可
□
ロ
ーー

「
『
　
冒
ｇ
□
￥
工
陥
色
工
Ｙ
熙
目
□
□

『
　

ロ

エ
Ｙ
￥
工
Ｙ
熙
□
L 匡

(別筆 2)(別筆 1)

二
片
か
ら
な
る
。
上
端
は
キ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
長
い
断
片
の
右
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、
左
側
面
は
キ
リ
の
可
能
性
が
高
い
。
復
原
想
定
幅
約
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
。
表

ハ
ギ
ト
リ
。
一異
は
文
字
を
消
す
た
め
の
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。

信
濃
国
司
が
更
科
郡
司
等
に
対
し
て
発
給
し
た
国
符
。
本
木
簡
は
国
符
に
木
簡
を
使
用
し
た
初
例
。
命
令
内
容
は
不
明
。

更
科
郡
司
等
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
『延
喜
式
』

の
郡
名
記
載
順
の
よ
う
に
、
更
科
郡
か
ら
水
内

・
高
井

し
そ
の
関
連
施
設
で
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
物
部
は
信
濃
国
で
は
正
倉
院
宝
物
の
天
平
勝
宝
四
年

（七
五
二
）

高
井

ｏ
佐
久
両
郡
に
分
布
す
る
。
裏
面
は
本
来
の
木
簡
の
面
を
削
り
習
書
。

二
符
　
余
戸
里
長

ニ

ロ
ーー
□
□
□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

。
オ
リ
。
右
上
の
切
り
込
み
状
の
部
分
は
後
か
ら
の
傷
。
表
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。
廃
棄
時
の
文
字
を
消
す
た
め
に
加
え
ら
れ
た

と
推
定
さ
れ
る
。
一異
ハ
ギ
ト
リ
。

埴
科
郡
司
か
ら
管
内
の
余
戸
里
長
に
対
し
て
出
さ
れ
た
郡
里
制
下
の
郡
符
木
簡
。
命
令
内
容
は
不
明
。
『和
名
類
衆
抄
』

で
は
、
埴
科
郡
に
余
戸
郷
は
な
い
が
、
八
世
紀
前

半
に
は
埴
科
郡
に
余
戸
里
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
。

文
字
は
木
簡
の
幅
に
収
ま

っ
て
い
る
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

（
ド
∞
卜
）

×
　
（
ド
ト
）
　
×

ヨ
　
　
も
∽
ヽ
（Ｎ
ｏ
〔ｏ
Ｎ̈
）
　
部
性

Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
　
１６
層

　
９
Ｇ

（露
じ

×

（買
）
×
卜
　
Ｒ
も
含
”
『
”
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１０

Ｇ

屋
代
遺
跡
群
の
地
は
埴
科
郡
に
属
す
が
、
宛
所
は

ｏ
埴
科
の
各
郡

へ
と
逓
送
さ
れ
、
埴
科
郡
家
な
い

一
〇
月
白
布
墨
書
銘
に

「物
部
東
人
」
と
み
え
、

（
ｏ
ｏ
）

×

∞
ｕ

×

∞
　

も
ヽ
も
（
Ｎ
ｏ
Ｏ
”
）

泊道

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

七ノヽ九

・
三
枝

ア
馬
手

・
□
□
　
□
□

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
両
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
形
態
は
角
材
状
。
表
裏
の
調
整
法
不
明
。

三
枝
部
は
養
老
五
年

（七
二
一
）
下
総
国
葛
飾
郡
大
島
郷
戸
籍
等
に
知
ら
れ
る
。

〔酒
〕

「
□
人

ア
小
太
万
呂

上
端
は
際
だ
っ
て
鋭
角
の
圭
頭
状
で
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
面
調
整
は
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。
裏
ハ
ギ
ト
リ
。

酒
人

ア
男
□

上
下
端
欠
損
。
表
裏
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。

”

×

（
ｏ
）
×
卜

ｅ
ｓ
ｏ
）
板
Ｉ

●
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ

∩

∞
∞
）

×

Ｎ
ｏ
×

∞
　

も
い
０
含
ｏ
ｏ
Ｎ
）

虻恢
Ⅱ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ

Ｇ
器
）
×
〓

×
∞
　
も
鍵

Ｑ
８
Ｎ
）

板
Ⅱ

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〇
二
一

　

「
□

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｎ
∞
Ｎ
×

Ｓ

）
×
卜

Ｒ
』
↑

Ｓ

じ

板
―

ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ

上
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
裏

ハ
ギ
ト
リ
。
二
〇
号
木
簡
と
同
材
の
可
能
性
が
高
い
。

「
目

――

□

目

□

ロ

ア
　
　
」

上
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「
□
□
□
　
□
□

□
□
□
□
□
□

「上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
表
は
文
字
を
消
す
た
め
と
推
定
さ
れ
る
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。
裏

ハ
ギ
ト
リ
。

□
□

ハ
ギ
ト
リ
片
。

Ｎ
ｏ
ｕ

×
　
∩
∞
）

×

∞
　

も
』
』
（
ギ

ｏ
〔ｏ
い日
「
）

ｒ恢
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ

∩
き
）
×
圏

×
ｏ
　
Ｒ
も
（器
Ｆ
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ

も
緻
　
柾

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

　

１ｌ

Ｇ



第二節 第四水田対応層出土木簡

図
版
九



第二章 木簡の釈文と解説

せ歪

四七
壬
（
　

　

　

　

『
　
目
目

――
目
国
布
布
加
多
』

霊
則
〕

○
　
　
　
○

□
□

口

□
荒
目

――
――

目
目
□

『
口‐‐‐‐‐‐□
』

□上
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
、
も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。

〔五
〕

□

□

□

□

□
月
」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

琴
形
木
製
品
に
転
用
。
上
下
端
に
四

つ
ず

つ
突
起
を
も

つ
。

消
し
て
習
書
。

目

□

上
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

（ｕＮ）
　
×〔
（Ｈ『）

Ｓ

Ｄ

７

０

３

５

も
錠

Ｑ
ｏ喘ｏ〔Ｎ
）

板
Ⅱ

（
Ｈ
ｕ
ｏ
）
　
×

∞
Ｎ

×

∞
　
　
も
い
０
（
”
〇
〇
釧
へ
）
　
打性

Ｓ

Ｄ

７

０

３

８

　

１２

Ｇ

３
８
）
×

ω
Ｏ

×
卜
～

ｏ
　
も
職
　
板
Ⅱ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

８

　

１２

Ｇ

上
下
各
二

つ
及
び
中
央
や
や
上
部
に
二

つ
の
孔
あ
り
。
表
の
文
字
の
部
分
に
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。
本
来
の
文
字
を

∩
発

）

×

ド

×

卜
　

も
∞
』
Ｑ

８

Ｎ
）

板

Ｉ

●
ヒ

ノ

キ

属

Ｓ

Ｄ

７

０

４

７

　

１３

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

ノヽ九〇

□

□

□

□

目

□

」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
下
端
は
剣
先
状
に
成
形
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

斎
串
に
墨
書
さ
れ
た
か
。

一一一一

　

「
目

□

上
端
は
圭
頭
状
に
成
形
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
面
は
無
調
整
。

斎
串
に
墨
書
さ
れ
た
か
。

「
目

□

一
端
は
圭
頭
状
で
先
が
や
や
焼
け
焦
げ
て
い
る
。
他
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

□

ロ
ーー

ーー

□

上
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
文
字
の
切
断
状
況
か
ら
、
二
次
的
な
キ
リ
の
可
能
性
あ
り
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

（
関
∞
卜
）

×

Ｎ
∞
×

卜
　
　
も
ヽ
も
（
∞
〇
〇
Ｎ
）
　
叶性

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
　
２‐
層
　
１４
Ｇ

（
ヨ
ｕ
）
　
×
　
（
ド
ｏ
）
　
×

∞
　
　
も
∽
』
（
Ｎ
Ｏ
喘〇
喘Ｎ
）
　
泊
導

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
　
１５

ｏ
‐６
層
上
面
　
１５
Ｇ

貧
冒
）
×
葛

×
問
　
も
職

（３
８
）

柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
　
１５
層
上
面
　
１６
Ｇ

（
ド
〇
釧
）

×

ド
『
×

ド
　
　
も
い
ヽ
（
∞
〇
〇
Ｎ
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
８
０
３
２
　
１５
層
上
面
　
１６
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〔定
〕
〔奉
ま
た
は
本
〕

≡
一
　

　

「
酒
人

ア
万
呂
郡
作
人
□
千
□
出
」

上
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。
裏

一
部
ハ
ギ
ト
リ
。

文
書
簡
。

〔別
〕
　

〔者
人
〕
　

一　
　

．

□
□

□

□
□
□
羅
者

三

日
□
列
有
□

上
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

文
書
簡
か
。

「
□

□

□

□

□

　

［目

日
□

〔等
〕

□

□

□

□
等
右

一
身
□

上
端
か
ら
刃
物
を
入
れ
た
ハ
ギ
ト
リ
片
。
ハ
ギ
ト
リ
前
の
木
簡
の
形
状
が
残
り
、

文
書
簡
か
。

Ｎ
８

×
埓

×
卜
　
も
≧

含
８
Ｎ
）

板
Ⅱ

Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
　
３
～
４
層
　
１７
Ｇ

曾

Ｊ

×

“

×

ｕ

ｓ
錠

Ｓ

ｏ
Ｎ
）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
　
３
～
４
層
　
１７
Ｇ

（ド
ｕ
ｕ
）　
×
　
（∞
ｏ
）　
×
卜
　
　
も
ヽ
も
（〓ｏ』ｏ
いＮ
）
　
泊
爆

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

（
Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

３

～

４

層

対

応

）

１７

Ｇ

上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
十
側
面
ケ
ズ
リ
。

四

〔那
〕

二
五
　
　
　
乎
□
郷
是
不
里
」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

。
オ
リ
。
下
端
は
平
面
ま
た
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「乎
□
郷
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
の
更
級
郡
小
谷

（乎
宗
奈
）
郷
に
比
定
さ
れ
る
か
。

（
Ｓ

ｕ

×

Ｎ
ド
×

卜
　

も
こ

（
げ
８

じ

Ｓ
Ｄ
７
０
３
６

（Ｓ
Ｄ
８
０
３
８

板
Ｉ

３
～
４
層
対
応
）
１７
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〔九
九
九
〕

壬
（　
　
・
間
郡
□

『
□
□
□
九
九
ヒ

（翼
聯
￥
）

・
『
□
　
□
哉
』
『
□
ロ
ヒ

七ノヽ九

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
ま
た
は
欠
損
。
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
に
焼
け
焦
げ
。
左
側
面
に
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「間
郡
」
が
信
濃
国
内
の
郡
名
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「束
間
郡
」
に
あ
た
り
、
「東
間
」
の
表
記
は

『
日
本
書
紀
』
天
武
天
皇

一
四
年

（六
八
五
）

一
〇
月
壬
午
条
に

「遣
二
軽

部
朝
臣
足
瀬
、
高
田
首
新
家
、
荒
田
尾
連
麻
呂
於
信
濃
一、
令
レ造
二
行
宮
一、
蓋
擬
レ幸
二
東
間
温
湯
一欺
」
が
見
え
る
。
平
城
宮
跡
出
土
の
衛
士
関
係
の
木
簡
や
正
倉
院
宝
物
の

天
平
勝
宝
四
年

（七
五
二
）

一
〇
月
白
布
墨
書
銘
に
は
、
『延
喜
式
』
『和
名
類
衆
抄
』
と
同
様
の
表
記
で

「筑
摩
郡
」
と
見
え
る
。
別
筆
部
分
は
習
書
。

〔余
〕
　

〔未
米
〕

□

□
　
□

□

上
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
断
面
カ
マ
ボ
コ
形
。

□

□
上
下
端
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□
時
名
都
□
□

木
簡
か
ら
の
ハ
ギ
ト
リ
片
を
木
製
品

（用
途
不
明
）
に
加
工
し
た
も
の
。
上
端
に
焼
け
焦
げ
あ
り
。
表
裏
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。

∩
田
）

×

Ｇ
Ｈ）
×
∞
　
Ｒ
ｓ
↑
ｏ喘ｏい卜）

板
Ⅱ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

（
Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

３

～

４

層

対

応

）

１７

Ｇ

∩

〓
∞
）

×

Ｎ
ｕ
×

Φ
　

も
∞
』
（
Ｎ
ｏ
Ｏ
Ｎ
）

虻恢
Ⅱ

。
モ

ミ

屁
周

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

（
Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

３

～

４

層

対

応

）

１７

Ｇ

（
卜
Ｎ
『
）
　
×

Ｎ
∞
×

い
　
　
も
∞
』
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
泊
“

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

（
Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

３

～

４

層

対

応

）

１７

Ｇ

∩
田
）
×

６
∞）
×
ド
　
も
い
い
　
板
Ⅱ

Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

１８

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

四
〇

四四 四

□
□

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
オ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

目

□

上
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、
も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□

□

□

□

□

上
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

斎
串
に
墨
書
さ
れ
た
か
。

．

□

以
〔甲

針

が

調
申
〈
可
月
十

・
□
長
□

□
今
要
用
依
□

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
左
右
側
面
は
無
調
整
で
一
部
に
キ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「請
申
」
な
ど
の
文
言
か
ら
、
文
書
簡
の
一
部
と
考
え
ら
れ
る
。

（
∞
∞
）
　
×

Ｎ
Φ
×

∞
　
　
も
∞
』
（
”
ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
泊
導

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

　

１８

Ｇ

（
ｕ
ｏ
）
　
×
　
（
Ｎ
ｕ
）
　
×

卜
　
　
も
∽
』
（
Ｎ
Ｏ
い〇
喘Ｎ
）
　
泊
一

Ｓ

Ｄ

７

０

３

６

　

１８

Ｇ

８

ｏ

×

（
ド
じ

王

も
貝

§

じ

板

Ｉ

皐

旦

馬

Ｓ
Ｄ
８
０
３
８
　
１
層
　
１９
Ｇ

∩

ｏ
ｏ
）

×
　
６

ｏ
）

×

卜
　

も
∞
』
（
Ｎ
Ｏ
喘〇
＞
）

一板

Ⅱ

Ｓ

Ｄ

８

０

３

８

　

２０

Ｇ
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第二章 木簡の釈文 と解説

四
四

四
五

七
年
十
月
十
四
日

上
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「七
年
」
は
出
土
遺
構
の
層
位
か
ら
和
銅
七
年

（七

一
四
）

・
□
鳥
乎
人
不
□
□
□
□

・

　

　

口

□

上
端
は
扶
り
。
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、

ス
。
裏
調
整
法
不
明
。

∩
〓
）
×
器

×
卜
～

ヨ
　
も
錠

０
８
じ
　
板
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

９

　

２‐

Ｇ

と
推
定
さ
れ
る
。
荷
札
木
簡
の
年
月
日
部
分
に
あ
た
る
か
。

（ド
〇
〇
）
×
　
（ド
〇
）
×
ｏ
ｒゝ

『
　
も
ヽ
も
　
椰
“

Ｓ

Ｄ

８

０

４

０

　

２‐

Ｇ

左
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、
も
し
く
は
欠
損
。
形
態
は
角
材
状
。
表

ハ
ギ
ト
リ
、
中
央
部
に
一
部
カ

ッ
ト
グ
ラ
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第二章 木簡の釈文と解説

四四
七

四
八

第
二
節
　
第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡

「乙
丑
年
十
二
月
十
日
酒
人

「
他
田
舎
人
』
古
麻
呂

〔阿
〕

目
――
□
□
□

口

□

　

□
□

上
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
、

□

□

□

上
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
、

上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
十
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
欠
損
、
上
部
は
焼
け
焦
げ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

冒
頭
に
干
支
年

ｏ
月
日
を
記
し
た
大
宝
令
以
前
の
記
載
様
式
を
も

つ
木
簡
。
乙
丑
年
は
天
智
天
皇
四
年

（六
六
五
）
。
裏
面
の

「他
田
舎
人
」

の
部
分
が
他
と
異
筆
と
思
わ

れ
る
。
他
田
舎
人
は
正
倉
院
宝
物
の
天
平
勝
宝
四
年

（七
五
二
）
白
布
墨
書
銘
に
み
え
る
筑
摩
郡
の

「郡
司
大
領
外
正
七
位
上
他
田
舎
人
国
麻
呂
」
等
が
知
ら
れ
る
。

も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

∩

円

）

×

ω

ｏ
）

×

卜
　

Ｒ

も

（
卜
ｏ
喘〇
』Ｎ
）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
最
下
層
　
２２
Ｇ

（
∞
卜
）
　
×
　
（
ド
『
）
　
×

卜
　
　
も
∞
』
（
Ｎ
ｏ
喘〇
いＮ
）
　
椰
性

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
最
下
層
　
２２
Ｇ

（
〓

０

×

（
日

）

×

∞
　

も
錠

（
日

喘，
Ｎ
）

板

Ｉ

・
ヒ

ノ

キ

属

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
最
下
層
　
２２
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

四
九

五
〇

□
五
十
五
束
　
小
□
」

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。
裏
調
整
法
不
明
。

東
は
穎
稲
の
単
位
。
出
挙
な
い
し
田
租
な
ど
に
関
係
す
る
か
。

□
六
段
買
□

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
欠
損
も
し
く
は
キ
リ
。
左
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

買
得
に
関
連
す
る
記
載
と
す
れ
ば
、
段
は
布
の
単
位
か
。

〔祢
〕

〔里
〕

「
□

□
郷
□

□

□

□
人

マ
小
日

□

□

□
稲

一
束
十
月
」

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
と
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
ハ
ギ
ト
リ
。
裏
無
調
整
。

稲

一
束
を
貢
進
し
た
こ
と
を
示
す
郷
里
制
下
の
荷
札
木
簡
か
。

（
ド
∞
〇
）
　
×

∞
〇
×

い
　
　
も
ヽ
も
（
Ｎ
ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
軒性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ

（ｏ
ｏ
）

×
　
（ド
「
）

×

い
　
　
も
の
』
（Ｎ
『

，
Ｎ
）
　
身性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層

　
２３
Ｇ

∞
卜
ｏ
×

Ｎ
∞
×

⑬
　
　
も
い
ヽ
（Ｎ
ｏ
ｏ
い
）
　
軒性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層

　
２３
Ｇ
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第二章 木簡の釈文 と解説

〔田
〕

吾
一
　

　

ロ

マ
嶋
手
戸
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（歪

）
×
譴
×
∞

寵
』
（Ｎ
ｏｏじ

板
Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ

上
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

「
ロ

マ
嶋
手
戸
□
□
」
を
戸
主
名

十
戸
口
名

の
記
載
と
す
れ
ば
、
剣
先
状
と
推
定
さ
れ
る
形
態
と
合
わ
せ
て
荷
札
木
簡
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
四

「上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
、
も
し
く
は
キ
リ
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□
○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○

〔隠
ま
た
は
険
〕

○
　

□

木
製
品

（用
途
不
明
）
に
墨
書
。
六

つ
の
穿
孔
あ
り
。
上
下
端
は
平
面
ま
た
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
裏
面
上
端
焼
け
焦
げ
。

Ｏ
Ｓ
）
×
８

×
ｕ
　
Ｒ
も
（〓
８
Ｎ
）

柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ

Ｎ
Ｎ
ｕ

×

∞
ｏ

×

卜
　
　
も
い
軸

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層

23追
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第二章 木簡の釈文と解説

五
五

五
七

五
八

ニ

ロ
ロ
ロ

ロ
ーー

ーー
□
」

・
「
　
　
　
　
　
□
□
」

上
端
は
平
面
ま
た
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
左
右
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□
□

上
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
、
も
し
く
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

□

目
目

――
目
□

」

上
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「
目

□

上
端
は
圭
頭
状
に
成
形
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

斎
串
に
墨
書
さ
れ
た
か
。

Ｈお

×
３

×
卜
　
も
≧

曾
ｏ
〓
）

板
Ｉ

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ

含

０

×

（
Ｎ
ｅ

×

∞

陀

る

Ｓ

じ

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ

（
Ｈ
Ｏ
∞
）

×

Ｎ
Ｏ
×

卜
　
　
も
い
も
（Ｎ
ｏ
Ｏ
釧
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層

　
２３
Ｇ

（
ｏ
卜
）

×

ド
『
×

Ｈ
　
　
も
い
』
（
ω
Ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
５
層
　
２３
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〔ア
〕

口

□

元
Ａ
　
　
　
　
□
二
布
　
金
刺
□
口

］
　

　

　

　

□
二
布

　

　

　

五
九
Ｂ

□

目

目

目

□

布

石
田
ア
荒
人
三
布
　
　
　
金
刺
ア
古
万
呂

一
布

金
刺
ア
富
□

一
布
　
　
　
宍
人
□
□
布

一

神
人

ア

大
田
布
三
日
目

――
――
―‐
―‐
―‐

‐―
‐―
‐―
‐―
‐―
目
□

宍
人

ア

曇
一〕　
〔生
ハ〕

□

　

　

金
刺

ア
ロ

□

□
布
□
目

目

目

□

　
石
田

ア

□

　

金
刺

ア
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ

ーー

ー‐
目
目
□

　
□
□
□

酒
人
諸
□
布
　
　
　
　
　
目
目

――
□

Ａ
は
上
下
端
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
Ｂ
は
上
端
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

人
名
と
数
量
と

「布
」
を
列
記
し
て
い
る
。
Ａ
の
下
端
は
裏
面
を
内
側
に
し
て
反
っ
て
い
る
。

か
は
判
断
が
で
き
な
い
。

曲
物
側
板
様
の
非
常
に
薄
い
材
を
使

っ
て
い
る
が
、
転
用
品
で
あ
る
か
ど
う

布 一

B

S∩
D鱈
7V
O×
3⌒
0錮

A
Sc
D=
7V
O×
3⌒
0ご

長
谷

・

□

布
□

〔ア
小
〕

□
□
龍
布
三

・
□
布
□
目
――
□

□
布
三
日
――
□

×
Ｐ
り
　
も
錠
　
追

‐３
層
　
２４
Ｇ

×
ｏ
・い
　
い
∞
』
　
泊
輝

‐３
層
　
２４
Ｇ
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第二章 木簡の釈文 と解説

〇

〔遁
〕　
　
　
〔往
〕

・
信
濃
国
□
更
科
郡
□
□
□

〔支
〕

□

口
国
人
□
□
富
　
石
□

戸
□

石
田

ア
ロ
ロ
　
　
ロ
ロ

□

上
下
端
は
調
整
法
不
明
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。

面
の
観
察
か
ら
同
様
に
加
工
し
た
可
能
性
が
あ
る

（第
四
章
参
照
）。

「信
濃
国
」
は
信
濃
国
の
軍
団
か
。
裏
に
人
名
が
み
ら
れ
る
。

・
長
等
　
□

□

口

□

上
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
左
側
面
は
一

「長
」
が
里
長
ま
た
は
郷
長
を
さ
す
と
す
れ
ば
、

一次
的
な
キ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「長
等
」
は
郡
符
木
簡
の
宛
所
を
示
す
か
。

「等
信
郷
和
盟
□
　
　
□

□
□

「

目

□

〔一一一〕

神
亀
□

に
転
用
。
上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。

『和
名
類
衆
抄
』
で
は

「営
信
」

木
製
品

（用
途
不
明
）

名
古
屋
市
立
博
物
館
本

荷
札
木
簡
か
。

裏
無
調
整
。
表
面
右
上
部
分
の
厚
さ
三
分
の

下
端
裏
面
や
や
焼
け
焦
げ
か
。

Ｎ
８

×

田

×

∞

（コ

只

〓
ｏ
ド
》

追

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層

　
２５
Ｇ

一
程
度
が
三
角
形
に
切
り
取
ら
れ
て
い
る
。
右
下
部
分
も
断

（
『
Ｎ
）
　
×
　
（
Ｈ
∞
）
　
×

∞
　
　
も
∞
』
（
”
〇
〔〇
喘”
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

（
関
〇
「
）

×

（
ド
〇
）

×

り
　

も
い
い
　
板
【Ｉ

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

表
裏
調
整
法
不
明
。

「等
信
郷
」
は
こ
れ
に
あ
た
る
。
神
亀
三
年
は
七
二
六
年
。

下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。

郷
を

「
タ
ウ
シ
ナ

（と
う
し
な
こ

と
訓
ん
で
お
り
、
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第二章 木簡の釈文 と解説

四

万
呂
稲

一
東

上
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
上
部
焼
け
焦
げ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

稲

一
束
の
支
給
ま
た
は
、
納
入
に
関
わ
る
木
簡
か
。

「
口

国
大
□

□

□

□

□
」

上
端
は
キ
リ
・
オ
リ
＋
平
面
ケ
ズ
リ
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

形
態
か
ら
荷
札
木
簡
か
。

「
□
　
□

□

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

「
□

□

□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

ｏ
オ
リ
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

（
卜
Ｎ
Ｏ
）

×
　
（
Ｈ
『
）

×

卜
　
　
も
％
】
（
Ｎ
ｏ
いｏ
喘Ｎ
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

Ｎ
〓

×

〓

×

∞
　
も
い
只

８
８
）

追

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

（能
）
×
８

×
ｕ
　
ミ
沢
８
ｏ
じ
　
追

ｏ
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

∩

〓

）

×

ド

×

∞
　

獣

沢

卜
ｏ
旨

）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

六
七
　
　
　
　
　
「
口
□
」

上
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
右
側
面
上
部
は
欠
損
。
左
側
面
上
部
に

「て
」
型
状
の
切
り
込
み
。

明
。形

態
か
ら
荷
札
木
簡
か
。

Ｈ遥

×
器

×
り
　
も
紀
（〓
８
）

追

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
　
２５
Ｇ

右
側
面
上
部
も
同
様

の
切

り
込
み
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。

表
裏
調
整
不

（
Ｈ
ｕ
「
）

×

Ｎ
ド
×

Ｈ
ｒゝ

∞
　
　
も
』
％
（
Ｎ
ｏ
ｏ
Ｎ
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
よ
り
上
　
２６
Ｇ

Ｎ
８

×

“

×

卜
　

も
い
只

８

８

）

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
よ
り
上

（七
〇
二
）
の
御
野
国
戸
籍
等
に
知
ら
れ
る
。

ノヽ

「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
目
目

――
目
□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表

一
部

ハ
ギ
ト
リ
。
裏

ハ
ギ
ト
リ
。

き
わ
め
て
特
異
な
字
体
。
材
質
、
法
量
か
ら
七
〇
号
と
同

一
木
簡
の
可
能
性
あ
り
。

六
九
　

　

「
長
谷
里
若
帯

マ
首
」

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
焼
け
焦
げ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
は
信
濃
国
に
長
谷
郷
は
な
い
。
若
帯
部
は
大
宝
二
年

七
〇

□
刀
　
　
　
　
」

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
平
面
ま
た
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
六
八
号
と
同

一
木
簡
の
可
能
性
あ
り

「「
」
は

26柾
G

（ド〇卜）
×
Ｎ
Ｏ
×
い
　
いヽ
も
（Ｎ
ＯＯ
Ｈ）
喘過

Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
　
８
層
よ
り
上
　
２６
Ｇ

「
開
」

の
異
体
字
。
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第二章 木簡の釈文と解説

七

〔書

生
〕

□
事
□
□
□
□
□
□
□
目

□

一
人
令
急
□
□

計は
日卯時□

木
製
品

（用
途
不
明
）
に
転
用
。
三
断
片
が
現
存
。
上
端
は
欠
損
。
下
端
は
二
次
的
な
側
面
ケ
ズ
リ
。
左
側
面
下
部
は
二
次
的
な

ハ
ギ
ト
リ
。
表
裏
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。

文
書
木
簡
。
表
は
事
書
以
下
の
部
分
が
残
る
。
裏
の

「主
帳
」
は
郡
司
ま
た
は
軍
団
の
官
職
名
。
行
の
配
置
か
ら
み
て
、
「主
帳
」
は
こ
の
文
書
の
発
行
責
任
者
と
考
え
ら

れ
る
。
「十
七
日
卯
時
」
に
発
行
さ
れ
た
も
の
か
。

〔大
〕

古
一
　

　

「
□
穴
郷
高
家
里
戸
主
守

マ
安
万
呂
戸

口

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
両
側
面
上
部

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
郷
里
制
下
の
荷
札
木
簡
。
守
部
は
大
宝
二
年

「
て
」
型
状
切
り
込
み
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

（七
〇
二
）
の
御
野
国
戸
籍
等
に
み
え
る
。

〔舟
〕

吉
一
　

　

「
□
山
柏
寸
里
物

マ
乙
見
女
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ドご
×
８
×
Ｎ
～
ｕ

ミ

８
５

追
・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
＋
平
面
ケ
ズ
リ
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
。
女
性
名
を
記
し
た
荷
札
木
簡
と
し
て
は
平
城
宮

・
長
岡
京
の
春
米

・
籾
の
付
札
な
ど
が
あ
る
。
「□
山
」
は

『和
名
類
衆
抄
』

み
え
る
埴
科
郡
の

「船
山
」
郷
の
こ
と
で
、
こ
こ
で
は

「郷
」
が
略
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
現
在
の
更
埴
市
寂
蒔
、
鋳
物
師
屋
付
近
に

「舟
山
」
の
小
字
が
残
り
、

科
郡
戸
倉
町
に

「小
舟
山
」
が
あ
る
。
「柏
寸
」
は

一
〇
〇
号
で
は

「柏
村
」
と
み
え
る
。

（∞
∞
〇
）

×
　
（ｕ
Ｏ
）

×

卜
　
や
「い
　
椰
一

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
２
層

ｏ
３
層

ｏ
４
層
　
２７
Ｇ

（
Ｈ
Ｏ
∞
）
　
×

Ю
ｕ
×

い
　
　
も
％
も
（
関
〇
〇
Ｎ
）
　
肺
恰
旦

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

埴 に
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第二章 木簡の釈文と解説

七
四

七
五

主
（
　

　

「
屋
代
郷
□

目
□

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
両
側
面
上
部
に
緩
い

「く
」
型
状
切
り
込
み
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
『和
名
類
衆
抄
』
で
は
屋
代
郷
は
埴
科
郡
に
属
す
。

甲
信
濃
国
』
更
科
郡
余

〔Ｐ
〕　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

含
３

二

Ｆ

ｕ

ミ

（∞ｏｏｏ

追
こ

ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は

一
次
的
ま
た
は
二
次
的
な
側
面
ケ
ズ
リ
。
右
側
面
上
部

「く
」
型
状
切
り
込
み
。
左
側
面
上
部
は
欠
損
。
右
側
面
上
部
と
同
様
の
切
り
込
み

が
あ

っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「信
濃
国
」
と

「更
科
郡
…
…
」
は
異
筆
。
「更
科
郡
…
…
」
の
行
が
中
央
に
位
置
す
る
の
に
対
し
、
「信
濃
国
」
は
や
や
左
に
寄
る
。
ま
た
、
「国
」
と

「更
」
の
間
が
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
「国
」

の
後
に

「更
」
が
書
か
れ
た
と
は
考
え
難
い
。
あ
ら
か
じ
め
上
部
を
あ
け
て

「更
科
…
…
」
を
記
し
、
の
ち
に
そ
の
空
白
部
分
に

「信
濃
国
」
を

追
記
し
た
と
判
断
し
た
。
『和
名
類
衆
抄
』
に
よ
れ
ば
更
級
郡
に
は
余
戸
郷
は
な
い
。

「小
長
谷
マ
ロ
□
鳥
麻
呂
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド８
×
〓
×
Ｄ

ミ
８
５

柾

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

上
端
は
キ
リ
に
よ
る
成
形
。
左
側
面
は
無
調
整
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
。
小
長
谷
部
は
、
信
濃
国
で
は
松
本
市
下
神
遺
跡
出
土
の
八
世
紀
前
半
の
須
恵
器
杯
に
墨
書
さ
れ
た

「小
長
谷
部
真
□
」
や
、
正
倉

院
宝
物
の
天
平
勝
宝
四
年

（七
五
二
）
の
白
布
墨
書
銘
に
あ
る
筑
摩
郡
山
家
郷
の

「小
長
谷
部
尼
麻
呂
」
等
が
知
ら
れ
る
。

（
ド
ド
ｕ
）
　
×

Ｈ
∞

×

卜
　
　
も
％
０
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
椰
性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

七
七

七
八

七
九

八
〇

〔宅
〕

□

□
部

三
束
」

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
ヨ
一束
」
は
人
名
か
ま
た
は
数
量
か
。

〔谷
〕
　

　

〔九
東
〕

ロ

マ
ロ

ロ

ロ
ロ
　
ロ

ロ

上
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
左
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
裏
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。

出
挙
ま
た
は
田
租
な
ど
に
関
わ
る
文
書
木
簡
か
。

「
船
山
口
目
目
目
目
目
日
〓

上
端
は
キ
リ
に
よ
る
成
形
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

記
載
様
式
と
形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。
「船
山
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
に
み
え
る
船
山
郷
を
さ
す
。

ニ

ロ

ロ

ロ
ーー
□

ニ

ロ

ロ

ロ

□

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
左
右
側
面
は
欠
損
も
し
く
は
二
次
的
な
キ
リ
。

（
ド
∞
〇
）
　
×

Ｈ
Ｏ
×

∞
　
　
も
』
も
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
∞
）
　
貯性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

（
∞
『
）

×
　
（
Ｎ
卜
）

×

∞
　

５
％
』
（
”
Ｐ

，
”
）
　
椰
叫

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

ド
〓

×

“

×

ｕ
　

も
い
只

８

８

）

柾

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

（ぶ
）
×

（〓
）
×
ト
　
ミ
只
∞
『
『
じ
　
追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ
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第三章 木簡の釈文と解説

ノヽノヽ

〔八
十
〕
　

〔八
九
〕
　

〔二
〕

「
九

ヽ
□
□

一　

□
□
七
十

□

〔五
〕

□
九
珊
　
　
　
　
四
九
丹

〔六
〕
　
　
　
〔八
〕

「
□
九
如
□
　
八

ヽ
□
十
四
　
七
□

五
八
冊

〔升
〕

□
□
　
　
一二
八
□
　
　
一
一八
十
六

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
は
無
調
整
。

表
に
は
九
九
の
九
の
段
が
、
九
九
八
十

一
か
ら
始
ま

っ
て
二
九
十
八
ま
で
記
さ
れ
る
。
裏
に
は
同
様
に
八
の
段
が
記
さ
れ
る
。

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
□

□

□

目
目

――

目

□

」

上
端
は
キ
リ
・
オ
リ
十
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
両
側
面
上
部

「く
」
型
状
の
切
り
込
み
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
。

=   □署

六
九
五

九
〕

□二
九
十
八

含
〓
）
×
８

×
ｕ
　
ミ
沢
〓
ｏ
じ
　
板
Ｉ

●
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

内
容
か
ら
判
断
し
て
下
端
の
欠
損
は
わ
ず
か

Ｎ
ｏ
卜

×

∞
ｏ

×

０
　

も
％
”
曾
ｏ
ｏ
Ｎ
）

〓収
Ⅱ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ
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第三章 木簡の釈文と解説

ノヽ八
四

八
五

ノヽ

〔小
〕

「
□

□

□

上
端
は
キ
リ

・
オ
リ
十
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
上
部
は

「く
」
型
状
の
切
り
込
み
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□
□
□

口

□

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
表
ハ
ギ
ト
リ
。
裏
調
整
法
不
明
。

□
□

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
、
も
し
く
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

「目

□
田
輩

上
端
は
平
面
お
よ
び
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
。
下
部
は
二
行
に
割
書
き
さ
れ
て
い
る
。

（
『
ｕ
）

×

Ｎ
卜

×

∞
　
　
も
％
も
（
卜
ｏ
Ｏ
Ｎ
）
　
椰
叫

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

∩

５

×

田

×

卜

寵

』
（
Ｎ
Ｆ

）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ

（『
ｕ
）

×
　
（
ト
ト
）

×

卜
　
も
％
』
（げ
『
『
Ｎ
）
　
肝
＾
Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層

　
２７
Ｇ

Ｎ
パ

×

〓

×

∞
　

お

只

Ｎ
「
ｏ
ｏ
ｕ
）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
４
層
　
２７
Ｇ
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第二章 木簡の釈文 と解説

八
七

ヽ

ヽ
ノ

ノ

〔東
〕

金
刺

マ
若
侶
升
□

・

五
月
升
日
　
稲
取
人

金
刺

マ
兄
□

「
　
　
　
　
九
十
升
丹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔是
〕

・　
　
　
　
　
　
　
　
　
□
人
人
　
　
人
酒
人
人

マ
ロ
是
□
□
□

金
刺
舎
人

人
是
人
人
　
　
　
　
　
見
諸

遠
　
道
　
述
　
為
　
為

上
端
は
キ
リ
・
オ
リ
＋
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
ハ
ギ
ト
リ
。

表
は
五
月
二
十
日
に
稲
を
金
刺
部
若
侶
ら
に
支
給
し
た
こ
と
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
記
録
簡
。

筆
で
習
書
と
考
え
ら
れ
る
。

名
金
刺

マ
ロ
ロ
ロ
□

□
□
口

□

・
「上

端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

Ｇ
“
）
×
３

×
ト
　
ミ
只
Ψ
８
じ
　
板
Ｉ

●
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

２

（
Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３

層

対

応

）

２８

Ｇ

五
月
と
い
う
季
節
か
ら
、
夏
五
月
の
出
挙
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
裏
は
別

ω
賀
）
×
お

×
卜
　
Ｒ
只
Ｎ８
じ
　
柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層
　
２８
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

□
老

嶋
□

八
九

上
下
端
は
欠
損
。
表
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
。
裏

ハ
ギ
ト
リ
。

九
〇
　

　

・
「
船
山
郷
井
於
里
戸
主
生
王

マ
小
萬
戸

口

ｏ
「
　
　
　
　
　
　
　
　
養
老
七
年
十
月

上
端
は
キ
リ

ｏ
オ
リ
十
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
ハ
ギ
ト
リ
。

記
載
様
式
か
ら
み
て
郷
里
制
下
の
荷
札
木
簡
。
生
王
部
は
壬
生
部
、
生
部
、
生
壬
部
、
乳
部
と
も
書
き
、
全
国
的
に
分
布
す
る
。

尼
寺
跡
出
土
と
伝
え
ら
れ
る
平
瓦
に

「生
王
」
と
ヘ
ラ
書
き
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
。
養
老
七
年
は
七
二
三
年
。

九
一
　

詈

叫
順
馳

□
里
目

□

」

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

を
一　
　
　
養
老
七
年
十
月
十

一
日
」

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
と
推
定
で
き
、
そ
の
年
紀
部
分
に
あ
た
る
か
。
養
老
七
年
は
七
二
三
年
。

形
態
と
記
載
様
式
か
ら
み
て
郷
里
制
下
の
荷
札
木
簡
。
二
字
目
は
扁
の
部
分
の
面
が
荒
れ
て
い
て
確
認
で
き
な
い
が
、
芳
が

「斗
」
と
読
め
、
喜
田科
」
と
推
定
さ
れ
る
。

六
二
号
に
み
ら
れ
る

「等
信
郷
」
と
同
郷
と
考
え
ら
れ
、
同
様
に

「
タ
ウ
シ
ナ
」
と
訓
ん
だ
と
推
定
さ
れ
る
。

（き
）
×
露

×
卜
　
も
鍵
Ｑ
８
Ｎ
）

板
Ｉ

ｏ
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

２

（
Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３

層

対

応

）

２８

Ｇ

（Ｈ
Ｎ
ｕ
）

×

Ｎ
ｕ
×

い
　
　
も
ヽ
も
（
卜
〇
〇
Ｎ
）
一侶
一

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層

　
２８
Ｇ

「生
王
部
」
と
表
記
す
る
例
に
上
野
国
分

∩
認
）
×
に

×
卜
　
さ
只
８
８
）
追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層
　
２８
Ｇ

∩

〓

）

×

Ｎ

×

卜
　

Ｓ

只

圏

８

）

板

Ⅱ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層
　
２８
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

九九
四

九
五

〔急
〕

今
□

木
製
品

（用
途
不
明
）

文
書
簡
の
一
部
か
。

目
□

．

宮
□

・
□木

製
品

（用
途
不
明
）
に
転
用
。

〔百
〕

・
□
　
□

・
□
　
□

琴
柱
に
転
用
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

に
転
用
。
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

（
ｏ
ｏ
）

×
　
（
∞
Ｎ
）

×

ト

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層

板

Ｉ

・
ヒ

ノ
キ
属

も

28 状
G

（
ド
Ｎ
Ｏ
）

×
　
（く
ｕ
）

×

∞

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層

板
Ｉ

・
ヒ
ノ
キ
属

蓉磯

（∞
ｏ
）

×
　
（Ｈ
ｕ
）

×

ｕ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層

も
28 R
G

柾
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第二章 木簡の釈文 と解説

九九
七

九
八

九
九

・
□
□

・
□
□

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□
□
□
□

上
端
は
欠
損
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

□
□
目

□

上
下
端
は
欠
損
、
右
側
面
は
欠
損
も
し
く
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

□
□

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
・
オ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

（Ｓ
）
×
８

×
い
　
も錠
Ｑ
ｏ
Ｆ
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

２

（
Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３

層

対

応

）

２８

Ｇ

（
ド
〇
〇
）
　
×

Ｎ
∞
×

Ｎ
　
　
も
％
』
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
”
）
　
椰
性

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層
　
２８
Ｇ

Ｇ
ｏ
）
×

∩
ｕ
）
×
Ｄ
　
溌
只
圏
喘Ｐ
Ｎ
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
３
層
　
２８
Ｇ

（２
）
×
馬

×
Ｎ
　
も錠
↑
ｏｏ
じ
　
柾

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

２

（
Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３

層

対

応

）

２８

Ｇ



第二節 第二水田対応層出土木簡

図
版
三
二



第二章 木簡の釈文と解説

一〇
〇

〇

〔田
△
己

「
船
山
柏
村
里
戸
主
他
□
□
人
八
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ド３

×
Ｎ
×
Ｎ
～
ト

ミ
も
曾
ｏ
υ

追
・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ

上
端
は
キ
リ

ｏ
オ
リ
十
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

形
態
と
記
載
様
式
か
ら
み
て
郷
里
制
下

の
荷
札
木
簡
。

「船
山
」

は

『
和
名
類
衆
抄
』

に
見
え
る
船
山
郷

の
こ
と
で
、
七
三
号
と
同
様

に

「
郷
」
を
省
略
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。

一‐十日申［日日日‐‐］

ニ

ロ

ロ

ーー

Ｈ

日

常

口

Ｈ

Ｈ

□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「菖
」
は
甘
葛

（
ア
マ
ズ
ラ
）
か
。
山
形
県
遊
佐
町
大
坪
遺
跡
で
九
世
紀
頃
の
ア
マ
ズ
ラ
ニ
段
を
進
上
す
る
木
簡
が
出
土
し
て
い
る

（財
団
法
人
山
形
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー

『大
坪
遺
跡
第
二
次
発
掘
調
査
報
告
書
』

一
九
九
五
）
。
「布
」
の
習
書
が
み
ら
れ
る
。

『
布
布
布
布

布
布

布
布

布
□
』

（
Ｎ
Ｎ
∞
）

×

Ｄ
∞
×

∞
　

も
ヽ
も
（
Ｎ
Ｏ
Ｏ
”
）
　
拍
一

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

〔東
〕

一９
一
　

・
□
間
郡
束
□

〔悲
〕

・
□木

製
品

（用
途
不
明
）
に
転
用
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

題
箋
軸
の
頭
部
の
よ
う
な
形
態
を
呈
し
て
い
る
。
三
六
号
と
同
様
に

「□
間
郡
」
は

「東
間
郡
」
に
あ
た
る
と
考
え
ら
れ
る
。

抄
』
に
は

「東
間
郷
」
は
み
え
な
い
。

一〇
一一一

一〇
四

〔家
〕

「
目
□

口

□
　

□

□

□

上
端
は
平
面
も
し
く
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
も
し
く
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

□

□

□

ハ
ギ
ト
リ
片
。

ω
ｏ
）
×
お

×
ｕ
　
ｓ
３
　
板
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ

「東
□
」
は
郷
名
か
。
た
だ
し

『和
名
類
衆

Ｇ
Ы
）
×

６
０

×
Ｎ
～

ｕ
　
職
只
ドｏ〔ｏ〔じ
　
板
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ

も
い
』　
　
打性

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

一〇
五

・

口

□

・

口

□

木
製
品

（用
途
不
明
）
に
転
用
。
上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

一２（　　　軍翌曝附一四口］期田　田

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
、
下
端
は

一
次
も
し
く
は
二
次
的
な
キ
リ
。
右
側
面
に

「Ｃ
」
型
状
及
び

「く
」
型
状
の
切
り
込
み
が
三

つ
あ
り
、

そ
の
他
に
三

つ
同
様
の
切
り
込
み
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

一〇
七

一〇
八

マ
石
□

」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

ｏ
オ
リ
。
下
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

形
態
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
か
。

〔里
〕
　
　
　
　
〔強
〕

「
□

□

□
山
邊
□

□

□

□

□

□

□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

形
態
と
記
載
様
式
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
。
「山
邊
」
は
冒
頭
の

「□
□
□
」
が
郷
名
と
す
れ
ば
、
郷
里
制
下
の
里
名
か
。

（
卜
∞
ｕ
）

×
　
（
Ｎ
Ｎ
）

×

∞
　

も
い
い
（
∞
ｏ
ｏ
Ｎ
）
　
椰
一

Ｓ

Ｄ

７

０

３

０

　

２９

Ｇ

（
ｏ
『
）

×

ド
『
×

∞
　

も
ヽ
も
　
拍
一

Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３０

Ｇ

（
ド
〇
〇
）

×

Ｈ
ｕ

×

０
　

も
い
も
（
”
〇
〇
ｕ
）
　
椰
“

Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３０

Ｇ

Ｇ
ｏ卜）
×
毬

×
ト
　
ミ
只
∞８
じ
　
板
Ⅱ

Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３０

Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

一〇
九

一
一〇

一一一一

目

□

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「
伊
蘇
郷

口

□
里
□

ロ

マ
ロ

ロ

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

「伊
蘇
郷
」
は

『和
名
類
衆
抄
』
に
み
え
る
儀
部
郷
の
こ
と
か
。
記
載
様
式
か
ら
み
て
荷
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
る
。

畳
戸
〕

多
里
□

上
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

「多
里
」
は
、
『和
名
類
衆
抄
』
の
埴
科
郡
に
英
多
郷
が
み
え
る
が
、
出
土
層
位
か
ら
み
て
、
郷
里
制
下
の
里
名
の
一
部
に
あ
た
る
か
。

「

口
］　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｇ
じ

×

（Ｘ
）
×
卜
　
Ｒ
只
∞
『
『
＞
）

柾

・
ヒ
ノ
キ
属

□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｓ
Ｄ
８
０
２
８

２
層

３‐
Ｇ

上
端
は
平
面
ま
た
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
文
字
の
切
断
状
況
か
ら
両
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

∩
じ
）
×
〓

×
憫
　
も
鍵
０
８
Ｎ
）

追

・
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３０

Ｇ

（
ド
∞
ｕ
）

×

Ｈ
「
×

ｕ
　
　
も
ヽ
い
（
ド
「
〇
〇
”
）
　
油通

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
２
層
　
３‐
Ｇ

（
む

×

葛

×

卜

寵

』
Ｓ

ｏ
Ｎ
）

板

Ｉ

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
２
層
　
３‐
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

一
一四

（墨
線
）

上
端
は
欠
損
、
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
両
側
面
は
欠
損
ま
た
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

墨
線
が
あ
る
が
、
文
字
と
し
て
は
読
み
取
れ
な
い
。

「　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
敷
席
二
枚
　
鱒
□
升
　
芹
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞５

×
３
×
ト

ミ
もＴ
ｏｏじ

柾
ｏ
ヒ
ノ
キ
属

？

マ
）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｓ

Ｄ

７

０

３

１

　

３２

Ｇ

・

符
　
屋
代
郷
長
里
正
等
　
匠
丁
根
代
布
五
段
勘
夫

一
人
馬
十
二
疋

〔神
〕

□
宮
室
造
人
夫
又
殿
造
人
十
人

「
　

　

　

　

　

　

〔出
〕
　

　

　

　

　

　

　

目
―‐
――
――

・

□
物
令
火
急
召
□
□
者
宜
行
　
　
　
　
　
　
少
領

上
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
オ
リ
。
表
ハ
ギ
ト
リ
。
裏
調
整
法
不
明
。

埴
科
郡
司
か
ら
屋
代
郷
長
里
正
等
に
宛
て
た
郷
里
制
下
の
郡
符
木
簡
。
符
の
内
容
は
物
品
と
人
夫
の
徴
発
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
。
裏
面
に
は
施
行
文
言
と
、
符
の
発
行
責

任
者
と
し
て
の
郡
司
の
職
名

「少
領
」
が
記
さ
れ
る
。
席

（ム
シ
ロ
）
を
調
達
し
た
事
例
と
し
て
は
新
潟
県
和
島
村
八
幡
林
遺
跡
出
土
の
二
四
号
木
簡

（新
潟
県
和
島
村
教
育

委
員
会

『和
島
村
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
集
―
八
幡
林
遺
跡
』

一
九
九
四
）
が
、
薦

ｏ
畳
を
調
達
し
た
事
例
と
し
て
埼
玉
県
小
敷
田
遺
跡
出
土
の
八
号
木
簡

（『埼
玉

県
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
業
団
調
査
報
告
書
第
九
五
集
―
小
敷
田
遺
跡
』

一
九
九

一
）
等
が
あ
る
。
「根
代
布
」
の
事
例
と
し
て
は
平
城
京
二
条
大
路
出
土
の
木
簡
に

「上
野
国

糠
代
布
」
翁
平
城
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
』
二
四
　

一
九
九

一
）
と
み
え
る
。
な
お

「勘
夫
」
は

「堪
夫
」
の
誤
り
か
。

（
器

）

×

（
買

）

×

∞
　

も
鍵

Ｑ

『
『
＞
）

追

Ｓ
Ｄ
８
０
２
８
　
２
層
　
３‐
Ｇ
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第二章 木簡の釈文と解説

一
一一（

□
□
□
□
解
　
申
進
上
東
虫

　

『
人
人
□
』

〔升
〕

□
□
□
□
　
□
□
□
　
□
□
　
□
□
□
　
□

九
　
　
九
九

九
□

上
端
は
快
り
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

・
オ
リ
。
両
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
。

解
式
の
文
書
簡
。
表
の
下
部
と
裏
は
習
書
と
思
わ
れ
る
。

（
∞
〇
〇
）

×
　
（
卜
『
）

×

い
　

も
％
』
　
拍
一

Ｓ

Ｄ

７

０

３

ｌ

ｏ
Ｓ

Ｄ

８

０

２

８

　

３２

Ｇ

Ｇ

認

）

×

お

×

∞
　

陀

只

３

喘ｏ
ω
）

板

Ⅱ

・
ヒ

ノ

キ

属

Ｓ

Ｄ

７

０

３

１

　

３２

Ｇ

□
四
七
升
八

□
五
七
丹
五

四
六
升
四
□

五
六
丹
　
□

口口
□□

□
金
刺
舎
人
小
尼
南
　
□
国
人
□

南
南
南
南
　
□
　
□
　
北
　
　
□

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
オ
リ
。
下
端
の
一
部
に
キ
リ
。

表
は
九
九
を
記
す
。
裏
は
人
名
等
を
記
す
習
書
。

両
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

裏
調
整
法
不
明
。



一
三

（縮
尺
三
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一
）



第二章 木簡の釈文と解説

一一七
一一八

〔丹
〕

六
□
六
三
五
十
五
日

□

□

目

□

四
五
丹

目

□

」

〔穴
〕

大
大
大
入
入
□

目

□

目

　

」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ
。
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

一
一
六
号
木
簡
と
同

一
個
体
か
。

「
尾
張

マ
ロ

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
欠
損
。
右
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
、
も
し
く
は
欠
損
。

尾
張
部
は
秋
田
城
跡
出
土
の
一
一
〇
号
木
簡

（『秋
田
城
跡
調
査
事
務
所
研
究
紀
要
Ⅱ

表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

秋
田
城
出
土
文
字
資
料
集
Ⅱ
』

（
ド
〇
〇
）
　
×
　
（
卜
〇
）
　
×

ｕ
　
　
も
』
Ｓ
（
”
ｏ
「ｏ
ト
ヘ
）
　
油通

Ｓ

Ｄ

７

０

３

１

　

３２

Ｇ

８
∞
）
×

∩
ｏ
）
×
Ｎ
　
ミ
只
∞
ｏ〔ｏ〔じ
　
板
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

３

１

　

３２

Ｇ

一
九
九
二
）
等
に
み
え
る
。
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第二章 木簡の釈文と解説

一一九
一一３

□
○

物
部

□上
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

。
オ
リ
。
両
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

一
二
〇
号
と
同

一
個
体
か
。
中
央
部
に
孔
が
あ
る
。

□上
下
端
は
欠
損
。
左
側
面
は
二
次
的
な
キ
リ
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

一
一
九
号
と
同

一
個
体
か
。

●●

木
製
品

（用
途
不
明
）
に
転
用
。
表
裏

ハ
ギ
ト
リ
。

（∞
ｕ
）
　
×
〔
（Ｎ
Ｎ
）

Ｓ

Ｄ

７

０

２

８

も
％
』
（
”
『
『
”
）
　
椰
“

（関
『）
　
）Ｘ
　
（ド
ド）

Ｓ

Ｄ

７

０

２

８

蓉こ習こ

も
％
ヽ
（Ｎ
Ｏ
〔〇〔Ｎ
）
　
泊
足

（
Ｈ
∞
〇
）

×
　
（
∞
）

×

い
　

も
ヽ
い
　
泊
一

Ｓ

Ｄ

７

０

２

８
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Ｇ



第二節 第二水田対応層出土木簡

図
版
四
〇



第二章 木簡の釈文 と解説

一一三
一一三

一一西

第
四
節
　
第
二
水
田
対
応
層
出
土
木
簡

「
□

上
端
は
側
面
ケ
ズ
リ
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
ｏ
オ
リ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

・
「
□
□
□
」

・
「
　

口
□
」

上
下
端
は
キ
リ
に
よ
る
成
形
。
表
裏
調
整
法
不
明
。
断
面
は
三
角
形
を
呈
す
る
。

上
端
は
キ
リ
に
よ
る
成
形
。
下
端
は
欠
損
。
表
調
整
法
不
明
。
裏
無
調
整
。

蛇
行
し
た
墨
線
が
表
裏
に
あ
る
。
斎
串
に
墨
書
。

（Ｓ
）
×
〓

×
卜
　
Ｒ
只
〓
Ｆ
）

板
Ｉ

Ｓ

Ｄ

７

０

２

６

　

３４

Ｇ

ドロ

×
ピ

×
Ｎ
～

〓
　
Ｒ
』
（〓
〓
）

追

Ｓ

Ｄ

７

０

２

６

　

３４

Ｇ

∩
Ｓ
）
×
誌

×
い
　
も
Ｒ
Ｃ
８
じ
　
柾

ｏ
ヒ
ノ
キ
属

Ｓ

Ｄ

８

０

２

９

　

３４

Ｇ

L
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第二章 木簡の釈文と解説

一一三
一一天

（墨
線
）

「上
端
は
キ
リ
に
よ
る
成
形
。
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ

ｏ
オ
リ
。
右
側
面
は
無
調
整
。
表
裏
無
調
整
。

蛇
行
し
た
墨
線
が
片
面
に
あ
る
。
斎
串
に
墨
書
。

□

目

――

――
□

」

上
端
は
二
次
的
な
キ
リ

ｏ
オ
リ
。
下
端
は
平
面
ケ
ズ
リ
。
左
側
面
は
二
次
的
な
サ
キ
。
表
裏
調
整
法
不
明
。

（０
∞
）
　
×
（
（Ｈ卜
）

Ｓ

Ｄ

７

０

２

５

（
『
ｏ
）

×

Ｈ
∞

×

Ｎ
　

も
い
【
（
∞
ｏ
ｏ
げ
）
　
拍
一

Ｓ

Ｄ

７

０

２

６

　

３４

Ｇ

ミ
沢
巴
〔Ｐ
じ
　
追

・
ヒ
ノ
キ
属

蓉蚤
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第四章 屋代遺跡群出土木簡の製作技法と廃棄方法

第
四
章
　
屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の

製
作
技
法
と
廃
棄
方
法

は

じ

め

に

屋
代
遺
跡
群
か
ら
出
土
し
た
木
簡
は
、

「製
作
」
、

「使
用
」

の
段
階
を
経
た
の
ち
に

「廃
棄
」

さ
れ
た
最
終
の
姿
を
呈
し
て
い
る
。

本
章
で
は
考
古
資
料
と
し
て
の
木
簡
の

「製
作
」
、
「廃
棄
」

に
係
わ
る
技
法
の
特
徴
を
観
察
し
、
文
字
か
ら
推
測
さ
れ
る

「使

用
」
の
状
況
、
二
章
で
提
示
さ
れ
た
木
簡
の
出
土
状
況
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
。
そ
の

中
で
、
木
簡
の
製
作
地
、
製
作
者
の
問
題
、
使
用
後
の
転
用
や
廃
棄
方
法
の
問
題
を
含

め
た
、
木
簡
の
よ
り
広
範
な
特
性
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
た
め
の
基
礎
作
業
を
行

っ

て
い
く
。

第

一
節
　
木
簡
の
形
態
と
製
作
技
法

一
　

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡

の
形
態

と
製
作
技
法

０

木
簡
の
形
態
分
類

今
回
掲
載
し
た

一
二
六
点
の
木
簡
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
の
端
部
が
残
存

し
て
い
る
も
の
は
全
体
の
約
半
数
で
あ
り
、
上
下
端
が
と
も
に
残
存
し
て
い
る
も
の
は

一
九
点
に
す
ぎ
な
い

（図
３９
）ｏ　
こ
れ
ら
は
そ
の
平
面
形
態
か
ら

「短
冊
型
」
、
「剣
先

型
」
、
「切
込
型
」
の
三
型
式
に
分
類
さ
れ
る
。
短
冊
型
は
文
字
ど
お
り
長
方
形
の
形
状

を
と
る
も
の
を
指
し
、
剣
先
型
は
下
端
を
鋭
角
に
尖
ら
せ
た
も
の
、
切
込
型
は
上
も
し

く
は
下
部
に
切
り
込
み
の
あ
る
も
の
を
指
す

（凡
例
九
参
昭
じ
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
上
下

端
の
形
状
に
注
目
す
る
と
、
個
体
差
が
大
き
い
も
の
の
、
直
線
的
に
成
形
、
調
整
が
な

さ
れ
る

「直
頭
形
」
、
主
に
側
面
ケ
ズ
リ
、
稀
に
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ
っ
て
複
数
の
稜
が

削
り
出
さ
れ
て
い
る

「複
数
稜
形
」
、

主
に
側
面
削
り
に
よ

っ
て
緩
い
二
等
辺
三
角
形

を
作
る

「圭
頭
形
」
に
分
類
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
た
結
果
、
屋
代
遺
跡
群

で
見
ら
れ
る
木
簡
は

一
一
類
型
に
分
類

で
き
た

（凡
例
九
）。
こ
の
う
ち

「切
込
型
」

は
、
第
三
水
田
対
応
層
出
土
の
六
点
に
す
ぎ
な
い
。
各
時
期
を
通
じ
て
直
頭
形
の
短
冊

型
が
最
も
多
い
が
、
複
数
稜
形
も

一
定
量
を
占
め
る
。

国

成
形
、
調
整
技
法
の
種
類

木
簡
の
樹
種
は
顕
微
鏡
観
察
を
し
た
四
二
点
中
四
〇
点
ま
で
が
ヒ
ノ
キ
属
で
あ
り
、

木
簡
の
内
容
、
型
式
、
時
期
を
問
わ
ず
ヒ
方
キ
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
木
取
り
は

柾
目
二
六
ダ
ロ、
板
目
Ｉ
二
五
ダ
Ｈ
で
そ
の
他
は
追
柾
目
、
板
目
Ⅱ
な
ど
中
間
的
な
部
分

を
使

っ
て
お
り
、
木
を
無
駄
な
く
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

木
簡
の
成
形
、
調
整
に
は

「切
る
」
、
「割
く
」
と

「削
る
」
を
基
本
と
し
た
い
く

つ

か
の
技
法
が
使
わ
れ
る
。
凡
例
で
示
し
た
よ
う
に
、
端
面
の
成
形
、
調
整
に
は
キ
リ
、

キ
リ

ｏ
オ
リ
、
平
面
ケ
ズ
リ
、
側
面
ケ
ズ
リ
が
使
わ
れ
、
表
面
の
調
整
に
は
カ

ッ
ト
グ

ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
、

ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
な
ど
が
使
わ
れ
る
。

一
一　

第
五
水

田
対
応
層
出
土
木
簡

の
様
相

第
五
水
田
面
か
ら
は
九
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
内
容
が
検
討
で
き
る
資
料
は

何
れ
も
文
書
木
簡
で
あ
る
。
完
形
品
は
、
短
冊
型
の
三
号

（図
４‐
）
と
九
号

（図
４０
）

の
み
で
、
そ
の
他
は
型
式
が
判
明
し
な
い
た
め
、
上
、
下
端
の
形
態
別
に
記
載
す
る
こ

と
に
す
る
。

直
頭
形
は
、
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
上
下
端
を
調
整
す
る
九
号
と
上
端
を
平
面
ケ
ズ

リ
に
よ

っ
て
斜
め
に
面
取
り
す
る
三
号
、
五
号

（図
４０
）
と
頭
部
調
整
を
施
さ
な
い
四

号

（図
４０
）
に
分
け
ら
れ
る
。
特
に
三
号
は
下
端
を
約
七
〇
度
に
尖
ら
せ
た
上
、

そ
の

両
辺
を
表
裏
面
か
ら
斜
め
に
面
取
り
し
て
い
る
。
同
じ
く
下
端
を
約

一
〇
五
度
に
尖
ら

せ
た
も
の
に
、
層
位
的
に
最
古
の
木
簡
と
さ
れ
る

一
号

（図
４０
）
が
ぁ
る
。　
一
号
は
上

端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
長
さ
三
九
、

五
ル
ーン
房
に
対
し
、

厚
さ
約

一
～
二
６
膠
と
際
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ロ
ーー
ーー
ー‐
Ｗ
Ｖ
００５

（
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∩
日

日
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∪
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口

目

目

目

□
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対応層

型

式

第 2

水田対応層

第 3

水田対応層

第4

水田対応層

第 5

水田対応層

合  計

( )内 は第二章中で 061と表記しているもの

〔 〕内は片方のみにキリカキがあるもの
図 39 木簡の形態

立

っ
て
薄
い
板
目
材
を
用
い

て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ

る
。
三
号
は
製
作
時
の
、
五

号
は
製
作
時
も
し
く
は
文
字

を
消
去
す
る
た
め
の
カ

ッ
ト

グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
み
ら
れ

る
。

四
号
は
上
端
、
表
面
、

側
面
と
も
に
調
整
を
施
し
て

い
な

い
特
異
な
木
簡

で
あ

る
。

下
端
表
面
の
深
い
ケ
ズ

リ
も
、

文
字
に
は
直
接
関
わ

ら
な
い
こ
と
か
ら
成
形
時
に

行
わ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

璽
電
神
」
と
記
さ
れ

て
い
る

こ
と
に
よ

っ
て
祭
祀
に
係
わ

る
木
簡
と
推
測
さ
れ
る
が
、

同
じ
く
祭
祀
に
係
わ

っ
た
と

さ
れ
る
斎
串
の
多
く
に
は
、

表
面
に
刃
物
の
痕
跡
を
殆
ど

残
さ
な
い
も
の
の
、

平
滑
な

調
整
が
施
さ
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、

本
木
簡
は
成
形
の

段
階
の
縦
方
向
の
力
に
よ
る

材
の
分
割
で
製
作
を
終
え
る

と

い
う
違

い
を
も

っ
て
い

ＺＯ
。

複
数
稜
形
に
は
後
続
す
る
第
四
水
田
対
応
層
の
も
の
よ
り
は
稜
が
明
確
で
は
な
い
が
、

側
面
ケ
ズ
リ
で
上
端
調
整
が
な
さ
れ
る
二
号

（図
４０
）
が
相
当
す
る
。

〓
一　

第

四
水

田
対

応

層

出

土
木

簡

の
様

相

第
四
水
田
面
か
ら
は
三
六
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
お
り
、
付
札
と
推
定
さ
れ
る
も
の

は

一
点
の
み
で
文
書
木
簡
が
主
体
を
占
る
。
完
形
品
は
、
短
冊
型
の
み
で
、
二
〇
号

（図
４２
）、

二

一
号

（図
４２
）
が
直
頭
形
、　
〓
二
号

（図
４３
）ヽ

三
二
号

（図
４３
）
が
複
数

稜
形
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
の
他
は
欠
損
に
よ

っ
て
型
式
が
判
明
し
な
い
た
め
、　
一
括
し

て
上
端
の
形
態
別
に
記
載
す
る
。

直
頭
形
に
は
キ
リ

・
オ
リ
痕
を
残
し
た
ま
ま
、
そ
の
二
～
三
５
房上
に
側
面
ケ
ズ
リ

を
行
う
三
四
号

（図
４２
）ヽ

上
下
両
端
を
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
斜
め
に
面
取
り
す
る

二
〇
号
、
二

一
号
、
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
平
ら
に
調
整
す
る

一
〇
号

（図
版
四
）、

三
六
号

（図
４３
）ヽ

キ
リ
に
よ
る
成
形
を
施
し
て
い
る
の
み
の

一
五
号

（図
４２
）
が
相
当

す
る
。
三
五
号

（図
４２
）
は
磨
耗
に
よ

っ
て
調
整
方
向
が
確
認
で
き
な
い
。
端
面
が
斜

め
に
面
取
り
さ
れ
て
い
る
木
簡
で
は
、
二

一
号
は
第
五
水
田
面
の
二
点
と
同
様
に
、
面

取
り
が
施
さ
れ
た
方
の
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
二
〇
号
は
面
取
り

が
な
さ
れ
た
の
と
は
反
対
の
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

複
数
稜
形
の
木
簡
は
第
四
水
田
対
応
層
で
多
く
な
る
。
複
数
の
稜
は
全
て
側
面
ケ
ズ

リ
に
よ

っ
て
削
り
出
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、
本
水
田
対
応
層
で
側
面
ケ
ズ
リ
を
行
う
こ

と
に
よ

っ
て
成
形
痕
が
消
さ
れ
て
い
る
木
簡
は
、
全
て
複
数
稜
形
に
含
ま
れ
る
。
記
録

簡
と
さ
れ
る

一
三
号
は
上
端
に
四

つ
、
下
端
に
二

つ
以
上
の
稜
が
削
り
出
さ
れ
て
い

る
。
文
書
簡
と
さ
れ
る
三
二
号
の
上
端
に
は
側
面
ケ
ズ
リ
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

明
確
な
稜
は
形
成
さ
れ
て
お
ら
ず
、
下
端
に
は
四
稜
が
削
り
出
さ
れ
て
い
る
。
上
端
の

み
残
存
す
る
木
簡
で
は
、
郡
符
木
簡
と
さ
れ
て
い
る

一
六
号

（図
４３
）
に
は
緩
い
稜
が

二

つ
、

三
二
号

（図
４３
）
に
は
三

つ
の
稜
が
形
成
さ
れ
て
い
る
。
本
水
田
対
応
層
の
複

数
稜
形
木
簡
は
、
何
れ
も
表
面
の
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
が
、
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特
に

一
六
号
に
は
刃
物
を
引
い
た
跡
と
推
定
さ
れ
る
斜
線
が
多
数
見
ら
れ
、
そ
の
部
分

の
文
字
が
薄
く
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
三
二
号
も
二
減
―ン
房
以
下
か

つ
不
規
則
な
ケ
ズ
リ

痕
跡
を
も

つ
が
、
赤
外
線
を
照
射
し
て
も
文
字
が
判
読
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
二
次
的

に
文
字
を
消
す
た
め
の
ケ
ズ
リ
が
行
わ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。　
〓
二
号
、
三
二
号

に
は
、
部
分
的
に
ニ
ル
ーン
房
以
下
の
ケ
ズ
リ
痕
跡
が
集
中
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
や
は
り

部
分
的
に
文
字
を
書
き
直
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
複
数
稜
形
の
法
量
は
後
述
の

付
札
よ
り
は
上
回
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
る

（図
５９
）ｏ
さ
ら
に
こ
れ
ら
は
、
Ｓ
Ｄ
７

０
３
５
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
も
し
く
は

「
Ｓ
Ｄ
７
０
３
５
に
廃
棄
さ
れ
た
後
に
湧
水
な

ど
の
作
用
で
流
出
し
、
淀
み
に
た
ま

っ
た
可
能
性
が
高
い
」
も
の
か
ら
構
成
さ
れ
、
時

間
的
な
近
接
関
係
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
内
容
的
に
は
郡
符
木
簡
を
含
む
文
書
簡

と
、
記
録
簡
か
ら
構
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
は
廃
棄
の
た
め
の
ケ
ズ
リ
、
書
き
直
し
の
た

め
の
ケ
ズ
リ
を
施
し
た
木
簡
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
後
出
の
第
三
水
田
対
応
層
の
付

札
と
は
異
な
る
形
態
と
製
作
技
法
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
複
数
稜
形
は

一

つ
の
木
簡
群
と
し
て
何
ら
か
の
製
作
、
使
用
上
の
ま
と
ま
り
が
推
定
で
き
る
。
屋
代
遺

跡
群
の
場
合
、

そ
れ
は
郡
家

（郡
衛
）
ま
た
は
そ
の
関
連
施
設
な
ど
と
関
係
す
る
可
能

性
も
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

圭
頭
形
は

一
八
号
、　
二
八
号
、

三

一
号
の
三
点
で
あ
る

（図
４４
）ｏ

圭
頭
部
の
角
度

は

一
八
号
が
五
五
度
、
二
八
号
が
五
〇
度
、
三

一
号
が
五
五
度
と
近
似
す
る
。
こ
れ
に

対
し
、
第
五
水
田
対
応
層
の

一
号
は

一
〇
五
度
、
第
二
水
田
対
応
層
で
は
七
七
号
の
八

〇
度
か
ら
八
七
号
の

一
二
五
度
の
間
に
分
布
し
、
平
均

一
一
四
度
で
あ
る
。
屋
代
遺
跡

外
の
出
土
例
を
概
観
す
る
と
、
圭
頭
の
角
度
が
九
〇
度
を
下
回
る
も
の
は
、
圭
頭
部
を

斜
め
に
面
取
り
す
る
も
（鋭

や

「木
簡
状
木
製
品
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
を
除
い
て
は

ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
　
一
八
号
は
三
同
月
の
厚
さ
の
板
目
材
Ⅱ
で
、

表
面
に
は
カ

ッ

ト
グ
ラ
ス
状
及
び

ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
が
見
ら
れ
る
。
木
簡
の
形
態
と
人
名
が
書
か
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
付
札
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
付
札
と
す
れ
ば
現
時
点
で
屋
代
遺
跡
群

最
古
の
付
札
と
な
り
、
か

つ
付
札
に
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
施
さ
れ
る
稀
な
例
と
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一

一
一エハ

も
な
る
。
二
八
号
は
四
崎
房、
三

一
号
は

一
５
月
の
厚
さ
の
柾
目
材
で
、
表
面
を
平
坦
に

成
形
し
て
い
る
が
調
整
痕
が
見
ら
れ
な
い
。
特
に
三

一
号
は

一
碕
房
と
い
う
薄
さ
と
、

表
面
に
調
整
痕
が
見
ら
れ
ず
圭
頭
形
を
呈
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、
屋
代
遺
跡
群
で

出
土
し
て
い
る
斎
串
と
類
似
す
る

（図
４７
）ｏ
通
常
の
木
簡
の
圭
頭
部
と
対
照
的
に
斎

串
の
圭
頭
部
の
角
度
が
、
鋭
角
か
ら
鈍
角
ま
で
広
範
に
分
布
す
る
傾
向
を
考
慮
す
る

と
、
三

一
号
以
外
の
二
点
の
木
簡
も
、
形
態
に
お
い
て
斎
串
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
よ

ンｎノ。こ
の
他
に
、
剣
先
型
の
下
端
の
み
残
存
し
て
い
る
木
簡
が
あ
る
。

二
五
号

（図
４４
）

一

∩
＝
＝
――
＝
＝
‐―
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
――
＝
＝
＝
＝
Ｉ
、
　
　
四

二

と
三
〇
号

（図
４４
）
が
該
当
す
る
が
、
両
者
と
も
頭

部
の
形
態
は
不
明
で
あ
る
。
特
に
二
五
号
は
下
端

の
剣
先
部
を
表
裏
両
側
か
ら
斜
め
に
面
取
り
を
し

て
角
を
落
と
し
て
お
り

（”
ｏｏｕし
、
そ
の
方
法
が
第

五
水
田
面
の
三
号

（ドヽ
ｏｏ∞じ

と
共
通
す
る
。

こ
の

よ
う
な
形
態
と
、
上
端
に
表
裏
両
面
か
ら
刃
物
を

入
れ
て
の
キ
リ

・
オ
リ
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は

特
徴
的
で
あ
る
。

「下
端
を
左
右
両
側
面
か
ら
削
り

尖
ら
せ
る
」
木
簡
と
米

の
付
札
と
の
関
係
は
既
に

指
摘
さ
れ
て
い
る

（平
川

一
九
九
〇
）。
本
遺
跡

の

二
点
は
面
取
り
が
行
わ
れ
て
い
る
剣
先
部
の
角
度

が
異
な
る
た
め
、
同

一
類
型
に
含
め
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
今
後
同

一
の
平
面
形
を
持
ち
、
表
裏

両
方
向
か
ら
左
右
両
側
面
を
削

っ
て
面
取
り
を

し

て
い
る
木
簡
が
見

つ
か
れ
ば
、

そ
れ
ぞ
れ
何

ら
か

の
機
能
上

の
共
通
性
を
想
定

で
き
る
の
で

は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
、
留
意
し

て
い
く
必
要

が
あ
る
。

喩

一
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図 46 第四水田対応層出土木簡 (五 )

四
　
第

二
水

田
対
応
層

出
土
木
簡

の
様
相

第
三
水
田
面
か
ら
は
七
六
点
の

木
簡
が
出
土
し
て
い
る
。
そ
の
う

ち
完
形
品
は

一
二
点
、
上
下
端
の

い
ず
れ
か
が
残
存
し
て
い
る
も
の

は
三

一
点
で
あ
る
。
短
冊
型
、
剣

劇

¨

Ⅷ
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同
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‐ ‐
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∩
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先
型
、
切
込
型
と
短
冊
型
も
し
く
は
剣
先
型
に
相
当
す
る
木
簡
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

Ｈ

短
冊
型

短
冊
型
の
完
形
品
は
頭
部
調
整
方
法
の
不
明
な
五
五
号

（図
版
１９
）
と
表
面
に
二
次

的
な
転
用

（廃
棄
行
為
）
が
行
わ
れ
て
い
る
六
〇
号

（図
５４
）
の
み
で
、
ど
ち
ら
も
直
頭

形
で
あ
る
。
特
に
六
〇
号
は
文
書
木
簡
の
中
で
は
最
も
表
面
調
整
が
粗
雑
で
凹
凸
が
明

確
に
見
ら
れ
る
。

国

短
冊
型
も
し
く
は
剣
先
型

片
端
し
か
残
存
し
て
い
な
い
た
め
、
短
冊
型
に
属
す
る
か
剣
先
型
に
属
す
る
か
判
断

で
き
な
い
木
簡
は
三
二
点
に
の
ぼ
る
。

直
頭
形
は
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
端
部
を
平
坦
に
調
整
す
る
六
五
号

（図
版
２２
）、

一
〇
六
号

（図
５４
）
端
部
を
急
角
度
の
斜
め
に
面
取
り
調
整
す
る

一
一
〇
号

（図
版
３６
）

端
部
を
山
形
に
面
取
り
調
整
す
る
五
二
号

（図
４８
）、　
一
一
四
号

（図
４９
）、　
一
一
七
号

（図
版
３９
）、
完
全
な
側
面
ケ
ズ
リ
を
施
す
八

一
号

（図
４８
）ヽ

キ
リ

ｏ
オ
リ
痕
を
残
し
た

ま
ま
、
そ
の
位
置
で
側
面
ケ
ズ
リ
を
行
う
四
六
号

（図
４８
）ヽ

キ
リ

・
オ
リ
痕
を
残
し

そ
の
数
碕
月上
に
側
面
ケ
ズ
リ
を
施
す
九
〇
号

（図
４９
）ヽ
　
一
〇
〇
号

（図
４９
）ヽ

ケ
ズ
リ

方
向
不
明
の
七
〇
号

（図
版
２３
）、　
一
〇
三
号

（図
版
３４
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
上
端

部
を
山
形
に
面
取
り
す
る
技
法

（例

Ｆ
８
じ

は
、
本
水
田
対
応
層
で
初
出
す
る
。

中

で
も
端
部
調
整
を
入
念
に
行

っ
て
い
る

一
一
四
号
は
、
埴
科
郡
司
か
ら
屋
代
郷
長
里
正

等
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
郡
符
木
簡
で
あ
り
、　
一
一
七
号
は
九
九
算
を
記
し
た
木
簡
で
あ

る
。
ま
た
、
調
整
方
法
が
共
通
す
る
九
〇
号
と

一
〇
〇
号
が
、
同
じ
舟
山
郷
か
ら
も
た

ら
さ
れ
た
付
札
で
あ
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。

複
数
稜
形
に
は
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
三

つ
の
稜
を
削
り
出
す
四
九
号

（図
４９
）、

六
八
号

（図
４９
）、

八
八
号

（図
５０
）、

同
じ
く
二

つ
の
稜
を
作
り
出
す

一
〇

一
号

（図

５０
）
が
ぁ
る
。
特
に
八
八
号
は
柾
日
、
厚
手
で
横
方
向
に
廃
棄
の
た
め
の
キ
リ
の
痕
跡

が
ニ
カ
所
に
わ
た

っ
て
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
内
容
が
完
全
に
解
る
も
の
は
無
い

が
、
八
八
号
の
み
は
、
文
書
木
簡
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
う
ち
第
四
水
田
対
応

層
出
土
の
複
数
稜
形
木
簡
に
特
有
の
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
が
見
ら
れ
る
も
の
は
四

九
号
の
み
で
、
六
八
号
の
裏
面
に
は
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
が
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の

調
整
痕
は
明
確
で
は
な
い
。

圭
頭
形
の
木
簡
で
は
圭
頭
部
を
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
表
と
裏
か
ら
交
互
に
面
取
り

が
さ
れ
て
い
る
八
七
号

（図
５‐
）
が
特
異
で
あ
る
。
本
木
簡
の
表
裏
面
に
は
細
か
い
平

行
線
が
連
続
し
て
い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
る
。
平
行
線
の

一
部
は
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ

の
剥
離
痕
の
中
に
収
ま
る
が
、
剥
離
痕
を
越
え
る
も
の
も
あ
る
。
本
木
簡
と
近
接
し
た

時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
八
六
号
は
剣
先
型
の
複
数
稜
形
に
分
類
さ
れ
る
が
、
そ
の
内
二

つ

の
稜
は
こ
の
八
七
号
と
同
様
に
表
、
裏
か
ら
交
互
に
面
取
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

他
は
、　
一
四
〇
度
以
上
の
緩
い
圭
頭
部
を
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
調
整
し
て
い
る
八
〇

号

（図
版
２６
）ヽ
　
一
一
八
号

（図
版
３９
）ヽ
　
一
〇
〇
度
以
下

の
圭
頭
を
側
面
ケ
ズ
リ
に

よ

っ
て
調
整
し
て
い
る

一
〇
八
号

（図
５‐
）、
五
八
号

（図
版
１９
）、
七
七
号

（図
５０
）
が

あ
る
。
ま
た

一
一
二
号

（図
５‐
）
は
、
右
側
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
左
側
の
稜
の
角

度
か
ら
圭
頭
形
と
推
定
し
て
い
る
。
特
に
七
七
号
は
下
端
を
側
面
削
り
に
よ

っ
て
、
逆

の
圭
頭
形
に
加
工
し
て
お
り
、
本
水
田
対
応
層
で
は
特
殊
な
例
で
あ
る
。
ま
た
五
八
号

は
、　
一
ぼ
月
の
厚
さ
と
調
整
方
法
か
ら
斎
串
と
判
断
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
八
七
号
は
、
九
七
号

（図
５５
）
と
と
も
に
２８
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
が
、

こ

の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
他
の

一
一
点
が
、
両
溝
の
合
流
部
分
で
出
土
し
て
い
る
の
に
対

し
て
、
両
木
簡
は
こ
れ
ら
と
離
れ
た
水
田
付
近
で
出
土
し
て
い
る
。

口

剣
先
型

剣
先
型
の
下
端
を
持

つ
木
簡
の
う
ち
頭
部
の
形
態
が
直
頭
形
の
も
の
は
、
上
端
が
キ

リ
成
形
の
み
の
七
九
号

（図
罷
）、
平
面
ケ
ズ
リ
で
頭
部
に
短
軸
に
平
行
し
た
稜
の
残

る
九

一
号

（図
５０
）、

キ
リ

。
オ
リ
痕
を
残
し
た
平
面
ケ
ズ
リ
の
六
四
号

（図
５‐
）、

七

三
号

（図
５２
）、
七
五
号

（図
５２
）
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
特
に
九

一
号
は
営
科
郷
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
付
札
で
あ
り
、
こ
の
上
端
の
調
整
技
法
は
同
じ
等
信
郷
記

載
を
も

つ
転
用
品
の
六
二
号

（図
５０
）
と
共
通
す
る
。
ま
た
六
四
号
、
七
三
号
、
七
五
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第一節 木簡の形態と製作技法

号
、

七
九
号
は
形
態
が
類
似
す
る
が
、

法
量
も
近
似
す
る

（図
５９
０
）ｏ

さ
ら
に
、

何

れ
も
片
面
の
み
に
文
字
が
書
か
れ
、
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
面
は
調
整
さ
れ
て
い
な

い
と
い
う
共
通
性
を
持

っ
て
い
る
。
た
だ
、
記
載
内
容
は
七
三
号
が
郷
名
、
里
名
、
人

名
で
あ
り
、
七
九
号
が
郷
名
か
ら
書
き
出
し
て
い
る
の
に
対
し
七
五
号
は
人
名
の
み
と

い
う
違
い
が
あ
る
。

剣
先
型
木
簡
は
全
て
２４
グ
ル
ー
プ
か
ら
２６
グ
ル
ー
プ
、
す
な
わ
ち
湧
水
坑
が
埋
め
戻

さ
れ
た
あ
と
の
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
の
堆
積
層
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
廃
棄
の
時
間
幅
が
短

い
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
中
で
も
七
三
号
、
七
五
号
、
七
九
号
は
廃
棄
層
が
同

一
で
あ

り

（２７
グ
ル
ー
プ
）、
形
態
の
類
似
性
か
ら
推
定
さ
れ
る
製
作
集
団

（も
し
く
は
個
人
）

の
近
似
性
と
、
廃
棄
時
間
の
近
接
性
が
見
事
に

一
致
す
る
。
特
に
七
三
号
と
七
九
号
は

ど
ち
ら
も
舟

（船
）
山
郷
記
載
を
持

つ

（も
し
く
は
推
定
さ
れ
る
）
付
札

で
あ
る
。　
一

方
、
同
じ
船
山
郷
名
を
持

つ
木
簡
の
う
ち
直
頭
形
で
、
キ
リ

ｏ
オ
リ
痕
跡
を
残
し
た
ま

ま
そ
の
二
～
三
同
房上
を
調
整
す
る
癖
が
み
ら
れ
る
九
〇
号
は
、
こ
れ
ら
よ
り
後
続
す

る
２８
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
が
、
出
土
状
況
か
ら
こ
れ
ら
と
は
か
な
り
時
間
的
に
近
接
し

て
廃
棄
さ
れ
た
こ
と
が
解

っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
仮
に
技
法
の
特
徴
を
集
団

（も
し
く
は
個
人
）
に
宛
て
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
同
じ
舟

（船
）
山
郷
内
に
こ

の
時
期
七
三
号
、
七
五
号
、
七
九
号
の
技
法
で
木
簡
を
製
作
す
る
集
団

（個
人
）
と
九

〇
号
、　
一
〇
〇
号
の
技
法
で
木
簡
を
製
作
す
る
集
団

（個
人
）
の
二
者
が
存
在
し
た
可

能
性
が
指
摘
で
き
よ
う
。

頭
部
の
形
態
が
複
数
稜
形
の
も
の
は
、
郡
里
制
下
に
属
す
る
付
札
と
考
え
ら
れ
、
上

端
が
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ
る
二

つ
の
稜
を
持

つ
六
九
号

（図
５２
）
と
ヽ
平
面
ケ
ズ
リ
と
側

面
ケ
ズ
リ
に
よ
る
三

つ
の
稜
を
持
ち
、
圭
頭
形
に
近
い
形
に
加
工
さ
れ
て
い
る
五

一
号

（図
５‐
）、
側
面
、
平
面
ケ
ズ
リ
を
併
用
し
た
八
六
号

（図
５２
）

で
あ
る
。
第
二
水
田
対

応
層
の
剣
先
型
木
簡
は
表
面
の
ケ
ズ
リ
痕
跡
が
ほ
と
ん
ど
観
察
で
き
な
い
た
め

「
調
整

法
不
明
」
に
分
類
し
て
い
る
が
、
唯

一
、
五

一
号
の
表
に
は
明
確
な

ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ

リ
が
み
ら
れ
る
。
本
木
簡
は
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
ま
で
は
細
か
く
な
い
も
の
の
、

こ
の
よ
う
な
調
整
方
法
、
上
端
の
形
態
に
加
え
、
三
四
九
５
月
の
長
さ
、
七
崎
”
の
厚
さ

を
持

つ
点
で
そ
の
他
の
付
札
と
は

一
線
を
画
し
、
む
し
ろ
第
四
水
田
対
応
層
の
複
数
稜

形
の
文
書
木
簡
に
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
圭
頭
形
で
は
な
い
も
の
の
、
右
側
の
表
面

と
側
面
の
角
を
斜
め
の
ケ
ズ
リ
で
除
去
し
て
い
る
点
は
特
異
で
あ
る
。
さ
ら
に
完
形
の

付
札
の
中
で
、
郷
、

［里
］
、
人
名
に
加
え
、
物
品
名

（「稲

一
束
し

ま
で
が
記
載
さ
れ

て
い
る
唯

一
の
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
五

一
号
は
あ
ら
か
じ
め
他
の
付
札
と
は

異
な
る
機
能
が
与
え
ら
れ
て
い
た
、

も
し
く
は
他
の
付
札
と
は
異
な
る
集
団

（個
人
）、

す
な
わ
ち
複
数
稜
形
の
木
簡
を
製
作
し
て
い
た
集
団

（個
人
）

に
よ

っ
て
製
作
さ
れ
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。　
一
方
、
八
六
号
は
先
述
し
た
よ
う
に
上
端
の
製
作
方
法
は
む

し
ろ
記
録
簡
で
あ
る
八
七
号
に
類
似
し
て
お
り
、
書
式
が
二
行
割
り
書
き
で
あ
る
点
、

法
量
の
点

（図
５９
）
で
や
は
り
他
の
付
札
と
は

一
線
を
画
す
る
。
ま
た
、
六
九
号
は
郡

里‥
制
下
の
記
載
を
有
す
る
が
、
八
世
紀
初
頭
前
後
の
年
代
が
推
定
さ
れ
て
い
る
第
四
水

田
対
応
層
に
上
端
の
残
存
す
る
付
札
が
皆
無
で
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
複
数
稜
形
の

端
部
製
作
技
法
が
前
段
階
す
な
わ
ち
郡
里
制
段
階
の
技
法
の
残
存
で
あ
る
か
ど
う
か
を

確
認
す
る
こ
と
は
、
現
状
で
は
で
き
な
い
。

剣
先
部
の
み
が
残
存
し
て
い
る
木
簡
は
五
七
号

（図
５‐
）、

九
二
号

（図
５２
）、
　
一
〇

七
号

（図
版
３５
）
で
あ
り
ヽ
何
れ
も
付
札
の
可
能
性
が
あ
る
。

回

切
込
型

切
込
型
の
木
簡
は
六
点
存
在
す
る
。
こ
こ
で
は
欠
損
品
も
含
め
て
記
載
す
る
。

直
頭
形
で
上
端
を
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
調
整
す
る
も
の
に
は

「
て
」
型
状
に
近
い

「く
」
型
状
の
切
り
込
み
を
持

つ
六
七
号

（図
５３
）ヽ

平
面
ケ
ズ
リ
に
よ

っ
て
調
整
す
る

も
の
は
小
型
の

「く
」
型
状
切
り
込
み
を
持

つ
八
三
号

（図
５３
）
と

「Ｃ
」
型
状
の
切

り
込
み
を
持

つ
八
二
号

（図
５３
）
が
あ
る
。
上
端
が
複
数
稜
形
の
も
の
は

「
て
」
型
状

の
切
り
込
み
を
持

つ
七
二
号

（図
５３
）
と
緩
い

「く
」
型
状
の
切
り
込
み
を
持

つ
七
六

号

（図
５３
）
で
あ
る
。
圭
頭
形

の
も
の
は

「く
」
型
状

の
切
り
込
み
を
持

つ
七
四
号

（図
５３
）

で
あ
る
。

切
込
型
の
形
態
上
の
ば
ら

つ
き
は
極
め
て
大
き
い
。

た
だ
、

表
面
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¨
一
二
五

に
は
ほ
と
ん
ど
調
整
痕
が
観
察
で
き
な
い
と
い
う
点
、
裏
面
に
は
文
字
が
記
載
さ
れ
ず

調
整
も
表
面
と
同
様
、
も
し
く
は
無
調
整
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。

五
　

第

二
水

田
対

応

層

出

土
木

簡

の
様

相

第
二
水
田
面
か
ら
は
五
点
の
木
簡
が
出
土
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
が
、
全
て
が
端
部

の
い
ず
れ
か
が
残
存
し
て
い
る
。

完
形
品
は
短
冊
型
の

一
二
三
号

（図
版
４‐
）

の
み
で
、
端
部
は
キ
リ
に
よ

っ
て
成
形

さ
れ
て
い
る
。　
一
二
四
号

（図
５６
）
は
下
端
が
欠
損
し
て
い
る
も
の
の
、
両
側
縁
の
角

度
か
ら
剣
先
型
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、　
〓

一四
号
と
同
様
に
螺

旋
が
記
載
さ
れ
て
い
る

一
二
五
号

（図
５６
）
も
同
様

の
形
態

で
あ

っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
表
面
の
調
整
痕
は
観
察
さ
れ
ず
、
厚
さ
は
両
者
と
も
に
二
同
月
で
あ
る
。

こ
れ
ら

は
斎
串
と
形
態
が
類
似
し
、
螺
旋
を
記
載
し
て
い
る
と
い
う
点
で
も
、
通
常
の
木
簡
と

は
異
な
る
機
能
が
予
想
さ
れ
る
。
圭
頭
の
角
度
は

一
二
四
号
が
九
〇
度
、　
〓

一五
号
が

九
八
度
で
、　
一
般
の
木
簡
に
比
べ
る
と
や
や
鋭
い
。
こ
れ
に
対
し
、
圭
頭
で
あ
る
が
螺

旋
が
記
載
さ
れ
な
い

一
三
二
号

（図
５６
）

は
ヽ
　
〓
二
〇
度
と
緩
く
、

厚
さ
も
四
５
月
を

測
る
。

エ
ハ
　

小
結

０

木
簡
廃
棄
グ
ル
ー
プ
の
変
遷
と
木
簡
の
種
類

第
二
章
で
は
同

一
遺
構
、
同

一
層
位
か
ら
出
土
し
た
木
簡
の
ま
と
ま
り
を

「グ
ル
ー

プ
」
と
し
て
遺
跡
全
体
で
合
計
三
五
グ
ル
ー
プ
を
設
定
し
た
。
こ
こ
で
は
こ
の
グ
ル
ー

プ
の
変
遷
に
沿

っ
て
木
簡
の
組
成
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か
を
概
観
す
る
こ
と

に
す
る
。

第
五
水
田
対
応
層
で
は
１
か
ら
７
ま
で
の
七

つ
の
グ
ル
ー
プ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

一
グ
ル
ー
プ
に
は

一
号
の
み
が
属
す
る
が
、
短
冊
型
の
う
ち
、
端
部
が

〔３
〕
の
形
態

を
も

つ
木
簡
が
現
状
で
は
屋
代
遺
跡
群
最
古
の
も
の
と
な
る
。
。
直
頭
形
は
３
グ
ル
ー

1     0         5         10cm
一

    

―

       |  |  |  |  |

四

図 56 第二水田対応層出土木簡
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図 57 木簡の形態変遷



第一節 木簡の形態と製作技法

プ
の
下
８
Ｎ
型
式

（五
号
）
の
よ
う
に
、
上
端
を
斜
め
に
面
取
り
す
る
も
の
を
初
見
と

す
る
。
２
グ
ル
ー
プ
の
三
号

（ドヽ
ｏｏ∞
し

も
上
端
の
形
は
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の

よ
う
な
技
法
が
観
察
で
き
る
直
頭
形
の
木
簡
は
こ
の
ほ
か
第
四
水
田
対
応
層
に
二
点
見

ら
れ
る
の
み
で
、
古
い
段
階
に
特
徴
的
な
技
法
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
こ
の
よ
う
な

技
法
を
有
す
る
圭
頭
形
の
木
簡
は
、
第
二
水
田
対
応
層
の
２８
グ
ル
ー
プ
に

一
点

（八
七

号
）、
複
数
稜
形
の
木
簡
は
２７
グ

ル
ー
プ
に

一
点

（八
六
号
）
見
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対

し
、
直
頭
形
の
木
簡
で
も
上
端
を
山
形
に
面
取
り
調
整
す
る
も
の
は
２３
グ
ル
ー
プ
に

一

点

（五
二
号
）
含
へ８
じ
、

３２
グ
ル
ー
プ
に
二
点

（
一
一
四
号
、　
一
一
七
号
）
見
ら
れ
、
新

し
い
段
階
に
特
徴
的
で
あ
る
。

第
四
水
田
対
応
層
で
は
８
か
ら
２‐
ま
で
の

一
四
グ
ル
ー
プ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
９
グ
ル
ー
プ
で
複
数
稜
形
で
か

つ
表
面
に
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
の
見
ら
れ

る
ざ
いｏ〔Ｎ
型
式
の
木
簡

（
三
二
号
）
が
初
出
す
る
。　
こ
の
よ
う
な
両
者
を
兼
ね
備
え
た

木
簡
は
こ
の
後
１１
グ
ル
ー
プ
、

１７
グ
ル
ー
プ
で
出
土
し
て
い
る
が
、
第
三
水
田
対
応
層

の
２３
グ
ル
ー
プ
を
最
後
に
み
ら
れ
な
く
な
る
。
こ
れ
よ
り
上
層
で
出
土
し
て
い
る
同
形

の
木
簡
は
、
六
八
号
の
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ
リ
を
最
後
に
、
そ
れ
以
降
は
調
整
痕
が
明
確

で
な
く
な
る
。
ま
た
、
複
数
稜
形
の
特
殊
な
付
札
で
あ
る
五

一
号
は
こ
の
２３
グ
ル
ー
プ

に
属
す
る
。

第
二
水
田
対
応
層
に
は
２２
か
ら
３３
ま
で
の

一
二
の
廃
棄
グ
ル
ー
プ
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
先
ず
、
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ
を
も

つ
複
数
稜
形
の
出
土
す
る
グ
ル
ー
プ
の
最

終
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
２３
グ
ル
ー
プ
か
ら
、
付
札

（五

一
号
）、
も
し
く
は
人
名
の
書

か
れ
た
付
札
の
可
能
性
の
高
い
木
簡

（五
三
号
）
が
出
土
し
始
め
る
。

そ
し
て
五
二
号

の
よ
う
に
、
第
三
水
田
対
応
層
で
特
徴
的
な
上
端
部
を
山
形
に
面
取
り
す
る
技
法
を
持

つ
も
の
が
初
出
す
る
。

２５
グ
ル
ー
プ
、

２６
グ
ル
ー
プ
で
は
約
三
割
が
付
札
お
よ
び
そ
の

可
能
性
の
高
い
木
簡
に
な
る
。
特
に
２５
グ
ル
ー
プ
で
は
切
込
型
の
木
簡
が
初
出
す
る
。

さ
ら
に
２７
グ
ル
ー
プ
は
転
用
も
し
く
は
廃
棄
行
為
の
な
さ
れ
た
文
書
木
簡
な
ど
を
除
い

て
は
、
全
体
の
約
六
割
が
、
付
札
と
考
え
ら
れ
る
形
態
上
の
類
似
性
の
高
い
剣
先
型
木

剣 先 型 短冊型もしくは剣先型

複数稜形

∩
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＝
日
＝
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＝
Ｈ
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図 58 第二水田対応層出土付札の形態 (切込型を除く)

簡
と
形
態
上
の
類
似
性
の
低
い
切
込
型
木
簡
か
ら
構
成
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
こ
の
２７
グ
ル
ー
プ
を
最
後
に
切
込
型
の
付
札
の
廃
棄
は
終
了
し
、
代
わ

っ
て

２８
グ
ル
ー
プ
か
ら
は
木
簡
の
転
用
品
が
約
二
割
と
増
加
し
、
全
体
に
占
め
る
割
合
が
付

札
と
同
じ
に
な
る
。
ま
た
、

２８
グ
ル
ー
プ
と
、
Ｓ
Ｄ
７
０
３
０
に
属
す
る
２９
グ
ル
ー
プ

に
は
、
二
次
的
に
圭
頭
形
に
再
加
工
す
る
途
中
と
推
測
さ
れ
る
木
簡
も
含
ま
れ
て
お
り

２

０
五
号
）、

転
用
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

内
容
か
ら
付
札
と
推

定
さ
れ
る
木
簡
は
、
剣
先
型
を
呈
す
る
も
の
と
し
て
は

「養
老
七
年
」
記
載
を
持

つ
２８

グ
ル
ー
プ
の
九
二
号
を
最
後
と
し
、
郷
名
や
里
名
を
記
載
し
て
い
る
も
の
は
３‐
グ
ル
ー

プ
の

一
一
〇
号
、　
一
一
一
号
を
最
後
に
見
ら
れ
な
く
な
る
。
時
期
を
隔
て
、
橋
の
上
か

ら
直
接
廃
棄
さ
れ
た
木
簡
群
か
ら
構
成
さ
れ
る
３２
グ
ル
ー
プ
に
は

一
一
四
号
の
郡
符
木

簡
が
含
ま
れ
る
が
、
そ
の
上
端
の
調
整
法
は
、
平
面
ケ
ズ
リ
に
よ
る
山
形
の
面
取
り

で
、

前
段
階
の
郡
符
木
簡

（
王
ハ
号
）

の
複
数
稜
形
と
は
異
な
る
技
法
が
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
る
。



第四章 屋代遺跡群出土木簡の製作技法と廃棄方法

● 13
幅

＜ｍｍ
６０
．

● 51

●32● 86

6称 島 3

●106

★ 28

ニ

、ヽ、、、、Q91´ ´́力 8′
′

(1)長さと幅

厚さ(mm)

註 1  曲線は、およその範囲

直線は、該当木簡を結んだもの       O
註2 ☆は第5水田対応層 ●は第3水田対応層

★は第 4水 田対応層 ○は第 2水 田対応層

(2)幅 と厚 さ

図 59 木簡の法量 (1)・ (a

第
二
水
田
対
応
層
に
は
３４
ヽ

３５
グ
ル
ー
プ
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
圭
頭

形
の
木
簡

（
一
二
四
号
、　
〓
一五
号
）
は
調
整
方
法
と
法
量
か
ら
第
二
水
田

対
応
層
の
斎
串
に
墨
書
が
あ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
た
木
簡
に
類
似
し
て
お

り
、
内
容
的
に
も
祭
祀
に
関
わ
り
の
あ
る
木
簡
と
推
定
さ
れ
る
。

国

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
の
形
態
の
特
色

以
上
、
屋
代
遺
跡
群
出
土
の
木
簡
を
形
態
、
技
法
の
観
点
か
ら
大
ま
か

に
分
類
し
、
比
較
的
ま
と
ま
り
の
あ
る
も
の
の
み
を
掲
げ
る
と
す
る
と
以

下
の
五

つ
の
群
が
設
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
０
で
検
討
し
て
き
た
時
間
軸
を

こ
れ
に
あ
て
は
め
る
と

（

）
内
に
記
し
た
よ
う
な
傾
向
が

つ
か
め
る
。

①
　
短
冊
型
も
し
く
は
剣
先
型
で
、
端
部
に
複
数
の
稜
が
削
り
出
さ
れ
て

お
り
、
表
面
は
カ

ッ
ト
グ
ラ
ス
状
ケ
ズ
リ

（も
し
く
は
ハ
ギ
ト
リ
状
ケ
ズ

リ
）
に
よ
る
調
整
な
い
し
は
文
字
の
消
去
作
業
の
痕
跡
が
観
察
で
き
る
木

簡
群
。
（第
四
水
田
対
応
層
か
ら
第
二
水
田
対
応
層
の
う
ち
２３
グ
ル
ー
プ
ま
で
に

多
く
見
ら
れ
る
）

例

　
一
〓
一、　
三
ハ
、
三
二
、
三
二
、
四
九
、
（五

こ
、
（エハ
八
）

②
　
剣
先
型
か
、
剣
先
型
も
し
く
は
短
冊
型
で
、
上
端
が
直
頭
形
、
表
裏

面
の
調
整
痕
は
見
え
な
い
か
基
本
的
に
無
調
整
の
木
簡
群
。

（第
二
水
田
対

応
層
に
見
ら
れ
る
）

例
　
エハ
四
、
七
三
、
七
五
、
七
九
、
九
〇
、
九

一
、　
一
〇
〇

③
　
剣
先
型
も
し
く
は
短
冊
型
で
、
上
端
が
圭
頭
形
、
表
裏
面
の
調
整
痕

が
見
え
な
い
か
無
調
整

で
、
厚
さ
が

一
～
二
６

房
の
木
簡
群
。
（第
四
、

三
、
二
水
田
対
応
層
）

④
例
　
一二
一
、
五
八
、　
〓

一四
、　
〓

一五

切
込
型
の
木
簡
群
。
（第
二
水
田
対
応
層
の
２５
ヽ

２７
グ
ル
ー
プ
に
限
定
）

例
　
エハ
七
、
七
二
、
七
四
、
七
六
、
八
二
、
八
三

端
部
を
斜
め
も
し
く
は
山
形
に
面
取
り
し
た
も
の
。

⑤

Ⅲ 12、 74
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イ

例
　
ア
¨
五
、
二
〇
、
二

一
、
八
六
、
八
七
、　
一
一
〇

一
一
四
、

三

七

⑥
　
そ
の
他

三
、
二
五
、
五
二
、

が
設
定
さ
れ
る
。
①
は
文
書
木
簡
が
主
体
を
占
め
、
少
数
の
付
札
を
含
む
が
、
郡
家
を

含
む
関
連
施
設
な
ど
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
②
は
各
地
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た

付
札
で
、
技
法
細
部
の
観
察
か
ら
郷
と
の
関
連
が
推
定
さ
れ
た
。
な
お
、
付
札
と
推
定

さ
れ
る
も
の
は
②
と
し
た
直
頭
形
の
も
の
の
他
に
圭
頭
形
の
も
の

（
一
〇
八
号
）
や
上

端
を
斜
め
に
面
取
り
し
た
も
の

（
一
一
〇
号
）
も
稀
に
存
在
す
る
。

③
の

一
部
は
形
態

と
出
土
状
況
か
ら
今
回
便
宜
的
に
斎
串
に
分
類
し
て
い
る
。
斎
串
と
木
簡
の

一
部
は
非

常
に
似
通

っ
た
形
態
を
有
し
て
い
る
た
め
、
単
独
で
出
土
し
た
場
合
、
文
字
の
判
読
で

き
な
い
も
の
の
分
類
は
難
し
い
。
今
回
は
、
厚
さ
、
圭
頭
部
の
角
度
、
表
面
調
整
か
ら

斎
串
を
分
類
す
る
方
向
性
を
提
示
し
た
が
、
今
後
屋
代
遺
跡
群
全
体
の
斎
串
の
分
析
を

通
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
④
は
少
数
で
あ
り
時
間
的
に
近
接
し
て
存
在
し
た
こ

と
、
斎

一
性
に
乏
し
い
こ
と
を
特
色
と
す
る
。
逆
に
こ
の
こ
と
が
付
札
が
付
け
ら
れ
た

物
品
を
推
定
す
る
手
が
か
り
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
⑤
こ
の
他
、
技
法
上
の

特
色
と
し
て
、
上
端
の
平
面
形
態
の
如
何
に
関
わ
ら
ず
、
端
部
を
斜
め
も
し
く
は
山
形

に
面
取
り
し
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
法
量
の
点
か
ら
三
号
、
八
七
号
、　
一

一
四
号
の

一
群
と
五
号
、
二
五
号
、
五
二
号
、
八
六
号
の
二
群
に
分
け
ら
れ
る
が
、
こ

の
う
ち
前
群

（図
５９
②
の
⑤

↓

に
属
す
る
木
簡
が
ど
れ
も
比
較
的
厚
く
幅
広
で
あ
る

点
か
ら
、
こ
の
技
法
が
単
な
る
癖
で
は
な
く
、
機
能
と
関
連
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
九
九
算
が
記
載
さ
れ
て
い
る
八

一
号
は
、

こ
の

一
群
と
近
似
し
た
法
量
を
示
す
が
明
確
な
斜
め
の
面
取
り
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

命
令
の
伝
達
と
召
喚
先
に
参
向
す
る
際
に

「身
分
証
明
書
」
の
役
割
を
果
た
し
た
と

さ
れ
る
郡
符
木
簡
が
何
れ
も
長
大
で
あ
る
点
は
、
既
に
平
川
南
に
よ

っ
て
指
摘
さ
れ
て

い
る

（平
川
　
一
九
九
五
）。
⑤
に
含
ま
れ
る
屋
代
遺
跡
群
の

一
一
四
号
の
郡
符
木
簡
も

既
述
の
よ
う
に
大
型
の

一
群
に
属
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
①
、
②
、
③
は
こ
れ
ら
と
は

法
量
的
に
異
な
り
、
か

つ
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
法
量
の
か
な
り
の
集
中
が
看
取
さ

れ
る

（図
５９
０
）ｏ
ま
た
、
図
５９
か
ら
は
読
み
と
れ
る
法
量
の
大
か
ら
小

へ
と
い
う
ラ

ン
ク
は
、
斜
め
も
し
く
は
山
形
の
面
取
り
調
整
が
な
さ
れ
る
広
義
の
文
書
木
簡

（⑤
）、

端
部
に
側
面
ケ
ズ
リ
に
よ
る
複
数
の
稜
が
表
出
さ
れ
る
広
義
の
文
書
木
簡

（①
）、
端

部
が
無
調
整
も
し
く
は
ケ
ズ
リ
の
行
わ
れ
る
付
札

（②
）、
②
よ
り
更
に
薄
い
祭
祀
関

係
の
木
簡

（③
ａ
、
③
ｂ
）、
と
い
う
調
整
の
ラ
ン
ク
と
内
容
に
大
ま
か
に
対
応
し
て
く

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
今
回
の
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
は
、
木
簡
の
法
量
は
木
簡
の
機
能
差

を
反
映
し
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
切
込
型
の
付
札
は
近
接
し
た

時
期
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
の
そ
の
製
作
技
法
の
み
な
ら
ず
法
量
の
ば
ら

つ
き
が
か
な
り

大
き
い
点
で
剣
先
型
の
付
札
と
は
対
象
的
で
あ
る
。

第
二
節
　
木
簡
の
転
用

・
廃
棄
方
法

一
　

木

簡

の
転

用
方

法

屋
代
遺
跡
群
出
土
木
簡
に
は

一
次
的
な
目
的
を
果
た
し
た
後
に
単
純
に
廃
棄
さ
れ
た

木
簡
の
他
に
、
木
簡
の
形
状
に
二
次
的
な
改
変
が
加
え
ら
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
。
こ

の
改
変
行
為
は
木
簡
の
転
用
を
意
図
す
る
も
の
と
、
再
利
用
を
防
ぐ
た
め
の
廃
棄
を
意

図
す
る
も
の
な
ど
に
分
類
さ
れ
る
。
転
用
に
は
、
文
字
を
削

っ
て
、
も
し
く
は
空
い
て

い
る
と
こ
ろ
に
習
書
を
行

っ
た
習
書
木
簡

へ
の
転
用
と
、
他
の
木
製
品

へ
の
転
用
が
見

ら
れ
る
。

Ｈ

第
五
水
田
対
応
層
出
土
木
簡
の
様
相

習
書
の
最
も
古
い
例
は
第
五
水
田
対
応
層
出
土
の
八
号

（図
４０
）

で
ぁ
る
。
本
来
幅

広
の
木
簡
表
面
に
文
字
が
書
か
れ
て
い
た
が
、
右
側
面
に
二
次
的
な
キ
リ
を
施
し
、
新

た
に
狭
く
な

っ
た
木
簡
の
幅
に
あ
わ
せ
て

「多
」
の
字
の
習
書
を
行

っ
て
い
る
。
表
面

の

「□
□
」
は
文
字
の
右
側
が
キ
リ
に
よ

っ
て
欠
損
し
て
い
る
た
め
、
習
書
よ
り
前
の

段
階
に
木
簡
に
記
さ
れ
て
い
た
文
字
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
板
目
材
Ⅱ
で
あ
る
た
め


